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表紙

清掃センター（ごみ処理施設）の今後の方針
について

加茂市長　藤田　明美

　加茂市、田上町の清掃センター（ごみ処理施設）の今後の方針につい
て加茂市・田上町消防衛生保育組合の管理者としてご報告いたします。
　既に報道でもありましたが、加茂市・田上町消防衛生保育組合は、「ごみ処理施設の
新設」を決定いたしました。
　今月は、その決定にいたるまでの検討内容やごみ処理方法等についてご説明いたし
ます。

　加茂市・田上町消防衛生保育組合（以下、組合）が運営する清掃センターは、昭和
55年10月に竣工、階段式ストーカ方式焼却炉で、焼却能力は、日量60トンで設計さ
れていました。平成10 年、11 年に約 8 億 5,000 万円の事業費を投じて、ダイオキ
シン対策としてバグフィルタ式集塵装置の設置と焼却施設の部分改修を行い、その後
も焼却炉の能力の低下を防ぐために、毎年、定期的な改修工事を実施してまいりました。
　しかしながら、現施設は、竣工から41年が経過し、老朽化が著しく、定期改修工事
を実施しても、設計当初の処理能力を保つことができず、さらに度重なる故障が発生し、
いつ、ごみの焼却ができなくなってもおかしくない状況にあります。
　また、過去においては、ダイオキシン類の数値が国の基準を超えたこともあります。
現在は、基準値以下となってはいるものの、今もなお、老朽化した現施設について、
加茂市、田上町の住民、とりわけ清掃センター周辺の地域住民の皆様に不安を与え、
ご迷惑をおかけしておりますこと、組合管理者として心よりお詫び申し上げます。

○清掃センターの現況

　私は、加茂市長就任後、新しいごみ処理施設について早急に検討していくため、まず、
組合を一緒に運営管理している副管理者である田上町の佐野町長と令和元年6月6日にご
み処理施設について初めて協議の場を設けました。
　その中で、今後、ごみ処理施設をどうするのかを判断するためには、計画の策定が必要
であるという考え方で一致しました。
　そこで、今後のごみ処理の方向性や施設のあり方などの基本的な方針を明確にするため、
令和 2 年、3 年度の 2ケ年計画で、「ごみ処理施設整備基本構想」と「一般廃棄物処理基
本計画」を策定することとしました。
　ごみ処理施設整備基本構想の策定では、構想策定業務を専門事業者に委託し、専門的見
地からのアドバイスをいただきながら、過去のごみの排出量などの基礎資料を収集し、将
来的なごみ処理量の予測を基に、今後の施設整備の将来構想を評価してきました。
　その主な過程を次に示します。

○ごみ処理施設の新設の決定にいたるまでの経緯
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過程Ⅰ（ごみ処理施設整備の将来構想）
　ごみ処理施設の整備の方法について、以下の3つの方法の比較検討を行いました。

①現在のごみ処理施設を延命化する方法
②ごみ処理施設を新設する方法
③他の自治体への処理委託や共同処理などの広域処理による方法

　検討の結果、費用対効果の面で、 ①の既存施設の延命化よりも②のごみ処理施設
を新設する方がより有効的な方法であるということがわかりました。

過程Ⅱ（ごみ処理施設における処理方法の検討）
　新設した場合の施設のごみ処理方式について、以下の2つの方法の比較検討を行い
ました。

　①ごみを燃やして処理する方法
　②ごみを燃やさないで処理する方法

　検討の結果、②のごみを燃やさないで処理する方法については、最終的に製造され
る固形燃料等の市場性が乏しいことから、処理の安定性、継続性に問題があるとわ
かりました。

過程Ⅲ（処理方法絞り込み及び比較検討）
　ごみを燃やして処理する方法について、施設整備費や運転管理費など経費の面、
全国における採用実績、環境への負荷などを総合的に判断し、以下の 2 つの方式に
絞りこみました。

　①ストーカ式　　　現施設と同じ処理方式で、ストーカ(火格子)の動きによって、
　　　　　　　　　　ごみを攪拌、搬送しながら燃やす方式

　②コンバインド式　生ごみ等をメタン発酵させてメタンガス化する施設と焼却施
　　　　　　　　　　 設を組み合わせた方式

　ストーカ式は、
　　・処理実績が多く安定的な処理が可能である
　　・施設整備費や運転管理費が他の処理方式と比較して最も安価である
　　・環境負荷に対しても技術革新により、排出ガスは環境基準よりも、はるかに
　　　低く設定できる
　　・建設に係る工期が短い
などの利点がありますが、施設規模が小さいと廃棄物を焼却処理した際に発生する
排熱での発電ができないという欠点があります。

　コンバインド式は、
　　・生ごみ等をメタン発酵にて処理するため、ごみ焼却量を減らすことができる
　　・焼却量の減少により、環境への負荷を低減できる
　　・メタンガスを焼却する際に発生する熱エネルギーにより発電が可能となる
などの利点がありますが、新しい処理方式であり、全国での採用実績も乏しく、安
定性に欠け、施設整備費や運転管理費はストーカ式と比較して多額になるという欠
点があります。
　以上の利点、欠点を総合的に評価し検討した結果、ごみ処理施設における処理方
式は、ストーカ式が最も有利な処理方式であると判断いたしました。

過程Ⅳ（広域処理の可能性検討）
　新たなごみ処理施設の処理方式の検討と並行して、過程Ⅰ③の他の自治体とのご
み処理の広域化の可能性を探ってきました。まず、三条市にごみの委託処理に係る
経費の試算をお願いし、回答をいただきました。ご協力いただいた三条市の関係者
の皆様に御礼申し上げます。
　検討の結果、次の4つの理由から広域化よりも新設の方が望ましいと判断いたしま
した。

　①委託処理する場合、三条市が、ただちに加茂市、田上町のごみ全量を受け入れ
　　ることは困難である
　②三条市への処理委託料の他、三条市までのごみの運搬経費や分別収集に係る経
　　費など新たな経費が発生し、年間経費を試算した結果、新設した場合と比較し
　　て大きな差は見られない
　③粗大ごみなどの持ち込みごみや事業系ごみをどのように取り扱うのか、災害時
　　に安定的な受け入れが保証できるのか不確定である
　④「一般廃棄物はその区域内において処理しなければならない」という廃棄物の処
　　理及び清掃に関する法律第 6条の 2に規定する「自区内処理の原則」がある
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　組合議会では、令和元年 12月に、ごみ処理施設についての調査・研究を行うこと
を目的に「ごみ処理施設建設特別委員会」を設置し、新たなごみ処理施設の整備構
想について、調査、研究、先進地視察など、検討を重ねてこられました。その結果を、「ご
み処理施設建設特別委員会審議経過報告」としてまとめられました。
　そして、令和 4 年 1 月 21 日、組合議会の樋口議長より、ごみ処理施設整備基本
構想に関する提言をいただきました。この提言においては、「新たなごみ処理施設の
処理方式は、ストーカ式焼却炉の新設が望ましい。」とのことでした。

　ここで、組合と組合議会は、検討結果が一致していることを確認しました。　

○加茂市・田上町消防衛生保育組合議会（以下、組合議会）の提言

かくはん
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清掃センター（ごみ処理施設）の今後の方針
について

加茂市長　藤田　明美

　加茂市、田上町の清掃センター（ごみ処理施設）の今後の方針につい
て加茂市・田上町消防衛生保育組合の管理者としてご報告いたします。
　既に報道でもありましたが、加茂市・田上町消防衛生保育組合は、「ごみ処理施設の
新設」を決定いたしました。
　今月は、その決定にいたるまでの検討内容やごみ処理方法等についてご説明いたし
ます。

　加茂市・田上町消防衛生保育組合（以下、組合）が運営する清掃センターは、昭和
55年10月に竣工、階段式ストーカ方式焼却炉で、焼却能力は、日量60トンで設計さ
れていました。平成10 年、11 年に約 8 億 5,000 万円の事業費を投じて、ダイオキ
シン対策としてバグフィルタ式集塵装置の設置と焼却施設の部分改修を行い、その後
も焼却炉の能力の低下を防ぐために、毎年、定期的な改修工事を実施してまいりました。
　しかしながら、現施設は、竣工から41年が経過し、老朽化が著しく、定期改修工事
を実施しても、設計当初の処理能力を保つことができず、さらに度重なる故障が発生し、
いつ、ごみの焼却ができなくなってもおかしくない状況にあります。
　また、過去においては、ダイオキシン類の数値が国の基準を超えたこともあります。
現在は、基準値以下となってはいるものの、今もなお、老朽化した現施設について、
加茂市、田上町の住民、とりわけ清掃センター周辺の地域住民の皆様に不安を与え、
ご迷惑をおかけしておりますこと、組合管理者として心よりお詫び申し上げます。
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　私は、加茂市長就任後、新しいごみ処理施設について早急に検討していくため、まず、
組合を一緒に運営管理している副管理者である田上町の佐野町長と令和元年6月6日にご
み処理施設について初めて協議の場を設けました。
　その中で、今後、ごみ処理施設をどうするのかを判断するためには、計画の策定が必要
であるという考え方で一致しました。
　そこで、今後のごみ処理の方向性や施設のあり方などの基本的な方針を明確にするため、
令和 2 年、3 年度の 2ケ年計画で、「ごみ処理施設整備基本構想」と「一般廃棄物処理基
本計画」を策定することとしました。
　ごみ処理施設整備基本構想の策定では、構想策定業務を専門事業者に委託し、専門的見
地からのアドバイスをいただきながら、過去のごみの排出量などの基礎資料を収集し、将
来的なごみ処理量の予測を基に、今後の施設整備の将来構想を評価してきました。
　その主な過程を次に示します。

○ごみ処理施設の新設の決定にいたるまでの経緯
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過程Ⅰ（ごみ処理施設整備の将来構想）
　ごみ処理施設の整備の方法について、以下の3つの方法の比較検討を行いました。

①現在のごみ処理施設を延命化する方法
②ごみ処理施設を新設する方法
③他の自治体への処理委託や共同処理などの広域処理による方法

　検討の結果、費用対効果の面で、 ①の既存施設の延命化よりも②のごみ処理施設
を新設する方がより有効的な方法であるということがわかりました。

過程Ⅱ（ごみ処理施設における処理方法の検討）
　新設した場合の施設のごみ処理方式について、以下の2つの方法の比較検討を行い
ました。

　①ごみを燃やして処理する方法
　②ごみを燃やさないで処理する方法

　検討の結果、②のごみを燃やさないで処理する方法については、最終的に製造され
る固形燃料等の市場性が乏しいことから、処理の安定性、継続性に問題があるとわ
かりました。

過程Ⅲ（処理方法絞り込み及び比較検討）
　ごみを燃やして処理する方法について、施設整備費や運転管理費など経費の面、
全国における採用実績、環境への負荷などを総合的に判断し、以下の 2 つの方式に
絞りこみました。

　①ストーカ式　　　現施設と同じ処理方式で、ストーカ(火格子)の動きによって、
　　　　　　　　　　ごみを攪拌、搬送しながら燃やす方式

　②コンバインド式　生ごみ等をメタン発酵させてメタンガス化する施設と焼却施
　　　　　　　　　　 設を組み合わせた方式

　ストーカ式は、
　　・処理実績が多く安定的な処理が可能である
　　・施設整備費や運転管理費が他の処理方式と比較して最も安価である
　　・環境負荷に対しても技術革新により、排出ガスは環境基準よりも、はるかに
　　　低く設定できる
　　・建設に係る工期が短い
などの利点がありますが、施設規模が小さいと廃棄物を焼却処理した際に発生する
排熱での発電ができないという欠点があります。

　コンバインド式は、
　　・生ごみ等をメタン発酵にて処理するため、ごみ焼却量を減らすことができる
　　・焼却量の減少により、環境への負荷を低減できる
　　・メタンガスを焼却する際に発生する熱エネルギーにより発電が可能となる
などの利点がありますが、新しい処理方式であり、全国での採用実績も乏しく、安
定性に欠け、施設整備費や運転管理費はストーカ式と比較して多額になるという欠
点があります。
　以上の利点、欠点を総合的に評価し検討した結果、ごみ処理施設における処理方
式は、ストーカ式が最も有利な処理方式であると判断いたしました。

過程Ⅳ（広域処理の可能性検討）
　新たなごみ処理施設の処理方式の検討と並行して、過程Ⅰ③の他の自治体とのご
み処理の広域化の可能性を探ってきました。まず、三条市にごみの委託処理に係る
経費の試算をお願いし、回答をいただきました。ご協力いただいた三条市の関係者
の皆様に御礼申し上げます。
　検討の結果、次の4つの理由から広域化よりも新設の方が望ましいと判断いたしま
した。

　①委託処理する場合、三条市が、ただちに加茂市、田上町のごみ全量を受け入れ
　　ることは困難である
　②三条市への処理委託料の他、三条市までのごみの運搬経費や分別収集に係る経
　　費など新たな経費が発生し、年間経費を試算した結果、新設した場合と比較し
　　て大きな差は見られない
　③粗大ごみなどの持ち込みごみや事業系ごみをどのように取り扱うのか、災害時
　　に安定的な受け入れが保証できるのか不確定である
　④「一般廃棄物はその区域内において処理しなければならない」という廃棄物の処
　　理及び清掃に関する法律第 6条の 2に規定する「自区内処理の原則」がある
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　組合議会では、令和元年 12月に、ごみ処理施設についての調査・研究を行うこと
を目的に「ごみ処理施設建設特別委員会」を設置し、新たなごみ処理施設の整備構
想について、調査、研究、先進地視察など、検討を重ねてこられました。その結果を、「ご
み処理施設建設特別委員会審議経過報告」としてまとめられました。
　そして、令和 4 年 1 月 21 日、組合議会の樋口議長より、ごみ処理施設整備基本
構想に関する提言をいただきました。この提言においては、「新たなごみ処理施設の
処理方式は、ストーカ式焼却炉の新設が望ましい。」とのことでした。

　ここで、組合と組合議会は、検討結果が一致していることを確認しました。　

○加茂市・田上町消防衛生保育組合議会（以下、組合議会）の提言

かくはん
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　一連の検討結果から、新たなごみ処理施設として、ストーカ式焼却炉を新設する
ことに決定いたしました。

○ごみ処理施設整備基本構想の結論

　建設地については、ゼロベースで検討いたします。今後、加茂市、田上町の地域
内であらゆる可能性を考え、候補地の選定作業を開始したいと考えています。
　具体的には、まず、防災、環境的側面から廃棄物処理施設の建設を回避すべき除
外項目を設定します。その後、除外項目から外れる地域の中から、必要となる施設
規模や面積などの基本条件に照らし、候補地をいくつか抽出します。さらに、収集
運搬効率などを考慮し、候補地を絞りこんでいくという流れで進めていきます。

○建設地

　「ごみ処理施設整備基本構想」の決定をもとに、「一般廃棄物処理基本計画」の策
定作業が完了し、今年度から候補地の選定作業に入ります。令和 5 年度中に用地選
定が終了すれば、国の交付金を受けるための「循環型社会形成推進地域計画」を策
定し、国に提出します。
　あくまでも最短のスケジュールとなりますが、令和６年度から測量や基本設計、
生活環境影響調査、発注業務などを経て、令和 10年度に建設工事着手となります。
工期は３年かかりますので、新施設の竣工は令和 13年度となります。状況によって
は、スケジュールが遅れる可能性があります。

○今後のスケジュール

　新施設完成までには時間がかかります。
それまで様々な課題が生じることが予想
されますが、節目ごとに加茂市、田上町
の住民の皆様への説明を丁寧に行ってま
いりたいと考えています。
　今後とも加茂市、田上町のごみ処理施
設に関し、ご理解とご協力のほどよろし
くお願い申し上げます。

※6、7ページに関連資料を掲載いたしま
した。

○まとめ
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過程Ⅰ（ごみ処理施設整備の将来構想）
　ごみ処理施設の整備の方法について、以下の3つの方法の比較検討を行いました。

①現在のごみ処理施設を延命化する方法
②ごみ処理施設を新設する方法
③他の自治体への処理委託や共同処理などの広域処理による方法

　検討の結果、費用対効果の面で、 ①の既存施設の延命化よりも②のごみ処理施設
を新設する方がより有効的な方法であるということがわかりました。

過程Ⅱ（ごみ処理施設における処理方法の検討）
　新設した場合の施設のごみ処理方式について、以下の2つの方法の比較検討を行い
ました。

　①ごみを燃やして処理する方法
　②ごみを燃やさないで処理する方法

　検討の結果、②のごみを燃やさないで処理する方法については、最終的に製造され
る固形燃料等の市場性が乏しいことから、処理の安定性、継続性に問題があるとわ
かりました。

過程Ⅲ（処理方法絞り込み及び比較検討）
　ごみを燃やして処理する方法について、施設整備費や運転管理費など経費の面、
全国における採用実績、環境への負荷などを総合的に判断し、以下の 2 つの方式に
絞りこみました。

　①ストーカ式　　　現施設と同じ処理方式で、ストーカ(火格子)の動きによって、
　　　　　　　　　　ごみを攪拌、搬送しながら燃やす方式

　②コンバインド式　生ごみ等をメタン発酵させてメタンガス化する施設と焼却施
　　　　　　　　　　 設を組み合わせた方式

　ストーカ式は、
　　・処理実績が多く安定的な処理が可能である
　　・施設整備費や運転管理費が他の処理方式と比較して最も安価である
　　・環境負荷に対しても技術革新により、排出ガスは環境基準よりも、はるかに
　　　低く設定できる
　　・建設に係る工期が短い
などの利点がありますが、施設規模が小さいと廃棄物を焼却処理した際に発生する
排熱での発電ができないという欠点があります。

　コンバインド式は、
　　・生ごみ等をメタン発酵にて処理するため、ごみ焼却量を減らすことができる
　　・焼却量の減少により、環境への負荷を低減できる
　　・メタンガスを焼却する際に発生する熱エネルギーにより発電が可能となる
などの利点がありますが、新しい処理方式であり、全国での採用実績も乏しく、安
定性に欠け、施設整備費や運転管理費はストーカ式と比較して多額になるという欠
点があります。
　以上の利点、欠点を総合的に評価し検討した結果、ごみ処理施設における処理方
式は、ストーカ式が最も有利な処理方式であると判断いたしました。

過程Ⅳ（広域処理の可能性検討）
　新たなごみ処理施設の処理方式の検討と並行して、過程Ⅰ③の他の自治体とのご
み処理の広域化の可能性を探ってきました。まず、三条市にごみの委託処理に係る
経費の試算をお願いし、回答をいただきました。ご協力いただいた三条市の関係者
の皆様に御礼申し上げます。
　検討の結果、次の4つの理由から広域化よりも新設の方が望ましいと判断いたしま
した。

　①委託処理する場合、三条市が、ただちに加茂市、田上町のごみ全量を受け入れ
　　ることは困難である
　②三条市への処理委託料の他、三条市までのごみの運搬経費や分別収集に係る経
　　費など新たな経費が発生し、年間経費を試算した結果、新設した場合と比較し
　　て大きな差は見られない
　③粗大ごみなどの持ち込みごみや事業系ごみをどのように取り扱うのか、災害時
　　に安定的な受け入れが保証できるのか不確定である
　④「一般廃棄物はその区域内において処理しなければならない」という廃棄物の処
　　理及び清掃に関する法律第 6条の 2に規定する「自区内処理の原則」がある
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　組合議会では、令和元年 12月に、ごみ処理施設についての調査・研究を行うこと
を目的に「ごみ処理施設建設特別委員会」を設置し、新たなごみ処理施設の整備構
想について、調査、研究、先進地視察など、検討を重ねてこられました。その結果を、「ご
み処理施設建設特別委員会審議経過報告」としてまとめられました。
　そして、令和 4 年 1 月 21 日、組合議会の樋口議長より、ごみ処理施設整備基本
構想に関する提言をいただきました。この提言においては、「新たなごみ処理施設の
処理方式は、ストーカ式焼却炉の新設が望ましい。」とのことでした。

　ここで、組合と組合議会は、検討結果が一致していることを確認しました。　

○加茂市・田上町消防衛生保育組合議会（以下、組合議会）の提言

かくはん
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　一連の検討結果から、新たなごみ処理施設として、ストーカ式焼却炉を新設する
ことに決定いたしました。

○ごみ処理施設整備基本構想の結論

　建設地については、ゼロベースで検討いたします。今後、加茂市、田上町の地域
内であらゆる可能性を考え、候補地の選定作業を開始したいと考えています。
　具体的には、まず、防災、環境的側面から廃棄物処理施設の建設を回避すべき除
外項目を設定します。その後、除外項目から外れる地域の中から、必要となる施設
規模や面積などの基本条件に照らし、候補地をいくつか抽出します。さらに、収集
運搬効率などを考慮し、候補地を絞りこんでいくという流れで進めていきます。

○建設地

　「ごみ処理施設整備基本構想」の決定をもとに、「一般廃棄物処理基本計画」の策
定作業が完了し、今年度から候補地の選定作業に入ります。令和 5 年度中に用地選
定が終了すれば、国の交付金を受けるための「循環型社会形成推進地域計画」を策
定し、国に提出します。
　あくまでも最短のスケジュールとなりますが、令和６年度から測量や基本設計、
生活環境影響調査、発注業務などを経て、令和 10年度に建設工事着手となります。
工期は３年かかりますので、新施設の竣工は令和 13年度となります。状況によって
は、スケジュールが遅れる可能性があります。

○今後のスケジュール

　新施設完成までには時間がかかります。
それまで様々な課題が生じることが予想
されますが、節目ごとに加茂市、田上町
の住民の皆様への説明を丁寧に行ってま
いりたいと考えています。
　今後とも加茂市、田上町のごみ処理施
設に関し、ご理解とご協力のほどよろし
くお願い申し上げます。

※6、7ページに関連資料を掲載いたしま
した。
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　組合議会では、令和元年 12月に、ごみ処理施設についての調査・研究を行うこと
を目的に「ごみ処理施設建設特別委員会」を設置し、新たなごみ処理施設の整備構
想について、調査、研究、先進地視察など、検討を重ねてこられました。その結果を、「ご
み処理施設建設特別委員会審議経過報告」としてまとめられました。
　そして、令和 4 年 1 月 21 日、組合議会の樋口議長より、ごみ処理施設整備基本
構想に関する提言をいただきました。この提言においては、「新たなごみ処理施設の
処理方式は、ストーカ式焼却炉の新設が望ましい。」とのことでした。

　ここで、組合と組合議会は、検討結果が一致していることを確認しました。　

○加茂市・田上町消防衛生保育組合議会（以下、組合議会）の提言
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
）
は
、
家
庭
内
感

染
の
割
合
が
多
く
な
っ
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
感
染
者
数
の

増
大
に
伴
い
、
自
宅
療
養
者
数
も
急

激
に
増
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
事

情
か
ら
、
現
在
い
か
に
し
て
家
庭
内

感
染
を
防
ぐ
か
が
コ
ロ
ナ
対
策
で
の

課
題
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
自
宅
で
口
腔
ケ
ア
す
る
と
き
、

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
に
気
を
付
け
れ
ば
よ
い
で
し

ょ
う
か
。
次
の
三
つ
の
視
点
か
ら
解

説
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
口
腔
ケ
ア
は
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
予
防
に
有
効
で
あ
る
こ
と
を
強
調

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
口
の
中
の
細

菌
、
特
に
歯
周
病
原
細
菌
を
減
ら
す

こ
と
で
、
か
ぜ
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
ウ
イ
ル
ス
が
細
胞
へ
付
着
す
る
こ

と
を
阻
害
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
の

原
因
で
あ
る
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ-

Ｃ
ｏ
Ｖ-

２

ウ
イ
ル
ス
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
と
同
じ
付
着
様
式
で
あ
る
た

め
、
適
切
な
口
腔
ケ
ア
は
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ-

19
予
防
に
有
効
で
す
。

　
ま
た
、
口
腔
ケ
ア
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
肺
炎
の
重
症
化
の

予
防
に
も
な
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
肺
炎
は
、
細
菌
性

肺
炎
と
の
合
併
で
重
症
化
す
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
高
齢

に
な
る
と
お
口
の
働
き
が
悪
く
な
る

口
腔
機
能
低
下
症
と
い
う
状
態
に
な

る
方
も
い
ま
す
。
そ
う
な
る
と
知
ら

な
い
う
ち
に
唾
液
を
誤
嚥
し
て
し
ま

う
不
顕
性
誤
嚥
が
起
き
や
す
く
誤
嚥

性
肺
炎
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま

す
。
一
方
、
要
介
護
高
齢
者
に
対
し

口
腔
ケ
ア
を
行
っ
た
と
こ
ろ
誤
嚥
性

肺
炎
に
か
か
る
リ
ス
ク
を
減
ら
す
こ

と
が
で
き
た
と
い
う
研
究
も
あ
り
ま

す
（
米
山
武
義
，
鴨
田
博
司
，
老
年

歯
学
16-

13
，
２
０
０
１
）
。
で
す
の

で
、
口
腔
ケ
ア
で
口
の
中
を
清
潔
に

保
つ
こ
と
は
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
重
症
化

の
予
防
に
役
に
立
つ
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　
上
記
の
よ
う
に
口
腔
ケ
ア
は
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
対
策
と
し
て
有
用
な
も
の

で
す
が
、
歯
磨
き
の
実
施
に
は
注
意

が
必
要
で
す
。
と
い
う
の
は
、Ｃ
Ｏ
Ｖ

Ｉ
Ｄ-

19
に
感
染
す
る
と
唾
液
中
に
も

ウ
イ
ル
ス
が
混
入
す
る
か
ら
で
す
。

歯
磨
き
時
は
ど
う
し
て
も
、
自
分
の

唾
液
に
触
れ
た
り
、
唾
液
の
飛
沫
を

飛
ば
し
て
し
ま
い
ま
す
。
昼
食
後
、

複
数
人
が
職
場
の
洗
面
所
に
集
ま
り

歯
を
磨
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
発

生
し
た
と
思
わ
れ
る
ク
ラ
ス
タ
ー
も

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
家
庭
内
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
も
「
３

密
や
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と
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の
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時
も
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。
具
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的
に
は
、
洗
面
所
は

換
気
を
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つ
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と
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が
、
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き
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を
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※
令
和
4年
5月
2日
現
在
の
情
報
で
す
。各
段
階
で
の
進
捗
状
況
に
よ
っ
て
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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　一連の検討結果から、新たなごみ処理施設として、ストーカ式焼却炉を新設する
ことに決定いたしました。

○ごみ処理施設整備基本構想の結論

　建設地については、ゼロベースで検討いたします。今後、加茂市、田上町の地域
内であらゆる可能性を考え、候補地の選定作業を開始したいと考えています。
　具体的には、まず、防災、環境的側面から廃棄物処理施設の建設を回避すべき除
外項目を設定します。その後、除外項目から外れる地域の中から、必要となる施設
規模や面積などの基本条件に照らし、候補地をいくつか抽出します。さらに、収集
運搬効率などを考慮し、候補地を絞りこんでいくという流れで進めていきます。

○建設地

　「ごみ処理施設整備基本構想」の決定をもとに、「一般廃棄物処理基本計画」の策
定作業が完了し、今年度から候補地の選定作業に入ります。令和 5 年度中に用地選
定が終了すれば、国の交付金を受けるための「循環型社会形成推進地域計画」を策
定し、国に提出します。
　あくまでも最短のスケジュールとなりますが、令和６年度から測量や基本設計、
生活環境影響調査、発注業務などを経て、令和 10年度に建設工事着手となります。
工期は３年かかりますので、新施設の竣工は令和 13年度となります。状況によって
は、スケジュールが遅れる可能性があります。

○今後のスケジュール

　新施設完成までには時間がかかります。
それまで様々な課題が生じることが予想
されますが、節目ごとに加茂市、田上町
の住民の皆様への説明を丁寧に行ってま
いりたいと考えています。
　今後とも加茂市、田上町のごみ処理施
設に関し、ご理解とご協力のほどよろし
くお願い申し上げます。

※6、7ページに関連資料を掲載いたしま
した。
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清
掃
セ
ン
タ
ー
（
ご
み
処
理
施
設
）
の
今
後
の
方
針
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
）
は
、
家
庭
内
感

染
の
割
合
が
多
く
な
っ
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
感
染
者
数
の

増
大
に
伴
い
、
自
宅
療
養
者
数
も
急

激
に
増
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
事

情
か
ら
、
現
在
い
か
に
し
て
家
庭
内

感
染
を
防
ぐ
か
が
コ
ロ
ナ
対
策
で
の

課
題
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
自
宅
で
口
腔
ケ
ア
す
る
と
き
、

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
に
気
を
付
け
れ
ば
よ
い
で
し

ょ
う
か
。
次
の
三
つ
の
視
点
か
ら
解

説
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
口
腔
ケ
ア
は
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
予
防
に
有
効
で
あ
る
こ
と
を
強
調

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
口
の
中
の
細

菌
、
特
に
歯
周
病
原
細
菌
を
減
ら
す

こ
と
で
、
か
ぜ
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
ウ
イ
ル
ス
が
細
胞
へ
付
着
す
る
こ

と
を
阻
害
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
の

原
因
で
あ
る
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ-

Ｃ
ｏ
Ｖ-

２

ウ
イ
ル
ス
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
と
同
じ
付
着
様
式
で
あ
る
た

め
、
適
切
な
口
腔
ケ
ア
は
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ-

19
予
防
に
有
効
で
す
。

　
ま
た
、
口
腔
ケ
ア
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
肺
炎
の
重
症
化
の

予
防
に
も
な
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
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よ
る
肺
炎
は
、
細
菌
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炎
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と
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摘
さ
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す
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齢
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嚥
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ま
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介
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炎
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ス
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た
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う
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究
も
あ
り
ま

す
（
米
山
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司
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老
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16-

13
，
２
０
０
１
）
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歯
の
健
康

た
飛
沫
に
つ
い
て
は
、
ア
ル
コ
ー
ル

を
含
む
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
で
鏡

や
シ
ン
ク
周
り
を
拭
い
て
お
け
ば
、

次
の
人
も
安
心
し
て
使
用
で
き
ま
す
。

使
用
後
の
歯
ブ
ラ
シ
や
コ
ッ
プ
な
ど

も
他
の
家
族
の
も
の
と
接
触
し
な
い

よ
う
に
個
別
に
し
ま
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
口
を
拭
く
タ
オ
ル
、
歯
磨

き
粉
も
一
人
ひ
と
り
用
意
し
ま
し
ょ

う
。
取
り
外
し
式
の
義
歯
は
寝
て
い

る
と
き
は
外
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
と
き
も
、
他
の
家
族
の
手
に
触

れ
な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
で
落
ち
着
か
な

い
昨
今
、
せ
っ
か
く
我
が
家
は
家
族

水
入
ら
ず
で
く
つ
ろ
げ
る
場
所
な
の

に
・
・
・
と
う
ん
ざ
り
に
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
か
け

が
え
の
な
い
く
つ
ろ
げ
る
場
所
だ
か

ら
こ
そ
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
く
ま
で
は

万
全
な
体
制
で
守
り
を
固
め
ま
し
ょ

う
。

　
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
拡
大
以
降
、
マ
ス

ク
姿
は
す
っ
か
り
日
常
に
な
り
ま
し

た
が
、
そ
の
マ
ス
ク
の
弊
害
と
し
て

む
し
歯
に
な
っ
た
り
、
口
臭
が
悪
化

し
た
り
す
る
の
で
は
な
い
か
、
な
ど

の
こ
と
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
実
際
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
起

こ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
口
の
中
の
唾

液
量
が
減
り
乾
燥
す
る
と
む
し
歯
、

口
臭
の
原
因
に
な
り
ま
す
が
、
マ
ス

ク
で
口
を
覆
う
こ
と
は
逆
に
口
の
中

の
湿
度
を
保
つ
こ
と
に
役
立
つ
で

し
ょ
う
か
ら
、
マ
ス
ク
そ
の
も
の
が

む
し
歯
や
口
臭
の
原
因
に
な
る
と
い

う
の
は
根
拠
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
で
の
生
活
様

式
に
よ
り
口
の
中
が
乾
燥
し
易
く

な
っ
て
い
る
可
能
性
は
考
え
ら
れ
ま

す
。
例
え
ば
、
マ
ス
ク
を
つ
け
感
染

に
警
戒
し
て
い
る
状
況
で
は
意
識
し

な
い
と
水
を
飲
む
機
会
が
減
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
三
密
を
避
け

る
こ
と
で
人
と
話
す
機
会
が
減
少
す

る
と
口
の
回
り
の
筋
肉
が
衰
え
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

口
腔
機
能
の
低
下
は
唾
液
分
泌
の
減

少
を
招
く
も
の
で
す
。
さ
ら
に
、
ス

ト
レ
ス
で
も
唾
液
の
分
泌
量
が
減
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
が
、ｗ
ｉ
ｔ

ｈ
コ
ロ
ナ
の
先
の
見
え
な
い
状
況
で

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
、
唾
液
の
分
泌
量

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
人
が
増
え
て

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
感
染
拡

大
に
よ
り
歯
科
受
診
を
控
え
ざ
る
を

え
な
い
状
況
も
お
口
の
状
態
に
悪
影

響
を
与
え
て
い
る
で
し
ょ
う
。

　
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
か
ら
身
を
守
り
つ

つ
お
口
の
健
康
も
守
る
。
そ
の
た
め

に
も
、
マ
ス
ク
は
し
っ
か
り
着
用
、

口
が
乾
い
た
な
と
思
っ
た
ら
こ
ま
め

に
水
分
補
給
、
そ
し
て
口
腔
ケ
ア
。

以
上
を
徹
底
し
て
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り

切
り
ま
し
ょ
う
。

マ
ス
ク
で

む
し
歯
が
増
え
る
？

協
力
：
加
茂
市
歯
科
医
師
会

加茂市・田上町にお住いの方へ

　通院できなくても歯の健
診・治療が受けられます。
まずはお気軽にお問い合わせ
ください。

加茂・田上在宅歯科医療連携室

☎０２５６ー５３ー８２１１
受付時間　月～金　9:00～12:00

※祝日・お盆・年末年始は除きます。

〒959-1326　加茂市青海町1-9-1
（加茂病院　地域連携・医療サポートセンター内）

ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス

N E W S  T O P I C S
国際ソロプチミスト新潟-茜からご寄附いただきました（4/11）

　ソロプチミストとは、グローバルな奉仕団体
で、女性と女児の経済的なエンパワーメントを
達成するために必要な教育と訓練へのアクセス
を提供します。このたび、国際ソロプチミスト
「新潟 -茜」様から認証25周年記念事業の一環
として、加茂市の子どもたちの教育に役立てる
ため、30万円のご寄附をいただきました。

太陽工業株式会社との協定締結式（４/19）
　4月19日（火）に太陽工業株式会社様と「災害
時における天幕等資機材の供給に関する協定」
を締結しました。これは、大規模災害が発生し
た際に、市の要請に応じて大型テントやパー
テーションなどを供給するものです。全国の自
治体では54番目、新潟県内の自治体では初め
てです。

災害時におけるレンタル機材の供給に関する協定締結式（４/12）
　4月12日（火）午後２時から、株式会社
アクティオ様と加茂市は、災害時のレンタ
ル機材の供給について協定を締結しまし
た。これにより、加茂市はアクティオ様か
ら災害時に優先的な資機材の供給を受けら
れるようになります。保有資機材は発電機
や照明、トイレ、車両など多岐にわたりま
す。

【有料広告】
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清
掃
セ
ン
タ
ー
（
ご
み
処
理
施
設
）
の
今
後
の
方
針
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
）
は
、
家
庭
内
感

染
の
割
合
が
多
く
な
っ
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
感
染
者
数
の

増
大
に
伴
い
、
自
宅
療
養
者
数
も
急

激
に
増
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
事

情
か
ら
、
現
在
い
か
に
し
て
家
庭
内

感
染
を
防
ぐ
か
が
コ
ロ
ナ
対
策
で
の

課
題
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
自
宅
で
口
腔
ケ
ア
す
る
と
き
、

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
に
気
を
付
け
れ
ば
よ
い
で
し

ょ
う
か
。
次
の
三
つ
の
視
点
か
ら
解

説
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
口
腔
ケ
ア
は
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
予
防
に
有
効
で
あ
る
こ
と
を
強
調

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
口
の
中
の
細

菌
、
特
に
歯
周
病
原
細
菌
を
減
ら
す

こ
と
で
、
か
ぜ
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
ウ
イ
ル
ス
が
細
胞
へ
付
着
す
る
こ

と
を
阻
害
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
の

原
因
で
あ
る
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ-

Ｃ
ｏ
Ｖ-

２

ウ
イ
ル
ス
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
と
同
じ
付
着
様
式
で
あ
る
た

め
、
適
切
な
口
腔
ケ
ア
は
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ-

19
予
防
に
有
効
で
す
。

　
ま
た
、
口
腔
ケ
ア
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
肺
炎
の
重
症
化
の

予
防
に
も
な
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
肺
炎
は
、
細
菌
性

肺
炎
と
の
合
併
で
重
症
化
す
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
高
齢

に
な
る
と
お
口
の
働
き
が
悪
く
な
る

口
腔
機
能
低
下
症
と
い
う
状
態
に
な

る
方
も
い
ま
す
。
そ
う
な
る
と
知
ら

な
い
う
ち
に
唾
液
を
誤
嚥
し
て
し
ま

う
不
顕
性
誤
嚥
が
起
き
や
す
く
誤
嚥

性
肺
炎
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま

す
。
一
方
、
要
介
護
高
齢
者
に
対
し

口
腔
ケ
ア
を
行
っ
た
と
こ
ろ
誤
嚥
性

肺
炎
に
か
か
る
リ
ス
ク
を
減
ら
す
こ

と
が
で
き
た
と
い
う
研
究
も
あ
り
ま

す
（
米
山
武
義
，
鴨
田
博
司
，
老
年

歯
学
16-

13
，
２
０
０
１
）
。
で
す
の

で
、
口
腔
ケ
ア
で
口
の
中
を
清
潔
に

保
つ
こ
と
は
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
重
症
化

の
予
防
に
役
に
立
つ
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　
上
記
の
よ
う
に
口
腔
ケ
ア
は
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
対
策
と
し
て
有
用
な
も
の

で
す
が
、
歯
磨
き
の
実
施
に
は
注
意

が
必
要
で
す
。
と
い
う
の
は
、Ｃ
Ｏ
Ｖ

Ｉ
Ｄ-

19
に
感
染
す
る
と
唾
液
中
に
も

ウ
イ
ル
ス
が
混
入
す
る
か
ら
で
す
。

歯
磨
き
時
は
ど
う
し
て
も
、
自
分
の

唾
液
に
触
れ
た
り
、
唾
液
の
飛
沫
を

飛
ば
し
て
し
ま
い
ま
す
。
昼
食
後
、

複
数
人
が
職
場
の
洗
面
所
に
集
ま
り

歯
を
磨
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
発

生
し
た
と
思
わ
れ
る
ク
ラ
ス
タ
ー
も

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
家
庭
内
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
も
「
３

密
や
飛
沫
を
避
け
る
」
と
い
う
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
対
策
の
原
則
は
、
自
宅
で

の
口
腔
ケ
ア
実
施
時
も
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。
具
体
的
に
は
、
洗
面
所
は

換
気
を
良
く
し
一
人
ず
つ
歯
を
磨
く

こ
と
で
す
が
、
歯
を
磨
く
と
き
歯
ブ

ラ
シ
を
持
た
な
い
方
の
手
で
口
を

覆
っ
た
り
、
口
の
中
の
も
の
を
吐
き

出
す
と
き
に
顔
を
シ
ン
ク
に
近
づ
け

て
低
い
位
置
で
行
う
こ
と
が
飛
沫
拡

散
防
止
に
な
り
ま
す
。
飛
ん
で
し
ま
っ

•

口
腔
ケ
ア
の
必
要
性

•

家
庭
内
感
染
を
防
ぐ
に
は
？

•

マ
ス
ク
で
む
し
歯
が
増
え
る
？

口
腔
ケ
ア
の
必
要
性

家
庭
内
感
染
を

防
ぐ
に
は
？

※
令
和
4年
5月
2日
現
在
の
情
報
で
す
。各
段
階
で
の
進
捗
状
況
に
よ
っ
て
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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歯
の
健
康

た
飛
沫
に
つ
い
て
は
、
ア
ル
コ
ー
ル

を
含
む
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
で
鏡

や
シ
ン
ク
周
り
を
拭
い
て
お
け
ば
、

次
の
人
も
安
心
し
て
使
用
で
き
ま
す
。

使
用
後
の
歯
ブ
ラ
シ
や
コ
ッ
プ
な
ど

も
他
の
家
族
の
も
の
と
接
触
し
な
い

よ
う
に
個
別
に
し
ま
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
口
を
拭
く
タ
オ
ル
、
歯
磨

き
粉
も
一
人
ひ
と
り
用
意
し
ま
し
ょ

う
。
取
り
外
し
式
の
義
歯
は
寝
て
い

る
と
き
は
外
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
と
き
も
、
他
の
家
族
の
手
に
触

れ
な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
で
落
ち
着
か
な

い
昨
今
、
せ
っ
か
く
我
が
家
は
家
族

水
入
ら
ず
で
く
つ
ろ
げ
る
場
所
な
の

に
・
・
・
と
う
ん
ざ
り
に
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
か
け

が
え
の
な
い
く
つ
ろ
げ
る
場
所
だ
か

ら
こ
そ
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
く
ま
で
は

万
全
な
体
制
で
守
り
を
固
め
ま
し
ょ

う
。

　
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
拡
大
以
降
、
マ
ス

ク
姿
は
す
っ
か
り
日
常
に
な
り
ま
し

た
が
、
そ
の
マ
ス
ク
の
弊
害
と
し
て

む
し
歯
に
な
っ
た
り
、
口
臭
が
悪
化

し
た
り
す
る
の
で
は
な
い
か
、
な
ど

の
こ
と
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
実
際
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
起

こ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
口
の
中
の
唾

液
量
が
減
り
乾
燥
す
る
と
む
し
歯
、

口
臭
の
原
因
に
な
り
ま
す
が
、
マ
ス

ク
で
口
を
覆
う
こ
と
は
逆
に
口
の
中

の
湿
度
を
保
つ
こ
と
に
役
立
つ
で

し
ょ
う
か
ら
、
マ
ス
ク
そ
の
も
の
が

む
し
歯
や
口
臭
の
原
因
に
な
る
と
い

う
の
は
根
拠
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
で
の
生
活
様

式
に
よ
り
口
の
中
が
乾
燥
し
易
く

な
っ
て
い
る
可
能
性
は
考
え
ら
れ
ま

す
。
例
え
ば
、
マ
ス
ク
を
つ
け
感
染

に
警
戒
し
て
い
る
状
況
で
は
意
識
し

な
い
と
水
を
飲
む
機
会
が
減
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
三
密
を
避
け

る
こ
と
で
人
と
話
す
機
会
が
減
少
す

る
と
口
の
回
り
の
筋
肉
が
衰
え
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

口
腔
機
能
の
低
下
は
唾
液
分
泌
の
減

少
を
招
く
も
の
で
す
。
さ
ら
に
、
ス

ト
レ
ス
で
も
唾
液
の
分
泌
量
が
減
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
が
、ｗ
ｉ
ｔ

ｈ
コ
ロ
ナ
の
先
の
見
え
な
い
状
況
で

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
、
唾
液
の
分
泌
量

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
人
が
増
え
て

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
感
染
拡

大
に
よ
り
歯
科
受
診
を
控
え
ざ
る
を

え
な
い
状
況
も
お
口
の
状
態
に
悪
影

響
を
与
え
て
い
る
で
し
ょ
う
。

　
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
か
ら
身
を
守
り
つ

つ
お
口
の
健
康
も
守
る
。
そ
の
た
め

に
も
、
マ
ス
ク
は
し
っ
か
り
着
用
、

口
が
乾
い
た
な
と
思
っ
た
ら
こ
ま
め

に
水
分
補
給
、
そ
し
て
口
腔
ケ
ア
。

以
上
を
徹
底
し
て
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り

切
り
ま
し
ょ
う
。

マ
ス
ク
で

む
し
歯
が
増
え
る
？

協
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）
。
で
す
の

で
、
口
腔
ケ
ア
で
口
の
中
を
清
潔
に

保
つ
こ
と
は
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
重
症
化

の
予
防
に
役
に
立
つ
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　
上
記
の
よ
う
に
口
腔
ケ
ア
は
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
対
策
と
し
て
有
用
な
も
の

で
す
が
、
歯
磨
き
の
実
施
に
は
注
意

が
必
要
で
す
。
と
い
う
の
は
、Ｃ
Ｏ
Ｖ

Ｉ
Ｄ-

19
に
感
染
す
る
と
唾
液
中
に
も

ウ
イ
ル
ス
が
混
入
す
る
か
ら
で
す
。

歯
磨
き
時
は
ど
う
し
て
も
、
自
分
の

唾
液
に
触
れ
た
り
、
唾
液
の
飛
沫
を

飛
ば
し
て
し
ま
い
ま
す
。
昼
食
後
、

複
数
人
が
職
場
の
洗
面
所
に
集
ま
り

歯
を
磨
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
発

生
し
た
と
思
わ
れ
る
ク
ラ
ス
タ
ー
も

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
家
庭
内
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
も
「
３

密
や
飛
沫
を
避
け
る
」
と
い
う
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
対
策
の
原
則
は
、
自
宅
で

の
口
腔
ケ
ア
実
施
時
も
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。
具
体
的
に
は
、
洗
面
所
は

換
気
を
良
く
し
一
人
ず
つ
歯
を
磨
く

こ
と
で
す
が
、
歯
を
磨
く
と
き
歯
ブ

ラ
シ
を
持
た
な
い
方
の
手
で
口
を

覆
っ
た
り
、
口
の
中
の
も
の
を
吐
き

出
す
と
き
に
顔
を
シ
ン
ク
に
近
づ
け

て
低
い
位
置
で
行
う
こ
と
が
飛
沫
拡

散
防
止
に
な
り
ま
す
。
飛
ん
で
し
ま
っ

•

口
腔
ケ
ア
の
必
要
性

•

家
庭
内
感
染
を
防
ぐ
に
は
？

•

マ
ス
ク
で
む
し
歯
が
増
え
る
？

口
腔
ケ
ア
の
必
要
性

家
庭
内
感
染
を

防
ぐ
に
は
？

※
令
和
4年
5月
2日
現
在
の
情
報
で
す
。各
段
階
で
の
進
捗
状
況
に
よ
っ
て
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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自主防災組織を作りましょう
じ　　 し ゅ　  ぼ う　 さ い　　 そ　　し き

　近年、毎年のように全国各地で豪雨災害が起きています。
平成 30 年西日本豪雨で大きな被害が出た岡山県倉敷市真備町
では、亡くなった方の約８割が高齢者などの自力で避難する
ことのできなかった人達だったといわれています。
　このため、加茂市では、頻発化・激甚化している豪雨災害
からの逃げ遅れゼロを目指し、防災対策を進めています。

　地震が発生したときや、今にも川の水が溢れそうなとき、
市役所や消防の職員が皆さん一人ひとりを助けることには限界があります。住民同士の助
け合いなしでは、命を守り災害を乗り越えることはできません。
　大きな災害であるほど、すぐに動ける地域での助け合いが重要です。
　このように地域で助け合いを行う組織を自主防災組織といいます。

なぜ、自主防災組織が必要？

１．区長や役員で自主防災組織の必要性を話し合う。
２．区の総会などで、住民の皆さんに結成の趣旨や活動内容を説明して、設立の
　　 同意をもらう。
３．自主防災組織の規約を作る。または区の規約に書き足す。
４．市へ設立の届出書を提出する。
　自主防災組織の届出を行うと、防災資機材整備や防災訓練などを行う際に、補助金の交
付を受けることができます。

自主防災組織を作るには？（日頃から一緒に活動している町内単位で作りましょう。）

・地域の災害リスクの共有（洪水ハザードマップ・土砂災害ハザードマップや、過去の豪雨 
  時の地域の浸水状況等を参考に）
・災害リスクに応じた安全な避難場所、避難ルートの確認
　※避難場所は公共施設だけではありません。安全な場所に住む親せきや知人・友人宅、   
  自宅の安全な場所（ハザードマップを確認し、　自宅の２階などが安全だと確認できた 
  場合）へ避難しましょう。
・スマートフォンなどの情報機器がない人への、地域での情報伝達
・高齢者、障がいのある方、妊産婦、子どもなど 1人で避難することが困難な人への避難支  
  援
・いざというときの安否確認

自主防災組織として優先的に取り組んでもらいたいこと

左の二次元コードから、補助金の交付申請書などを
ダウンロードできます。
また、市役所３階総務課防災係でも入手できます。 総務課防災係（☎内線 321）問

ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス

N E W S  T O P I C S
地域住民と日本赤十字社新潟支部、介護・看護支援センターの講演会（４/22）

　４月22日（金）市内の団体「芝野クラブ」が会の総会に併せ、日本赤十字
社新潟支部と在宅介護看護支援センターによる認知症予防の講演会を開催

しました。講師は市内在住の菅家秀一さん。赤十
字の活動の概要と、具体的な認知症の事例や対処
の仕方、生活習慣病予防などのお話がありました。
また、後半では音楽や数を使ったコグニサイズや
風呂敷で防災頭巾づくりなど、盛りだくさんの内
容でした。

　4月22日（金）に東日本電信電話株式会社（NTT東日本）
新潟支店様と加茂市は「災害時における相互協力に関する基
本協定」を締結しました。災害時の通信障害の早期復旧な
どのほか、平時においても緊密に連携する内容となってお
り、加茂市の防災力の底上げが期待できます。

NTT東日本との協定締結式（４/22）

ⓘ　団体 Infomation

活動の種類　おしゃべりの場
　　　　　　居場所づくり
主な活動日　火・木曜日
活動場所　　穀町 2-2
　　　　　　（旧スーパーたかち）
お問合せ　　社会福祉協議会
　　　　　　（☎52-6667）へ

　
し
ゃ
べ
り
場
か
も
小
町
家
は
「
に

こ
っ
と
あ
な
た
の
笑
顔
が
み
た
い
か

ら
」
を
活
動
の
モ
ッ
ト
ー
に
参
加
さ
れ

る
方
が
笑
顔
で
過
ご
せ
る
よ
う
楽
し
め

る
居
場
所
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
小
町

家
は
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
異

世
代
交
流
の
場
で
す
。

　
ま
た
、
認
知
症
当
事
者
や
家
族
の
サ

ポ
ー
ト
活
動
に
も
力
を
入
れ
、
当
事
者

や
介
護
者
、
互
い
の
ス
ト
レ
ス
を
和
ら

げ
、
笑
顔
で
毎
日
を
送
る
機
会
と
な
る

市
に
は
欠
か
せ
な
い
居
場
所
で
あ
る
と

自
負
し
、
年
々
ご
利
用
者
様
が
増
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
看
護
学
生
の
実
習
の

場
と
し
て
も
活
用
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　
人
は
「
出
来
な
い
こ
と
」
も
あ
り
ま

す
が
、
小
町
家
で
は
「
出
来
る
こ
と
」

に
代
え
、
そ
の
方
の
個
性
を
伸
ば
し
、

達
成
感
の
あ
る
時
間
を
過
ご
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

ア
ー
ト
教
室
」
「
健

康
講
座
」
「
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
教
室
」
「
ク
ラ
フ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
さ
ん
紹
介
コ
ー
ナ
ー

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
も
小
町
」

☆地区で介護予防などの講
演会を開催したい人は、加
茂市介護・看護支援センター
へご相談ください。
電話41-4032（担当:高野）

ト
手
芸
」
「
パ
ソ

コ
ン
教
室
」
「
防

災
講
習
会
」
「
介

護
家
族
の
集
い
」

等
、
気
軽
に
誰
で

も
参
加
で
き
る
事

業
を
展
開
し
、
街

中
の
活
性
化
へ
も

繋
い
で
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
買
い
物
つ
い
で
に

立
ち
寄
り
気
軽
に
お
し
ゃ
べ
り
し
て
心

に
溜
ま
っ
た
荷
物
を
下
ろ
し
て
い
た
だ

き
、
「
笑
顔
・
元
気
・
安
心
・
い
の
ち

を
つ
な
ぐ
」
を
テ
ー
マ
に
こ
れ
か
ら
も

地
域
福
祉
活
動
に
邁
進
い
た
し
ま
す
。
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歯
の
健
康

た
飛
沫
に
つ
い
て
は
、
ア
ル
コ
ー
ル

を
含
む
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
で
鏡

や
シ
ン
ク
周
り
を
拭
い
て
お
け
ば
、

次
の
人
も
安
心
し
て
使
用
で
き
ま
す
。

使
用
後
の
歯
ブ
ラ
シ
や
コ
ッ
プ
な
ど

も
他
の
家
族
の
も
の
と
接
触
し
な
い

よ
う
に
個
別
に
し
ま
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
口
を
拭
く
タ
オ
ル
、
歯
磨

き
粉
も
一
人
ひ
と
り
用
意
し
ま
し
ょ

う
。
取
り
外
し
式
の
義
歯
は
寝
て
い

る
と
き
は
外
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
と
き
も
、
他
の
家
族
の
手
に
触

れ
な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
で
落
ち
着
か
な

い
昨
今
、
せ
っ
か
く
我
が
家
は
家
族

水
入
ら
ず
で
く
つ
ろ
げ
る
場
所
な
の

に
・
・
・
と
う
ん
ざ
り
に
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
か
け

が
え
の
な
い
く
つ
ろ
げ
る
場
所
だ
か

ら
こ
そ
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
く
ま
で
は

万
全
な
体
制
で
守
り
を
固
め
ま
し
ょ

う
。

　
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
拡
大
以
降
、
マ
ス

ク
姿
は
す
っ
か
り
日
常
に
な
り
ま
し

た
が
、
そ
の
マ
ス
ク
の
弊
害
と
し
て

む
し
歯
に
な
っ
た
り
、
口
臭
が
悪
化

し
た
り
す
る
の
で
は
な
い
か
、
な
ど

の
こ
と
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
実
際
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
起

こ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
口
の
中
の
唾

液
量
が
減
り
乾
燥
す
る
と
む
し
歯
、

口
臭
の
原
因
に
な
り
ま
す
が
、
マ
ス

ク
で
口
を
覆
う
こ
と
は
逆
に
口
の
中

の
湿
度
を
保
つ
こ
と
に
役
立
つ
で

し
ょ
う
か
ら
、
マ
ス
ク
そ
の
も
の
が

む
し
歯
や
口
臭
の
原
因
に
な
る
と
い

う
の
は
根
拠
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
で
の
生
活
様

式
に
よ
り
口
の
中
が
乾
燥
し
易
く

な
っ
て
い
る
可
能
性
は
考
え
ら
れ
ま

す
。
例
え
ば
、
マ
ス
ク
を
つ
け
感
染

に
警
戒
し
て
い
る
状
況
で
は
意
識
し

な
い
と
水
を
飲
む
機
会
が
減
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
三
密
を
避
け

る
こ
と
で
人
と
話
す
機
会
が
減
少
す

る
と
口
の
回
り
の
筋
肉
が
衰
え
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

口
腔
機
能
の
低
下
は
唾
液
分
泌
の
減

少
を
招
く
も
の
で
す
。
さ
ら
に
、
ス

ト
レ
ス
で
も
唾
液
の
分
泌
量
が
減
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
が
、ｗ
ｉ
ｔ

ｈ
コ
ロ
ナ
の
先
の
見
え
な
い
状
況
で

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
、
唾
液
の
分
泌
量

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
人
が
増
え
て

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
感
染
拡

大
に
よ
り
歯
科
受
診
を
控
え
ざ
る
を

え
な
い
状
況
も
お
口
の
状
態
に
悪
影

響
を
与
え
て
い
る
で
し
ょ
う
。

　
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
か
ら
身
を
守
り
つ

つ
お
口
の
健
康
も
守
る
。
そ
の
た
め

に
も
、
マ
ス
ク
は
し
っ
か
り
着
用
、

口
が
乾
い
た
な
と
思
っ
た
ら
こ
ま
め

に
水
分
補
給
、
そ
し
て
口
腔
ケ
ア
。

以
上
を
徹
底
し
て
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り

切
り
ま
し
ょ
う
。

マ
ス
ク
で

む
し
歯
が
増
え
る
？

協
力
：
加
茂
市
歯
科
医
師
会

加茂市・田上町にお住いの方へ

　通院できなくても歯の健
診・治療が受けられます。
まずはお気軽にお問い合わせ
ください。

加茂・田上在宅歯科医療連携室

☎０２５６ー５３ー８２１１
受付時間　月～金　9:00～12:00

※祝日・お盆・年末年始は除きます。

〒959-1326　加茂市青海町1-9-1
（加茂病院　地域連携・医療サポートセンター内）

ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス

N E W S  T O P I C S
国際ソロプチミスト新潟-茜からご寄附いただきました（4/11）

　ソロプチミストとは、グローバルな奉仕団体
で、女性と女児の経済的なエンパワーメントを
達成するために必要な教育と訓練へのアクセス
を提供します。このたび、国際ソロプチミスト
「新潟 -茜」様から認証25周年記念事業の一環
として、加茂市の子どもたちの教育に役立てる
ため、30万円のご寄附をいただきました。

太陽工業株式会社との協定締結式（４/19）
　4月19日（火）に太陽工業株式会社様と「災害
時における天幕等資機材の供給に関する協定」
を締結しました。これは、大規模災害が発生し
た際に、市の要請に応じて大型テントやパー
テーションなどを供給するものです。全国の自
治体では54番目、新潟県内の自治体では初め
てです。

災害時におけるレンタル機材の供給に関する協定締結式（４/12）
　4月12日（火）午後２時から、株式会社
アクティオ様と加茂市は、災害時のレンタ
ル機材の供給について協定を締結しまし
た。これにより、加茂市はアクティオ様か
ら災害時に優先的な資機材の供給を受けら
れるようになります。保有資機材は発電機
や照明、トイレ、車両など多岐にわたりま
す。

【有料広告】
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平成 30 年西日本豪雨で大きな被害が出た岡山県倉敷市真備町
では、亡くなった方の約８割が高齢者などの自力で避難する
ことのできなかった人達だったといわれています。
　このため、加茂市では、頻発化・激甚化している豪雨災害
からの逃げ遅れゼロを目指し、防災対策を進めています。

　地震が発生したときや、今にも川の水が溢れそうなとき、
市役所や消防の職員が皆さん一人ひとりを助けることには限界があります。住民同士の助
け合いなしでは、命を守り災害を乗り越えることはできません。
　大きな災害であるほど、すぐに動ける地域での助け合いが重要です。
　このように地域で助け合いを行う組織を自主防災組織といいます。

なぜ、自主防災組織が必要？

１．区長や役員で自主防災組織の必要性を話し合う。
２．区の総会などで、住民の皆さんに結成の趣旨や活動内容を説明して、設立の
　　 同意をもらう。
３．自主防災組織の規約を作る。または区の規約に書き足す。
４．市へ設立の届出書を提出する。
　自主防災組織の届出を行うと、防災資機材整備や防災訓練などを行う際に、補助金の交
付を受けることができます。

自主防災組織を作るには？（日頃から一緒に活動している町内単位で作りましょう。）

・地域の災害リスクの共有（洪水ハザードマップ・土砂災害ハザードマップや、過去の豪雨 
  時の地域の浸水状況等を参考に）
・災害リスクに応じた安全な避難場所、避難ルートの確認
　※避難場所は公共施設だけではありません。安全な場所に住む親せきや知人・友人宅、   
  自宅の安全な場所（ハザードマップを確認し、　自宅の２階などが安全だと確認できた 
  場合）へ避難しましょう。
・スマートフォンなどの情報機器がない人への、地域での情報伝達
・高齢者、障がいのある方、妊産婦、子どもなど 1人で避難することが困難な人への避難支  
  援
・いざというときの安否確認

自主防災組織として優先的に取り組んでもらいたいこと

左の二次元コードから、補助金の交付申請書などを
ダウンロードできます。
また、市役所３階総務課防災係でも入手できます。 総務課防災係（☎内線 321）問

ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス

N E W S  T O P I C S
地域住民と日本赤十字社新潟支部、介護・看護支援センターの講演会（４/22）

　４月22日（金）市内の団体「芝野クラブ」が会の総会に併せ、日本赤十字
社新潟支部と在宅介護看護支援センターによる認知症予防の講演会を開催

しました。講師は市内在住の菅家秀一さん。赤十
字の活動の概要と、具体的な認知症の事例や対処
の仕方、生活習慣病予防などのお話がありました。
また、後半では音楽や数を使ったコグニサイズや
風呂敷で防災頭巾づくりなど、盛りだくさんの内
容でした。

　4月22日（金）に東日本電信電話株式会社（NTT東日本）
新潟支店様と加茂市は「災害時における相互協力に関する基
本協定」を締結しました。災害時の通信障害の早期復旧な
どのほか、平時においても緊密に連携する内容となってお
り、加茂市の防災力の底上げが期待できます。

NTT東日本との協定締結式（４/22）

ⓘ　団体 Infomation

活動の種類　おしゃべりの場
　　　　　　居場所づくり
主な活動日　火・木曜日
活動場所　　穀町 2-2
　　　　　　（旧スーパーたかち）
お問合せ　　社会福祉協議会
　　　　　　（☎52-6667）へ

　
し
ゃ
べ
り
場
か
も
小
町
家
は
「
に

こ
っ
と
あ
な
た
の
笑
顔
が
み
た
い
か

ら
」
を
活
動
の
モ
ッ
ト
ー
に
参
加
さ
れ

る
方
が
笑
顔
で
過
ご
せ
る
よ
う
楽
し
め

る
居
場
所
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
小
町

家
は
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
異

世
代
交
流
の
場
で
す
。

　
ま
た
、
認
知
症
当
事
者
や
家
族
の
サ

ポ
ー
ト
活
動
に
も
力
を
入
れ
、
当
事
者

や
介
護
者
、
互
い
の
ス
ト
レ
ス
を
和
ら

げ
、
笑
顔
で
毎
日
を
送
る
機
会
と
な
る

市
に
は
欠
か
せ
な
い
居
場
所
で
あ
る
と

自
負
し
、
年
々
ご
利
用
者
様
が
増
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
看
護
学
生
の
実
習
の

場
と
し
て
も
活
用
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　
人
は
「
出
来
な
い
こ
と
」
も
あ
り
ま

す
が
、
小
町
家
で
は
「
出
来
る
こ
と
」

に
代
え
、
そ
の
方
の
個
性
を
伸
ば
し
、

達
成
感
の
あ
る
時
間
を
過
ご
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

ア
ー
ト
教
室
」
「
健

康
講
座
」
「
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
教
室
」
「
ク
ラ
フ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
さ
ん
紹
介
コ
ー
ナ
ー

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
も
小
町
」

☆地区で介護予防などの講
演会を開催したい人は、加
茂市介護・看護支援センター
へご相談ください。
電話41-4032（担当:高野）

ト
手
芸
」
「
パ
ソ

コ
ン
教
室
」
「
防

災
講
習
会
」
「
介

護
家
族
の
集
い
」

等
、
気
軽
に
誰
で

も
参
加
で
き
る
事

業
を
展
開
し
、
街

中
の
活
性
化
へ
も

繋
い
で
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
買
い
物
つ
い
で
に

立
ち
寄
り
気
軽
に
お
し
ゃ
べ
り
し
て
心

に
溜
ま
っ
た
荷
物
を
下
ろ
し
て
い
た
だ

き
、
「
笑
顔
・
元
気
・
安
心
・
い
の
ち

を
つ
な
ぐ
」
を
テ
ー
マ
に
こ
れ
か
ら
も

地
域
福
祉
活
動
に
邁
進
い
た
し
ま
す
。
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歯
の
健
康

た
飛
沫
に
つ
い
て
は
、
ア
ル
コ
ー
ル

を
含
む
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
で
鏡

や
シ
ン
ク
周
り
を
拭
い
て
お
け
ば
、

次
の
人
も
安
心
し
て
使
用
で
き
ま
す
。

使
用
後
の
歯
ブ
ラ
シ
や
コ
ッ
プ
な
ど

も
他
の
家
族
の
も
の
と
接
触
し
な
い

よ
う
に
個
別
に
し
ま
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
口
を
拭
く
タ
オ
ル
、
歯
磨

き
粉
も
一
人
ひ
と
り
用
意
し
ま
し
ょ

う
。
取
り
外
し
式
の
義
歯
は
寝
て
い

る
と
き
は
外
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
と
き
も
、
他
の
家
族
の
手
に
触

れ
な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
で
落
ち
着
か
な

い
昨
今
、
せ
っ
か
く
我
が
家
は
家
族

水
入
ら
ず
で
く
つ
ろ
げ
る
場
所
な
の

に
・
・
・
と
う
ん
ざ
り
に
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
か
け

が
え
の
な
い
く
つ
ろ
げ
る
場
所
だ
か

ら
こ
そ
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
く
ま
で
は

万
全
な
体
制
で
守
り
を
固
め
ま
し
ょ

う
。

　
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
拡
大
以
降
、
マ
ス

ク
姿
は
す
っ
か
り
日
常
に
な
り
ま
し

た
が
、
そ
の
マ
ス
ク
の
弊
害
と
し
て

む
し
歯
に
な
っ
た
り
、
口
臭
が
悪
化

し
た
り
す
る
の
で
は
な
い
か
、
な
ど

の
こ
と
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
実
際
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
起

こ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
口
の
中
の
唾

液
量
が
減
り
乾
燥
す
る
と
む
し
歯
、

口
臭
の
原
因
に
な
り
ま
す
が
、
マ
ス

ク
で
口
を
覆
う
こ
と
は
逆
に
口
の
中

の
湿
度
を
保
つ
こ
と
に
役
立
つ
で

し
ょ
う
か
ら
、
マ
ス
ク
そ
の
も
の
が

む
し
歯
や
口
臭
の
原
因
に
な
る
と
い

う
の
は
根
拠
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
で
の
生
活
様

式
に
よ
り
口
の
中
が
乾
燥
し
易
く

な
っ
て
い
る
可
能
性
は
考
え
ら
れ
ま

す
。
例
え
ば
、
マ
ス
ク
を
つ
け
感
染

に
警
戒
し
て
い
る
状
況
で
は
意
識
し

な
い
と
水
を
飲
む
機
会
が
減
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
三
密
を
避
け

る
こ
と
で
人
と
話
す
機
会
が
減
少
す

る
と
口
の
回
り
の
筋
肉
が
衰
え
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

口
腔
機
能
の
低
下
は
唾
液
分
泌
の
減

少
を
招
く
も
の
で
す
。
さ
ら
に
、
ス

ト
レ
ス
で
も
唾
液
の
分
泌
量
が
減
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
が
、ｗ
ｉ
ｔ

ｈ
コ
ロ
ナ
の
先
の
見
え
な
い
状
況
で

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
、
唾
液
の
分
泌
量

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
人
が
増
え
て

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
感
染
拡

大
に
よ
り
歯
科
受
診
を
控
え
ざ
る
を

え
な
い
状
況
も
お
口
の
状
態
に
悪
影

響
を
与
え
て
い
る
で
し
ょ
う
。

　
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
か
ら
身
を
守
り
つ

つ
お
口
の
健
康
も
守
る
。
そ
の
た
め

に
も
、
マ
ス
ク
は
し
っ
か
り
着
用
、

口
が
乾
い
た
な
と
思
っ
た
ら
こ
ま
め

に
水
分
補
給
、
そ
し
て
口
腔
ケ
ア
。

以
上
を
徹
底
し
て
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り

切
り
ま
し
ょ
う
。

マ
ス
ク
で

む
し
歯
が
増
え
る
？

協
力
：
加
茂
市
歯
科
医
師
会

加茂市・田上町にお住いの方へ

　通院できなくても歯の健
診・治療が受けられます。
まずはお気軽にお問い合わせ
ください。

加茂・田上在宅歯科医療連携室

☎０２５６ー５３ー８２１１
受付時間　月～金　9:00～12:00

※祝日・お盆・年末年始は除きます。

〒959-1326　加茂市青海町1-9-1
（加茂病院　地域連携・医療サポートセンター内）

ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス

N E W S  T O P I C S
国際ソロプチミスト新潟-茜からご寄附いただきました（4/11）

　ソロプチミストとは、グローバルな奉仕団体
で、女性と女児の経済的なエンパワーメントを
達成するために必要な教育と訓練へのアクセス
を提供します。このたび、国際ソロプチミスト
「新潟 -茜」様から認証25周年記念事業の一環
として、加茂市の子どもたちの教育に役立てる
ため、30万円のご寄附をいただきました。

太陽工業株式会社との協定締結式（４/19）
　4月19日（火）に太陽工業株式会社様と「災害
時における天幕等資機材の供給に関する協定」
を締結しました。これは、大規模災害が発生し
た際に、市の要請に応じて大型テントやパー
テーションなどを供給するものです。全国の自
治体では54番目、新潟県内の自治体では初め
てです。

災害時におけるレンタル機材の供給に関する協定締結式（４/12）
　4月12日（火）午後２時から、株式会社
アクティオ様と加茂市は、災害時のレンタ
ル機材の供給について協定を締結しまし
た。これにより、加茂市はアクティオ様か
ら災害時に優先的な資機材の供給を受けら
れるようになります。保有資機材は発電機
や照明、トイレ、車両など多岐にわたりま
す。

【有料広告】
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警戒レベル３
高齢者等避難を発令 【例】（自動音声が流れます）

こちらは加茂市です。○○川が氾濫す
るおそれがあるため、○時○○分、
○○地域に「警戒レベル３高齢者等
避難」を発令しました。高齢者は避
難を開始してください。
避難場所は○○小学校です。

「 」
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自
主
防
災
組
織
を
作
り
ま
し
ょ
う

自主防災組織を作りましょう
じ　　 し ゅ　  ぼ う　 さ い　　 そ　　し き

　近年、毎年のように全国各地で豪雨災害が起きています。
平成 30 年西日本豪雨で大きな被害が出た岡山県倉敷市真備町
では、亡くなった方の約８割が高齢者などの自力で避難する
ことのできなかった人達だったといわれています。
　このため、加茂市では、頻発化・激甚化している豪雨災害
からの逃げ遅れゼロを目指し、防災対策を進めています。

　地震が発生したときや、今にも川の水が溢れそうなとき、
市役所や消防の職員が皆さん一人ひとりを助けることには限界があります。住民同士の助
け合いなしでは、命を守り災害を乗り越えることはできません。
　大きな災害であるほど、すぐに動ける地域での助け合いが重要です。
　このように地域で助け合いを行う組織を自主防災組織といいます。

なぜ、自主防災組織が必要？

１．区長や役員で自主防災組織の必要性を話し合う。
２．区の総会などで、住民の皆さんに結成の趣旨や活動内容を説明して、設立の
　　 同意をもらう。
３．自主防災組織の規約を作る。または区の規約に書き足す。
４．市へ設立の届出書を提出する。
　自主防災組織の届出を行うと、防災資機材整備や防災訓練などを行う際に、補助金の交
付を受けることができます。

自主防災組織を作るには？（日頃から一緒に活動している町内単位で作りましょう。）

・地域の災害リスクの共有（洪水ハザードマップ・土砂災害ハザードマップや、過去の豪雨 
  時の地域の浸水状況等を参考に）
・災害リスクに応じた安全な避難場所、避難ルートの確認
　※避難場所は公共施設だけではありません。安全な場所に住む親せきや知人・友人宅、   
  自宅の安全な場所（ハザードマップを確認し、　自宅の２階などが安全だと確認できた 
  場合）へ避難しましょう。
・スマートフォンなどの情報機器がない人への、地域での情報伝達
・高齢者、障がいのある方、妊産婦、子どもなど 1人で避難することが困難な人への避難支  
  援
・いざというときの安否確認

自主防災組織として優先的に取り組んでもらいたいこと

左の二次元コードから、補助金の交付申請書などを
ダウンロードできます。
また、市役所３階総務課防災係でも入手できます。 総務課防災係（☎内線 321）問
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N E W S  T O P I C S
地域住民と日本赤十字社新潟支部、介護・看護支援センターの講演会（４/22）

　４月22日（金）市内の団体「芝野クラブ」が会の総会に併せ、日本赤十字
社新潟支部と在宅介護看護支援センターによる認知症予防の講演会を開催

しました。講師は市内在住の菅家秀一さん。赤十
字の活動の概要と、具体的な認知症の事例や対処
の仕方、生活習慣病予防などのお話がありました。
また、後半では音楽や数を使ったコグニサイズや
風呂敷で防災頭巾づくりなど、盛りだくさんの内
容でした。

　4月22日（金）に東日本電信電話株式会社（NTT東日本）
新潟支店様と加茂市は「災害時における相互協力に関する基
本協定」を締結しました。災害時の通信障害の早期復旧な
どのほか、平時においても緊密に連携する内容となってお
り、加茂市の防災力の底上げが期待できます。

NTT東日本との協定締結式（４/22）

ⓘ　団体 Infomation

活動の種類　おしゃべりの場
　　　　　　居場所づくり
主な活動日　火・木曜日
活動場所　　穀町 2-2
　　　　　　（旧スーパーたかち）
お問合せ　　社会福祉協議会
　　　　　　（☎52-6667）へ
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す
。

　
「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

ア
ー
ト
教
室
」
「
健

康
講
座
」
「
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
教
室
」
「
ク
ラ
フ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
さ
ん
紹
介
コ
ー
ナ
ー

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
も
小
町
」

☆地区で介護予防などの講
演会を開催したい人は、加
茂市介護・看護支援センター
へご相談ください。
電話41-4032（担当:高野）

ト
手
芸
」
「
パ
ソ

コ
ン
教
室
」
「
防

災
講
習
会
」
「
介

護
家
族
の
集
い
」

等
、
気
軽
に
誰
で

も
参
加
で
き
る
事

業
を
展
開
し
、
街

中
の
活
性
化
へ
も

繋
い
で
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
買
い
物
つ
い
で
に

立
ち
寄
り
気
軽
に
お
し
ゃ
べ
り
し
て
心

に
溜
ま
っ
た
荷
物
を
下
ろ
し
て
い
た
だ

き
、
「
笑
顔
・
元
気
・
安
心
・
い
の
ち

を
つ
な
ぐ
」
を
テ
ー
マ
に
こ
れ
か
ら
も

地
域
福
祉
活
動
に
邁
進
い
た
し
ま
す
。
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警戒レベル３
高齢者等避難を発令 【例】（自動音声が流れます）

こちらは加茂市です。○○川が氾濫す
るおそれがあるため、○時○○分、
○○地域に「警戒レベル３高齢者等
避難」を発令しました。高齢者は避
難を開始してください。
避難場所は○○小学校です。

「 」
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自
主
防
災
組
織
を
作
り
ま
し
ょ
う

自主防災組織を作りましょう
じ　　 し ゅ　  ぼ う　 さ い　　 そ　　し き

　近年、毎年のように全国各地で豪雨災害が起きています。
平成 30 年西日本豪雨で大きな被害が出た岡山県倉敷市真備町
では、亡くなった方の約８割が高齢者などの自力で避難する
ことのできなかった人達だったといわれています。
　このため、加茂市では、頻発化・激甚化している豪雨災害
からの逃げ遅れゼロを目指し、防災対策を進めています。

　地震が発生したときや、今にも川の水が溢れそうなとき、
市役所や消防の職員が皆さん一人ひとりを助けることには限界があります。住民同士の助
け合いなしでは、命を守り災害を乗り越えることはできません。
　大きな災害であるほど、すぐに動ける地域での助け合いが重要です。
　このように地域で助け合いを行う組織を自主防災組織といいます。

なぜ、自主防災組織が必要？

１．区長や役員で自主防災組織の必要性を話し合う。
２．区の総会などで、住民の皆さんに結成の趣旨や活動内容を説明して、設立の
　　 同意をもらう。
３．自主防災組織の規約を作る。または区の規約に書き足す。
４．市へ設立の届出書を提出する。
　自主防災組織の届出を行うと、防災資機材整備や防災訓練などを行う際に、補助金の交
付を受けることができます。

自主防災組織を作るには？（日頃から一緒に活動している町内単位で作りましょう。）

・地域の災害リスクの共有（洪水ハザードマップ・土砂災害ハザードマップや、過去の豪雨 
  時の地域の浸水状況等を参考に）
・災害リスクに応じた安全な避難場所、避難ルートの確認
　※避難場所は公共施設だけではありません。安全な場所に住む親せきや知人・友人宅、   
  自宅の安全な場所（ハザードマップを確認し、　自宅の２階などが安全だと確認できた 
  場合）へ避難しましょう。
・スマートフォンなどの情報機器がない人への、地域での情報伝達
・高齢者、障がいのある方、妊産婦、子どもなど 1人で避難することが困難な人への避難支  
  援
・いざというときの安否確認

自主防災組織として優先的に取り組んでもらいたいこと

左の二次元コードから、補助金の交付申請書などを
ダウンロードできます。
また、市役所３階総務課防災係でも入手できます。 総務課防災係（☎内線 321）問

ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス

N E W S  T O P I C S
地域住民と日本赤十字社新潟支部、介護・看護支援センターの講演会（４/22）

　４月22日（金）市内の団体「芝野クラブ」が会の総会に併せ、日本赤十字
社新潟支部と在宅介護看護支援センターによる認知症予防の講演会を開催

しました。講師は市内在住の菅家秀一さん。赤十
字の活動の概要と、具体的な認知症の事例や対処
の仕方、生活習慣病予防などのお話がありました。
また、後半では音楽や数を使ったコグニサイズや
風呂敷で防災頭巾づくりなど、盛りだくさんの内
容でした。

　4月22日（金）に東日本電信電話株式会社（NTT東日本）
新潟支店様と加茂市は「災害時における相互協力に関する基
本協定」を締結しました。災害時の通信障害の早期復旧な
どのほか、平時においても緊密に連携する内容となってお
り、加茂市の防災力の底上げが期待できます。

NTT東日本との協定締結式（４/22）

ⓘ　団体 Infomation

活動の種類　おしゃべりの場
　　　　　　居場所づくり
主な活動日　火・木曜日
活動場所　　穀町 2-2
　　　　　　（旧スーパーたかち）
お問合せ　　社会福祉協議会
　　　　　　（☎52-6667）へ

　
し
ゃ
べ
り
場
か
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小
町
家
は
「
に

こ
っ
と
あ
な
た
の
笑
顔
が
み
た
い
か

ら
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活
動
の
モ
ッ
ト
ー
に
参
加
さ
れ

る
方
が
笑
顔
で
過
ご
せ
る
よ
う
楽
し
め

る
居
場
所
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
小
町

家
は
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
異

世
代
交
流
の
場
で
す
。
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た
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ポ
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ト
活
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れ
、
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事
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や
介
護
者
、
互
い
の
ス
ト
レ
ス
を
和
ら

げ
、
笑
顔
で
毎
日
を
送
る
機
会
と
な
る

市
に
は
欠
か
せ
な
い
居
場
所
で
あ
る
と

自
負
し
、
年
々
ご
利
用
者
様
が
増
え
て

い
ま
す
。
ま
た
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看
護
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生
の
実
習
の
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と
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て
も
活
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い
て
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ま

す
。
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に
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伸
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の
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演会を開催したい人は、加
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へご相談ください。
電話41-4032（担当:高野）
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に
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県
知
事
選
挙
・
加
茂
川
一
斉
清
掃

　
加
茂
市
環
境
衛
生
協
議
会
で
は
６
月

５
日
（
日
）
午
前
６
時
か
ら
７
時
ま
で

加
茂
川
一
斉
清
掃
を
実
施
し
ま
す
（
小

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
加
茂
川
一
斉
清
掃
６
月
５
日
朝
６
時
か
ら

ク
を
着
用
し
、
一
定
の
距
離
を
確
保
し

て
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
動
力
草
刈
り
機
は
、
飛
び
石
等
の
危

険
が
あ
る
の
で
当
日
は
使
用
せ
ず
、
前

日
ま
で
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

集
　
合
　
受
け
持
ち
区
域
へ
お
集
ま
り

く
だ
さ
い
。
実
施
の
合
図
は
、
午
前
５

時
45
分
に
花
火
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

清
掃
の
し
か
た
　
ご
み
拾
い
、
河
川
敷

の
草
刈
り
（
動
力
草
刈
り
機
使
用
禁

止
）
。
燃
え
る
ご
み
、
草
類
、
鉄
類
、

ガ
ラ
ス
類
に
分
け
る
。

　
集
積
場
所
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
橋
間
に

表
示
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
　
５
日
、
12
日
と
も
雨
天
の
場

合
は
中
止
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
生
活
環
境
係

（
☎
内
線
251
）

青
海
神
社
・
長
瀬
神
社

　
春
季
祭
礼
露
店
市
場
中
止

　
例
年
５
月
20
、
21
日
開
催
の
青
海
神

社
春
季
祭
礼
と
、
６
月
14
、
15
日
開
催

の
長
瀬
神
社
春
季
祭
礼
の
露
店
市
場
の

開
設
を
今
年
も
中
止
し
ま
す
。

　
な
お
、
御
神
幸
行
列
も
中
止
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
（
☎
内
線

131
）

　
消
防
団
員
や
消
防
署
員
が
日
頃
行
っ

て
い
る
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
す
。

日
　
時
　
６
月
５
日
（
日
）
午
前
８
時

30
分
か
ら

※

雨
天
中
止

場
　
所

加
茂
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か

内
　
容
　
式
典
（
８
時
40
分
）
、
通
常

点
検
・
総
合
訓
練
（
９
時
40
分
）
、
消

防
パ
レ
ー
ド
（
11
時
10
分
、
徒
歩
部
隊

は
駅
前
〜
宮
大
門
、
車
両
部
隊
は
駅
前

〜
道
半
）
、
放
水
訓
練
（
11
時
40
分
、

加
茂
川
右
岸
河
川
敷
の
諏
訪
橋
〜
栄

橋
）

そ
の
他
　
▼
観
覧
の
際
は
感
染
対
策
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
進
行
状
況
に
よ
り
予
定
時
刻
は
変
更

し
ま
す
。

▼
放
水
訓
練
会
場
で
は
サ
イ
レ
ン
を
鳴

ら
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
地
域
消
防
署
（
☎

52

－

１
７
７
０
）

新潟県知事選挙
５月 29日午前７時～午後８時
　５月29日（日）は新潟県
知事選挙の投票日です。当
日投票に行けない人は期日
前投票をご利用ください。
■期日前投票は市役所別棟で
期　間　５月28日（土）まで
時　間　午前８時30分～午後８時
会　場　市役所別棟（市役所本庁舎と文
化会館の間にあります）
持ち物　入場券（郵送されたハガキを開
き、ご自身の部分を切り取り、裏面の請
求（宣誓）書に必要事項を記入して持っ
てきてください）※入場券が、まだ自宅
に届かなくても投票できます。
感染症対策　感染症予防のため、マスク
着用と咳エチケット、手指消毒をお願い
します。鉛筆の持参も可能です。
問い合わせ　選挙管理委員会（市役所別
棟、☎内線623）

雨
決
行
、
延
期
の
場
合
は
12
日
）

　
河
川
美
化
の
た
め
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
清
掃
時
に
は
マ
ス

春季消防演習も
　　６月５日に実施
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警戒レベル３
高齢者等避難を発令 【例】（自動音声が流れます）

こちらは加茂市です。○○川が氾濫す
るおそれがあるため、○時○○分、
○○地域に「警戒レベル３高齢者等
避難」を発令しました。高齢者は避
難を開始してください。
避難場所は○○小学校です。

「 」
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新潟県知事選挙
５月 29日午前７時～午後８時
　５月29日（日）は新潟県
知事選挙の投票日です。当
日投票に行けない人は期日
前投票をご利用ください。
■期日前投票は市役所別棟で
期　間　５月28日（土）まで
時　間　午前８時30分～午後８時
会　場　市役所別棟（市役所本庁舎と文
化会館の間にあります）
持ち物　入場券（郵送されたハガキを開
き、ご自身の部分を切り取り、裏面の請
求（宣誓）書に必要事項を記入して持っ
てきてください）※入場券が、まだ自宅
に届かなくても投票できます。
感染症対策　感染症予防のため、マスク
着用と咳エチケット、手指消毒をお願い
します。鉛筆の持参も可能です。
問い合わせ　選挙管理委員会（市役所別
棟、☎内線623）

雨
決
行
、
延
期
の
場
合
は
12
日
）

　
河
川
美
化
の
た
め
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
清
掃
時
に
は
マ
ス

春季消防演習も
　　６月５日に実施
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警戒レベル３
高齢者等避難を発令 【例】（自動音声が流れます）

こちらは加茂市です。○○川が氾濫す
るおそれがあるため、○時○○分、
○○地域に「警戒レベル３高齢者等
避難」を発令しました。高齢者は避
難を開始してください。
避難場所は○○小学校です。

「 」
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か
も
い
ろ
フ
ォ
ト
・
こ
ど
も
ア
ー
ト
ス
タ
ジ
オ

　
ダ
ン
ボ
ー
ル
や

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な

ど
の
身
近
に
あ
る

色
々
な
素
材
を

使
っ
て
自
由
に
も

の
づ
く
り
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
日
本
画
、
洋

わ
く
わ
く
ド
キ
ド
キ
を
か
た
ち
に

こ
ど
も
ア
ー
ト
ス
タ
ジ
オ

加
茂
産
野
菜
販
売

　
と
れ
た
て
か
あ
ち
ゃ
ん
市

　
小
・
中
学
生
対
象
の
「
子
ど
も
将
棋

く
ら
ぶ
」
と
、
小
学
生
以
上
が
対
象
の

「
初
心
者
囲
碁
教
室
」
で
す
。

　
親
子
で
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
（
参

加
費
無
料
）
。

■
子
ど
も
将
棋
く
ら
ぶ

日
　
時
　
６
月
11
、
25
日
、
７
月
９
、

23
日
、
８
月
６
、
27
日
　
９
月
10
、
24

画
、
彫
刻
、
工
芸
を
教
え
る
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
作
品
作
り
を
お
手
伝
い
し
ま

す
。
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
　
程
　
６
月
26
日
、
７
月
10
、
24

日
、
８
月
７
日
の
各
日
曜
日
、
午
前
10

時
〜
正
午
（
計
４
回
）

会
　
場
　
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

定
　
員

25
人(

先
着
順)

対
　
象
　
小
学
１
〜
６
年
生

参
加
費
　
２
千
円
（
材
料
費
・
保
険
料

込
み
）

申
し
込
み
　
５
月
27
日
（
金
）
ま
で
に

文
化
会
館
（
☎
53

－

０
８
４
２
）
へ
。

「かもいろフォト」
親子写真撮影会 参加者募集

　子育て世代を対象に
加茂市の魅力を発見し
ていただくため、市内
観光スポットでプロの
カメラマンから親子写
真を撮ってもらいませ
んか。
　撮影データ・写真の

プレゼントや、素敵なお土産付きです。
日　時　６月11日（土）午前９時30分～正午
※雨天時は19日（日）に順延
会　場　冬鳥越スキーガーデン
※木造電車モハ１やバラ園を中心に撮影します。
講　師　渡部良平さん（フォトスタジオクリエイト）
募集人数 10組（応募多数の場合は抽選）
参加費　1,000円（撮影代・保険料込）
応募条件　次のすべてを満たしていること。
❶市内に居住している親子（お子さんの年齢は問いま
せん）
❷加茂市総務課政策推進室のツイッターまたはインス
タグラムをフォローし、本撮影会の投稿をリツイート
またはリポストしていただける人。
❸本撮影会で撮影した写真を加茂市移住定住サイトや
当政策推進室ＳＮＳに掲載するほか、移住イベントで
使用することにご承諾していただける人。
応募方法　５月27日（金）までに市ホーム
ページから申し込みください。
問い合わせ　総務課政策推進室（☎内線341、
　  kikaku@city.kamo.niigata.jp）

日

10
月
８
、
22
日
、
11
月
５
日
の
各

土
曜
日
、
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

（
計
11
回
）

会
　
場
　
公
民
館
和
室

定
　
員

20
人

■
初
心
者
囲
碁
教
室

日
　
時
　
６
月
18
日
、
７
月
２
、
16
、

30
日
、
８
月
20
日
、
９
月
３
、
17
日
、

10
月
１
、
15
、
29
日
、
11
月
12
日
の
各

土
曜
日
、
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

（
計
11
回
）

会
　
場
　
公
民
館
第
５
研
修
室

定
　
員

20
人

申
し
込
み

将
棋
は
６
月
８
日
（
水
）
、

囲
碁
は
６
月
15
日
（
水
）
ま
で
に
公
民

館
（
☎
52

－

１
９
５
３
）
へ
。

　
か
あ
ち
ゃ
ん
市
で
は
地
元
で
作
っ
た

新
鮮
で
お
い
し
い
野
菜
・
果
物
な
ど
を

定
期
的
に
販
売
し
ま
す
。

開
催
日
　
６
月
２
日
〜
11
月
29
日
の
毎

週
火
・
木
・
土
曜
日
、
午
後
０
時
30
分

〜
５
時

場
所
・
問
い
合
わ
せ
　
北
営
農
あ
ぐ
り

セ
ン
タ
ー
（
☎
47

－

０
１
０
０
、
高
須

町
）

子
ど
も
将
棋
く
ら
ぶ

初
心
者
囲
碁
教
室

ホームページ

　
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
住
み
続
け
る
た
め
、
障
が
い
を
学

び
、
理
解
し
、
支
え
合
う
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
て
、
お
も
い
や
り
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

開
催
日
／
講
座
名
　
▼
６
月
16
日

（
木
）
午
前
９
時
45
分
〜
／
要
約
筆
記

講
座
、
午
後
１
時
30
分
〜
／
発
達
障
が

い
講
座
▼
22
日
（
水
）
午
前
10
時
〜
／

認
知
症
講
座
、
午
後
１
時
30
分
〜
／
介

護
福
祉
講
座
▼
30
日
（
木
）
午
前
10
時

お
も
い
や
り
講
座

　
　  
受
講
生
募
集

　
在
宅
高
齢
者
や
、
そ
の
介
護
家
族
等

に
役
立
つ
、
在
宅
介
護
の
基
礎
的
な
知

識
や
技
術
を
分
か
り
や
す
く
学
べ
る
講

県
民
介
護
知
識
・

　
　
技
術
習
得
講
座

家
庭
犬

  

し
つ
け
方
教
室

か
も
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業

　
　
　
　
　
参
加
者
を
募
集

　
犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
、
正
し
い
し

つ
け
の
方
法
を
習
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
　
時
　
６
月
７
日
（
火
）
午
後
７
時

〜
９
時

会
　
場
　
三
条
東
公
民
館
（
三
条
市
興

野
１
）

　
令
和
４
年
度
の
「
か
も
健
康
ポ
イ
ン

ト
事
業
」
に
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、

５
月
20
日
（
金
）
ま
で
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

可
）
。
詳
し
く
は
健
康
福

祉
課
（
☎
内
線
164
）
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

❸
介
護
技
術
・
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
コ
ー

ス
（
在
宅
医
介
護
の
技
術
向
上
の
た
め

の
実
技
の
み
講
座
、
５
時
間
２
日
間

コ
ー
ス
）

※

実
技
は
濃
厚
接
触
し
な
い
方
法
で
行

い
ま
す
。

〜
／
精
神
福
祉
講
座

会
　
場
　
市
役
所
３
階
会
議
室

対
　
象
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ

る
人
、
障
が
い
に
つ
い
て
学
び
た
い
人

参
加
費
　
無
料

申
し
込
み
　
６
月
３
日
（
金
）
ま
で
に

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
52

－

６
６
６

７
）
へ
。

お
も
い
や
り
講
座
・
加
茂
ふ
れ
愛
セ
ミ
ナ
ー

座
で
す
。
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
（
新

潟
市
中
央
区
上
所
２
）
や
ハ
イ
ブ
長
岡

（
長
岡
市
千
秋
３
）
な
ど
で
開
催
し
ま

す
。
詳
し
く
は
新
潟
県
社
会
福
祉
協
議

会
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー
（
☎
025

－
281

－
５
５
２
５
）
に
問
い
合
わ
せ

る
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
各

コ
ー
ス
定
員
15
人
程
度
、

受
講
料
無
料
）
。

内
　
容
　
寝
返
り
、
体
位
変
換
、
衣
類

の
着
脱
、
食
事
介
助
、
車
い
す
の
介
護
等

❶
介
護
体
験
・
入
門
コ
ー
ス
（
高
校
生

も
参
加
で
き
る
入
門
講
座
、
５
時
間
１

日
間
コ
ー
ス
）

❷
介
護
技
術
・
基
本
コ
ー
ス
（
在
宅
介

護
の
実
習
中
心
基
礎
講
座
、
５
時
間
３

日
間
コ
ー
ス
）

加茂ふれ愛セミナー 参加者募集

　講義や日帰り研修を次のとおり行います。
　希望日のみの参加も可能です。
会　場　公民館第１研修室ほか
定　員 20人　参加費 500円
時　間　午前10時から
※日帰り研修は午前８時30分～午後４時30分
※参加費とは別に教材費が14日は1,000円、21
日は500円、日帰り研修は3,000円が必要。
申し込み　公民館（☎52－1953）

講
義
内
容
　
し
つ
け
方
、
犬
に
関
す
る

法
律
、
日
常
管
理
と
病
気
ほ
か

定
　
員

50
人
　
参
加
費
　
無
料

申
し
込
み
　
６
月
３
日
（
金
）
ま
で
に

新
潟
県
動
物
愛
護
協
会
事
務
局
（
☎

36

－

２
３
６
６
）
へ
。

※

動
物
愛
護
協
会
会
員
対
象
の
実
技

（
６
月
19
日
、
７
月
３
、
17
、
31
日
）

も
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
同
事
務
局
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

ホームページ

ホームページ

日　時 内　容 講　師

６／14
（火）

身体スッキリ、気分も晴
れ晴れ！夏・梅雨の養生
のしかたとルームスプ
レー作り＆漢方茶
タイルクラフト～自分だ
けのカフェトレーを作っ
てみませんか？
100歳まで歩ける身体づく
り～姿勢が整うと日常生
活が楽に動ける～
日帰り研修 月岡公園、清津峡、魚野の
里※この回のみの申し込みはできません

長澤奈恵さん
（漢方カフェ 
めぐり）

川本朝子さん
（健康運動指
導士）

６／21
（火） 近藤明美さん

６／28
（火）
７／５
（火）
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消
費
生
活
情
報

県
知
事
選
挙
・
加
茂
川
一
斉
清
掃

　
加
茂
市
環
境
衛
生
協
議
会
で
は
６
月

５
日
（
日
）
午
前
６
時
か
ら
７
時
ま
で

加
茂
川
一
斉
清
掃
を
実
施
し
ま
す
（
小

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
加
茂
川
一
斉
清
掃
６
月
５
日
朝
６
時
か
ら

ク
を
着
用
し
、
一
定
の
距
離
を
確
保
し

て
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
動
力
草
刈
り
機
は
、
飛
び
石
等
の
危

険
が
あ
る
の
で
当
日
は
使
用
せ
ず
、
前

日
ま
で
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

集
　
合
　
受
け
持
ち
区
域
へ
お
集
ま
り

く
だ
さ
い
。
実
施
の
合
図
は
、
午
前
５

時
45
分
に
花
火
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

清
掃
の
し
か
た
　
ご
み
拾
い
、
河
川
敷

の
草
刈
り
（
動
力
草
刈
り
機
使
用
禁

止
）
。
燃
え
る
ご
み
、
草
類
、
鉄
類
、

ガ
ラ
ス
類
に
分
け
る
。

　
集
積
場
所
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
橋
間
に

表
示
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
　
５
日
、
12
日
と
も
雨
天
の
場

合
は
中
止
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
生
活
環
境
係

（
☎
内
線
251
）

青
海
神
社
・
長
瀬
神
社

　
春
季
祭
礼
露
店
市
場
中
止

　
例
年
５
月
20
、
21
日
開
催
の
青
海
神

社
春
季
祭
礼
と
、
６
月
14
、
15
日
開
催

の
長
瀬
神
社
春
季
祭
礼
の
露
店
市
場
の

開
設
を
今
年
も
中
止
し
ま
す
。

　
な
お
、
御
神
幸
行
列
も
中
止
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
（
☎
内
線

131
）

　
消
防
団
員
や
消
防
署
員
が
日
頃
行
っ

て
い
る
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
す
。

日
　
時
　
６
月
５
日
（
日
）
午
前
８
時

30
分
か
ら

※

雨
天
中
止

場
　
所

加
茂
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か

内
　
容
　
式
典
（
８
時
40
分
）
、
通
常

点
検
・
総
合
訓
練
（
９
時
40
分
）
、
消

防
パ
レ
ー
ド
（
11
時
10
分
、
徒
歩
部
隊

は
駅
前
〜
宮
大
門
、
車
両
部
隊
は
駅
前

〜
道
半
）
、
放
水
訓
練
（
11
時
40
分
、

加
茂
川
右
岸
河
川
敷
の
諏
訪
橋
〜
栄

橋
）

そ
の
他
　
▼
観
覧
の
際
は
感
染
対
策
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
進
行
状
況
に
よ
り
予
定
時
刻
は
変
更

し
ま
す
。

▼
放
水
訓
練
会
場
で
は
サ
イ
レ
ン
を
鳴

ら
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
地
域
消
防
署
（
☎

52

－

１
７
７
０
）

新潟県知事選挙
５月 29日午前７時～午後８時
　５月29日（日）は新潟県
知事選挙の投票日です。当
日投票に行けない人は期日
前投票をご利用ください。
■期日前投票は市役所別棟で
期　間　５月28日（土）まで
時　間　午前８時30分～午後８時
会　場　市役所別棟（市役所本庁舎と文
化会館の間にあります）
持ち物　入場券（郵送されたハガキを開
き、ご自身の部分を切り取り、裏面の請
求（宣誓）書に必要事項を記入して持っ
てきてください）※入場券が、まだ自宅
に届かなくても投票できます。
感染症対策　感染症予防のため、マスク
着用と咳エチケット、手指消毒をお願い
します。鉛筆の持参も可能です。
問い合わせ　選挙管理委員会（市役所別
棟、☎内線623）

雨
決
行
、
延
期
の
場
合
は
12
日
）

　
河
川
美
化
の
た
め
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
清
掃
時
に
は
マ
ス

６
月
５
日
朝
６
時
か
ら

春季消防演習も
　　６月５日に実施
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か
も
い
ろ
フ
ォ
ト
・
こ
ど
も
ア
ー
ト
ス
タ
ジ
オ

　
ダ
ン
ボ
ー
ル
や

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な

ど
の
身
近
に
あ
る

色
々
な
素
材
を

使
っ
て
自
由
に
も

の
づ
く
り
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
日
本
画
、
洋

わ
く
わ
く
ド
キ
ド
キ
を
か
た
ち
に

こ
ど
も
ア
ー
ト
ス
タ
ジ
オ

加
茂
産
野
菜
販
売

　
と
れ
た
て
か
あ
ち
ゃ
ん
市

　
小
・
中
学
生
対
象
の
「
子
ど
も
将
棋

く
ら
ぶ
」
と
、
小
学
生
以
上
が
対
象
の

「
初
心
者
囲
碁
教
室
」
で
す
。

　
親
子
で
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
（
参

加
費
無
料
）
。

■
子
ど
も
将
棋
く
ら
ぶ

日
　
時
　
６
月
11
、
25
日
、
７
月
９
、

23
日
、
８
月
６
、
27
日
　
９
月
10
、
24

画
、
彫
刻
、
工
芸
を
教
え
る
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
作
品
作
り
を
お
手
伝
い
し
ま

す
。
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
　
程
　
６
月
26
日
、
７
月
10
、
24

日
、
８
月
７
日
の
各
日
曜
日
、
午
前
10

時
〜
正
午
（
計
４
回
）

会
　
場
　
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

定
　
員

25
人(

先
着
順)

対
　
象
　
小
学
１
〜
６
年
生

参
加
費
　
２
千
円
（
材
料
費
・
保
険
料

込
み
）

申
し
込
み
　
５
月
27
日
（
金
）
ま
で
に

文
化
会
館
（
☎
53

－
０
８
４
２
）
へ
。

「かもいろフォト」
親子写真撮影会 参加者募集

　子育て世代を対象に
加茂市の魅力を発見し
ていただくため、市内
観光スポットでプロの
カメラマンから親子写
真を撮ってもらいませ
んか。
　撮影データ・写真の

プレゼントや、素敵なお土産付きです。
日　時　６月11日（土）午前９時30分～正午
※雨天時は19日（日）に順延
会　場　冬鳥越スキーガーデン
※木造電車モハ１やバラ園を中心に撮影します。
講　師　渡部良平さん（フォトスタジオクリエイト）
募集人数 10組（応募多数の場合は抽選）
参加費　1,000円（撮影代・保険料込）
応募条件　次のすべてを満たしていること。
❶市内に居住している親子（お子さんの年齢は問いま
せん）
❷加茂市総務課政策推進室のツイッターまたはインス
タグラムをフォローし、本撮影会の投稿をリツイート
またはリポストしていただける人。
❸本撮影会で撮影した写真を加茂市移住定住サイトや
当政策推進室ＳＮＳに掲載するほか、移住イベントで
使用することにご承諾していただける人。
応募方法　５月27日（金）までに市ホーム
ページから申し込みください。
問い合わせ　総務課政策推進室（☎内線341、
　  kikaku@city.kamo.niigata.jp）

日

10
月
８
、
22
日
、
11
月
５
日
の
各

土
曜
日
、
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

（
計
11
回
）

会
　
場
　
公
民
館
和
室

定
　
員

20
人

■
初
心
者
囲
碁
教
室

日
　
時
　
６
月
18
日
、
７
月
２
、
16
、

30
日
、
８
月
20
日
、
９
月
３
、
17
日
、

10
月
１
、
15
、
29
日
、
11
月
12
日
の
各

土
曜
日
、
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

（
計
11
回
）

会
　
場
　
公
民
館
第
５
研
修
室

定
　
員

20
人

申
し
込
み

将
棋
は
６
月
８
日
（
水
）
、

囲
碁
は
６
月
15
日
（
水
）
ま
で
に
公
民

館
（
☎
52

－

１
９
５
３
）
へ
。

　
か
あ
ち
ゃ
ん
市
で
は
地
元
で
作
っ
た

新
鮮
で
お
い
し
い
野
菜
・
果
物
な
ど
を

定
期
的
に
販
売
し
ま
す
。

開
催
日
　
６
月
２
日
〜
11
月
29
日
の
毎

週
火
・
木
・
土
曜
日
、
午
後
０
時
30
分

〜
５
時

場
所
・
問
い
合
わ
せ
　
北
営
農
あ
ぐ
り

セ
ン
タ
ー
（
☎
47

－

０
１
０
０
、
高
須

町
）

子
ど
も
将
棋
く
ら
ぶ

初
心
者
囲
碁
教
室

ホームページ

　
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
住
み
続
け
る
た
め
、
障
が
い
を
学

び
、
理
解
し
、
支
え
合
う
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
て
、
お
も
い
や
り
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

開
催
日
／
講
座
名
　
▼
６
月
16
日

（
木
）
午
前
９
時
45
分
〜
／
要
約
筆
記

講
座
、
午
後
１
時
30
分
〜
／
発
達
障
が

い
講
座
▼
22
日
（
水
）
午
前
10
時
〜
／

認
知
症
講
座
、
午
後
１
時
30
分
〜
／
介

護
福
祉
講
座
▼
30
日
（
木
）
午
前
10
時

お
も
い
や
り
講
座

　
　  

受
講
生
募
集

　
在
宅
高
齢
者
や
、
そ
の
介
護
家
族
等

に
役
立
つ
、
在
宅
介
護
の
基
礎
的
な
知

識
や
技
術
を
分
か
り
や
す
く
学
べ
る
講

県
民
介
護
知
識
・

　
　
技
術
習
得
講
座

家
庭
犬

  

し
つ
け
方
教
室

か
も
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業

　
　
　
　
　
参
加
者
を
募
集

　
犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
、
正
し
い
し

つ
け
の
方
法
を
習
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
　
時
　
６
月
７
日
（
火
）
午
後
７
時

〜
９
時

会
　
場
　
三
条
東
公
民
館
（
三
条
市
興

野
１
）

　
令
和
４
年
度
の
「
か
も
健
康
ポ
イ
ン

ト
事
業
」
に
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、

５
月
20
日
（
金
）
ま
で
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

可
）
。
詳
し
く
は
健
康
福

祉
課
（
☎
内
線
164
）
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

❸
介
護
技
術
・
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
コ
ー

ス
（
在
宅
医
介
護
の
技
術
向
上
の
た
め

の
実
技
の
み
講
座
、
５
時
間
２
日
間

コ
ー
ス
）

※

実
技
は
濃
厚
接
触
し
な
い
方
法
で
行

い
ま
す
。

〜
／
精
神
福
祉
講
座

会
　
場
　
市
役
所
３
階
会
議
室

対
　
象
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ

る
人
、
障
が
い
に
つ
い
て
学
び
た
い
人

参
加
費
　
無
料

申
し
込
み
　
６
月
３
日
（
金
）
ま
で
に

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
52

－

６
６
６

７
）
へ
。

お
も
い
や
り
講
座
・
加
茂
ふ
れ
愛
セ
ミ
ナ
ー

座
で
す
。
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
（
新

潟
市
中
央
区
上
所
２
）
や
ハ
イ
ブ
長
岡

（
長
岡
市
千
秋
３
）
な
ど
で
開
催
し
ま

す
。
詳
し
く
は
新
潟
県
社
会
福
祉
協
議

会
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー
（
☎
025

－

281

－

５
５
２
５
）
に
問
い
合
わ
せ

る
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
各

コ
ー
ス
定
員
15
人
程
度
、

受
講
料
無
料
）
。

内
　
容
　
寝
返
り
、
体
位
変
換
、
衣
類

の
着
脱
、
食
事
介
助
、
車
い
す
の
介
護
等

❶
介
護
体
験
・
入
門
コ
ー
ス
（
高
校
生

も
参
加
で
き
る
入
門
講
座
、
５
時
間
１

日
間
コ
ー
ス
）

❷
介
護
技
術
・
基
本
コ
ー
ス
（
在
宅
介

護
の
実
習
中
心
基
礎
講
座
、
５
時
間
３

日
間
コ
ー
ス
）

加茂ふれ愛セミナー 参加者募集

　講義や日帰り研修を次のとおり行います。
　希望日のみの参加も可能です。
会　場　公民館第１研修室ほか
定　員 20人　参加費 500円
時　間　午前10時から
※日帰り研修は午前８時30分～午後４時30分
※参加費とは別に教材費が14日は1,000円、21
日は500円、日帰り研修は3,000円が必要。
申し込み　公民館（☎52－1953）

講
義
内
容
　
し
つ
け
方
、
犬
に
関
す
る

法
律
、
日
常
管
理
と
病
気
ほ
か

定
　
員

50
人
　
参
加
費
　
無
料

申
し
込
み
　
６
月
３
日
（
金
）
ま
で
に

新
潟
県
動
物
愛
護
協
会
事
務
局
（
☎

36

－

２
３
６
６
）
へ
。

※

動
物
愛
護
協
会
会
員
対
象
の
実
技

（
６
月
19
日
、
７
月
３
、
17
、
31
日
）

も
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
同
事
務
局
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

ホームページ

ホームページ

日　時 内　容 講　師

６／14
（火）

身体スッキリ、気分も晴
れ晴れ！夏・梅雨の養生
のしかたとルームスプ
レー作り＆漢方茶
タイルクラフト～自分だ
けのカフェトレーを作っ
てみませんか？
100歳まで歩ける身体づく
り～姿勢が整うと日常生
活が楽に動ける～
日帰り研修 月岡公園、清津峡、魚野の
里※この回のみの申し込みはできません

長澤奈恵さん
（漢方カフェ 
めぐり）

川本朝子さん
（健康運動指
導士）

６／21
（火） 近藤明美さん

６／28
（火）
７／５
（火）
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消
費
生
活
情
報

県
知
事
選
挙
・
加
茂
川
一
斉
清
掃

　
加
茂
市
環
境
衛
生
協
議
会
で
は
６
月

５
日
（
日
）
午
前
６
時
か
ら
７
時
ま
で

加
茂
川
一
斉
清
掃
を
実
施
し
ま
す
（
小

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
加
茂
川
一
斉
清
掃
６
月
５
日
朝
６
時
か
ら

ク
を
着
用
し
、
一
定
の
距
離
を
確
保
し

て
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
動
力
草
刈
り
機
は
、
飛
び
石
等
の
危

険
が
あ
る
の
で
当
日
は
使
用
せ
ず
、
前

日
ま
で
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

集
　
合
　
受
け
持
ち
区
域
へ
お
集
ま
り

く
だ
さ
い
。
実
施
の
合
図
は
、
午
前
５

時
45
分
に
花
火
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

清
掃
の
し
か
た
　
ご
み
拾
い
、
河
川
敷

の
草
刈
り
（
動
力
草
刈
り
機
使
用
禁

止
）
。
燃
え
る
ご
み
、
草
類
、
鉄
類
、

ガ
ラ
ス
類
に
分
け
る
。

　
集
積
場
所
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
橋
間
に

表
示
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
　
５
日
、
12
日
と
も
雨
天
の
場

合
は
中
止
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
生
活
環
境
係

（
☎
内
線
251
）

青
海
神
社
・
長
瀬
神
社

　
春
季
祭
礼
露
店
市
場
中
止

　
例
年
５
月
20
、
21
日
開
催
の
青
海
神

社
春
季
祭
礼
と
、
６
月
14
、
15
日
開
催

の
長
瀬
神
社
春
季
祭
礼
の
露
店
市
場
の

開
設
を
今
年
も
中
止
し
ま
す
。

　
な
お
、
御
神
幸
行
列
も
中
止
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
（
☎
内
線

131
）

　
消
防
団
員
や
消
防
署
員
が
日
頃
行
っ

て
い
る
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
す
。

日
　
時
　
６
月
５
日
（
日
）
午
前
８
時

30
分
か
ら

※

雨
天
中
止

場
　
所

加
茂
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か

内
　
容
　
式
典
（
８
時
40
分
）
、
通
常

点
検
・
総
合
訓
練
（
９
時
40
分
）
、
消

防
パ
レ
ー
ド
（
11
時
10
分
、
徒
歩
部
隊

は
駅
前
〜
宮
大
門
、
車
両
部
隊
は
駅
前

〜
道
半
）
、
放
水
訓
練
（
11
時
40
分
、

加
茂
川
右
岸
河
川
敷
の
諏
訪
橋
〜
栄

橋
）

そ
の
他
　
▼
観
覧
の
際
は
感
染
対
策
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
進
行
状
況
に
よ
り
予
定
時
刻
は
変
更

し
ま
す
。

▼
放
水
訓
練
会
場
で
は
サ
イ
レ
ン
を
鳴

ら
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
地
域
消
防
署
（
☎

52

－
１
７
７
０
）

新潟県知事選挙
５月 29日午前７時～午後８時
　５月29日（日）は新潟県
知事選挙の投票日です。当
日投票に行けない人は期日
前投票をご利用ください。
■期日前投票は市役所別棟で
期　間　５月28日（土）まで
時　間　午前８時30分～午後８時
会　場　市役所別棟（市役所本庁舎と文
化会館の間にあります）
持ち物　入場券（郵送されたハガキを開
き、ご自身の部分を切り取り、裏面の請
求（宣誓）書に必要事項を記入して持っ
てきてください）※入場券が、まだ自宅
に届かなくても投票できます。
感染症対策　感染症予防のため、マスク
着用と咳エチケット、手指消毒をお願い
します。鉛筆の持参も可能です。
問い合わせ　選挙管理委員会（市役所別
棟、☎内線623）

雨
決
行
、
延
期
の
場
合
は
12
日
）

　
河
川
美
化
の
た
め
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
清
掃
時
に
は
マ
ス

春季消防演習も
　　６月５日に実施



広報かも　No.791　4．5．15　　 1817　　 広報かも　No.791　4．5．15

　
歯
の
喪
失
を
防
ぎ
、
い
つ
ま
で
も
食

事
や
会
話
の
楽
し
み
を
持
ち
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
無
料
の
歯
科
健
診
を

実
施
し
ま
す
。
対
象
年
齢
の
人
に
は
今

月
下
旬
に
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。

　
加
茂
市
・
田
上
町
の
歯
科
指
定
医
療

機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

期
　
間
　
６
月
１
日
（
水
）
〜
11
月
30

日
（
水
）

対
　
象

▼
成
　
人

40
歳
、
50
歳
、
60
歳
、
70

歳
の
人
（
令
和
５
年
３
月
31
日
時
点
）

▼
後
期
高
齢
者

76
歳
、
80
歳
の
人

（
令
和
５
年
４
月
１
日
時
点
）

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く

り
係
（
☎
内
線
165
）

成人・後期高齢者
対象年齢の
　　無料歯科健診

ほ
ん
と
う
は
怖
い

　
　
　
　
糖
尿
病

　
「
足
か
ら
忍
び
寄
る
危
険
が
い
っ
ぱ

い
！
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
と
加
茂
薬
剤

師
会
に
よ
る
薬
の
相
談
を
行
い
ま
す

（
参
加
費
無
料
）
。

日
　
時
　
６
月
４
日
（
土
）
午
後
２
時

〜
３
時
30
分

会
　
場
　
商
工
会
議
所
３
階
講
習
室

内
容
／
講
師

▼
な
ぜ
糖
尿
病
が
怖
い
の
か
？
／
阿
部

薫
さ
ん
（
新
潟
医
療
福
祉
大
学
教
授
）

▼
知
っ
て
お
き
た
い
薬
の
基
礎
知
識
／

大
塚
大
雅
さ
ん
（
加
茂
薬
剤
師
会
）

▼
希
望
者
の
足
や
足
周
り
（
靴
・
イ
ン

ソ
ー
ル
等
）
を
見
な
が
ら
の
お
話
し

募
　
集

先
着
30
人

申
し
込
み
　
５
月
20
日
（
金
）
〜
31
日

（
火
）
ま
で
に
健
康
福
祉
課
（
☎
内
線

164
）
へ
。

男
女
共
同
参
画
推
進
計
画

　
　
　
　
　
審
議
会
委
員
を
募
集

　
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
策
定
に
あ

た
り
、
広
く
市
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ

る
た
め
加
茂
市
男
女
共
同
参
画
推
進
計

画
審
議
会
委
員
の
一
部
を
市
民
か
ら
公

募
し
ま
す
。

募
　
集
　
２
人
程
度

任
　
期
　
令
和
４
年
６
月
〜
令
和
５
年

３
月
（
予
定
）

会
　
議
　
お
お
む
ね
２
カ
月
に
１
回
、

計
５
回
程
度

報
　
酬
　
日
額
５
千
円

応
募
資
格
　
次
の
条
件
を
満
た
す
人

（
国
・
地
方
公
共
団
体
の
議
員
、
職
員

を
除
く
）

❶
応
募
時
点
で
満
18
歳
以
上
で
、
市
内

に
住
所
を
有
す
る
人
ま
た
は
市
内
に
勤

務
し
て
い
る
人

❷
男
女
共
同
参
画
に
関
心
が
あ
り
、
男

女
共
同
参
画
社
会
形
成
の
推
進
の
た
め

に
ご
提
言
い
た
だ
け
る
人

❸
平
日
昼
間
の
会
議
に
参
加
で
き
る
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
５
月
31
日

（
火
）
ま
で
に
所
定
の
応
募
用
紙
に
記

入
し
、
総
務
課
男
女
共
同
参
画
係
（
☎

内
線
333
、

danjo@
city.kam

o.nii
gata.jp

）
へ
持
参
、
郵
送
、
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

要
綱
・
応
募
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

中
越
福
祉
事
務
組
合

　
　
　
　
　
職
員
採
用
試
験

　
令
和
５
年
４
月
採
用
予
定
の
新
潟
県

中
越
福
祉
事
務
組
合
（
ま
ご
こ
ろ
学

園
・
寮
）
の
職
員
採
用
試
験
で
す
。

採
用
職
種
（
人
数
）
　
生
活
支
援
員
・

児
童
指
導
員
・
保
育
士
・
生
活
支
援
員

（
２
名
程
度
）

受
験
資
格
　
昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降

生
ま
れ
、
社
会
福
祉
士
、
精
神
保
健
福

祉
士
、
介
護
福
祉
士
、
児
童
指
導
員
、

保
育
士
、
作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚

士
、
社
会
福
祉
主
事
、
教
員
の
資
格
を

有
す
る
人
、
ま
た
は
大
学
で
心
理
学
専

修
学
科
を
卒
業
し
、
個
人
お
よ
び
集
団

心
理
療
法
の
技
術
を
有
す
る
人
（
い
ず

れ
も
資
格
取
得
・
卒
業
見
込
み
含
む
）

一
次
試
験
日
／
内
容
６
月
26
日
（
日
）

／
職
務
基
礎
力
試
験
、
職
務
適
応
性
検

査
、
性
格
特
性
検
査
、
作
文
試
験
、
面
接

※

二
次
試
験
は
７
月
15
日
（
金
）
予
定

申
し
込
み
　
６
月
15
日
（
水
）
ま
で
に

同
組
合
総
務
係
（
☎
０
２
５
８

－

62

－

１
８
１
１
）
へ
。

　
募
集
要
項
や
採
用
試
験
申

込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
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男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
審
議
会
委
員
を
公
募

　
売
買
な
ど
の
取
引
や
業
務
の
証
明
行

為
に
使
用
さ
れ
る
特
定
計
量
器
（
取

引
・
証
明
用
は
か
り
）
は
、
２
年
に
一

回
定
期
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
７
月
の
定
期
検
査
前
に
対
象
者
を
把

握
す
る
た
め
事
前
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
前
回
（
令
和
２
年
）
定
期
検
査
を
受

け
た
人
に
は
、
６
月
上
旬
に
調
査
員
が

伺
う
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
定
期
検
査
を
受
け
て
い
な
い

計
量
器
を
使
用
し
商
売
を
し
て
い
る
人

は
、
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
、
商
工
観
光
課
（
☎
内
線
132
）
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

特定計量器の
　　事前調査

　
三
条
市
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
が
差

別
や
い
じ
め
、
誹
謗
中
傷
な
ど
人
権
に

か
か
る
困
り
ご
と
に
つ
い
て
無
料
で
相

談
を
受
け
る
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
（
予
約
不
要
、
秘
密
厳
守
）
。

日
　
時
　
６
月
７
日
（
火
）
午
前
10
時

　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
に
コ

ン
テ
ナ
を
設
置
し
、
新
聞
、
チ
ラ
シ
、

雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
廃
品
回
収
を
し

ま
す
。
期
間
内
に
持
っ
て
き
て
コ
ン
テ

ナ
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

期
　
間
　
６
月
１
日
（
水
）
〜
５
日

（
日
）

時
　
間
　
午
前
８
時
〜
午
後
６
時

問
い
合
わ
せ

加
茂
南
小
学
校
（
☎

52

－

０
１
７
１
）

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

新
潟
駅
６
月
４
日
は

列
車
運
休
・
バ
ス
代
行
輸
送

　
新
潟
駅
で
は
、
新
潟
市
が
進
め
て
い

る
在
来
線
の
全
線
高
架
化
工
事
を
行
う

た
め
、
一
部
列
車
に
伴
う
運
休
と
バ
ス

代
行
輸
送
を
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
、
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
050

－

２
０
１
６

－

１
６

０
９
、
設
置
期
間
５
月
30
日
（
月
）
〜

６
月
５
日
（
日
）
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
６
月
４
日
（
土
）
終
日

※

列
車
の
時
刻
変
更
・
運
休
区
間
お
よ

び
バ
ス
代
行
の
区
間
・
時
間
は
線
区
に

よ
り
異
な
り
ま
す
。

❸
自
転
車
や
歩
道
の
な
い
道
路
な
ど
を

歩
い
て
い
る
人
は
、
で
き
る
だ
け
道
路

の
端
に
寄
る
な
ど
し
て
、
速
や
か
に
進

路
を
譲
っ
て
く
だ
さ
い
。

❹
消
火
栓
や
防
火
水
槽
付
近
に
は
駐
車

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※

緊
急
走
行
時
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
す

こ
と
は
、
法
令
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
地
域
消
防
署
（
☎

52

－

１
７
７
０
）

消
防
自
動
車
な
ど

緊
急
走
行
ご
理
解
を

　
消
防
車
や
救
急
車
な
ど
緊
急
車
両

（
緊
急
自
動
車
）
は
一
刻
も
早
く
災
害

現
場
に
急
行
し
、
火
災
消
火
や
、
急
病

人
搬
送
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
緊
急
車
両
が
ス
ム
ー
ズ
に
走
行
で
き

る
よ
う
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
救
急
出
動
の
際
、
救
急
車
だ

け
で
対
応
が
困
難
な
場
合
、
消
防
車
、

指
令
車
等
が
出
動
し
ま
す
。

　
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
な
が
ら
現
場
に

向
か
う
の
で
火
災
と
紛
ら
わ
し
い
と
思

い
ま
す
が
、
一
人
で
も
多
く
の
命
を
救

う
た
め
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

❶
緊
急
車
両
等
が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し

て
近
づ
い
て
き
た
ら
、
周
囲
の
状
況
に

も
注
意
し
て
速
や
か
に
進
路
を
譲
っ
て

く
だ
さ
い
。

❷
交
差
点
付
近
を
運
転
中
の
自
動
車

は
、
交
差
点
内
を
避
け
、
道
路
の
左
側

に
寄
り
停
車
し
て
く
だ
さ
い
。

検
査
対
象
特
定
計
量
器
の
例

▼
商
店
・
露
店
・
行
商
等
で
商
品
の
計

り
売
り
用

▼
病
院
・
薬
局
等
で
使
用
し
て
い
る
調

剤
用

▼
病
院
・
医
院
・
保
健
所
・
学
校
・
幼

稚
園
・
保
育
園
等
で
使
用
し
て
い
る
健

康
診
断
、
身
体
検
査
用
（
体
重
計
）

▼
運
送
業
者
等
が
貨
物
運
賃
の
算
出
な

ど
に
使
用
（
宅
配
取
次
店
も
含
む
）

▼
工
場
・
事
業
所
な
ど
の
原
材
料
の
購

入
・
製
品
の
販
売
・
出
荷
の
た
め
に
使
用

特
定
計
量
器
事
前
調
査
・
特
設
人
権
相
談
所

〜
午
後
３
時

会
　
場
　
公
民
館
第
２
研
修
室

問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
（
☎
内
線
111
）

南
小
リ
サ
イ
ク
ル
運
動

勤
体
駐
車
場
で
廃
品
回
収
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か
も
い
ろ
フ
ォ
ト
・
こ
ど
も
ア
ー
ト
ス
タ
ジ
オ

　
ダ
ン
ボ
ー
ル
や

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な

ど
の
身
近
に
あ
る

色
々
な
素
材
を

使
っ
て
自
由
に
も

の
づ
く
り
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
日
本
画
、
洋

わ
く
わ
く
ド
キ
ド
キ
を
か
た
ち
に

こ
ど
も
ア
ー
ト
ス
タ
ジ
オ

加
茂
産
野
菜
販
売

　
と
れ
た
て
か
あ
ち
ゃ
ん
市

　
小
・
中
学
生
対
象
の
「
子
ど
も
将
棋

く
ら
ぶ
」
と
、
小
学
生
以
上
が
対
象
の

「
初
心
者
囲
碁
教
室
」
で
す
。

　
親
子
で
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
（
参

加
費
無
料
）
。

■
子
ど
も
将
棋
く
ら
ぶ

日
　
時
　
６
月
11
、
25
日
、
７
月
９
、

23
日
、
８
月
６
、
27
日
　
９
月
10
、
24

画
、
彫
刻
、
工
芸
を
教
え
る
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
作
品
作
り
を
お
手
伝
い
し
ま

す
。
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
　
程
　
６
月
26
日
、
７
月
10
、
24

日
、
８
月
７
日
の
各
日
曜
日
、
午
前
10

時
〜
正
午
（
計
４
回
）

会
　
場
　
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

定
　
員

25
人(

先
着
順)

対
　
象
　
小
学
１
〜
６
年
生

参
加
費
　
２
千
円
（
材
料
費
・
保
険
料

込
み
）

申
し
込
み
　
５
月
27
日
（
金
）
ま
で
に

文
化
会
館
（
☎
53

－

０
８
４
２
）
へ
。

「かもいろフォト」
親子写真撮影会 参加者募集

　子育て世代を対象に
加茂市の魅力を発見し
ていただくため、市内
観光スポットでプロの
カメラマンから親子写
真を撮ってもらいませ
んか。
　撮影データ・写真の

プレゼントや、素敵なお土産付きです。
日　時　６月11日（土）午前９時30分～正午
※雨天時は19日（日）に順延
会　場　冬鳥越スキーガーデン
※木造電車モハ１やバラ園を中心に撮影します。
講　師　渡部良平さん（フォトスタジオクリエイト）
募集人数 10組（応募多数の場合は抽選）
参加費　1,000円（撮影代・保険料込）
応募条件　次のすべてを満たしていること。
❶市内に居住している親子（お子さんの年齢は問いま
せん）
❷加茂市総務課政策推進室のツイッターまたはインス
タグラムをフォローし、本撮影会の投稿をリツイート
またはリポストしていただける人。
❸本撮影会で撮影した写真を加茂市移住定住サイトや
当政策推進室ＳＮＳに掲載するほか、移住イベントで
使用することにご承諾していただける人。
応募方法　５月27日（金）までに市ホーム
ページから申し込みください。
問い合わせ　総務課政策推進室（☎内線341、
　  kikaku@city.kamo.niigata.jp）

日

10
月
８
、
22
日
、
11
月
５
日
の
各

土
曜
日
、
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

（
計
11
回
）

会
　
場
　
公
民
館
和
室

定
　
員

20
人

■
初
心
者
囲
碁
教
室

日
　
時
　
６
月
18
日
、
７
月
２
、
16
、

30
日
、
８
月
20
日
、
９
月
３
、
17
日
、

10
月
１
、
15
、
29
日
、
11
月
12
日
の
各

土
曜
日
、
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

（
計
11
回
）

会
　
場
　
公
民
館
第
５
研
修
室

定
　
員

20
人

申
し
込
み

将
棋
は
６
月
８
日
（
水
）
、

囲
碁
は
６
月
15
日
（
水
）
ま
で
に
公
民

館
（
☎
52

－

１
９
５
３
）
へ
。

　
か
あ
ち
ゃ
ん
市
で
は
地
元
で
作
っ
た

新
鮮
で
お
い
し
い
野
菜
・
果
物
な
ど
を

定
期
的
に
販
売
し
ま
す
。

開
催
日
　
６
月
２
日
〜
11
月
29
日
の
毎

週
火
・
木
・
土
曜
日
、
午
後
０
時
30
分

〜
５
時

場
所
・
問
い
合
わ
せ
　
北
営
農
あ
ぐ
り

セ
ン
タ
ー
（
☎
47

－

０
１
０
０
、
高
須

町
）

子
ど
も
将
棋
く
ら
ぶ

初
心
者
囲
碁
教
室
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誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
住
み
続
け
る
た
め
、
障
が
い
を
学

び
、
理
解
し
、
支
え
合
う
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
て
、
お
も
い
や
り
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

開
催
日
／
講
座
名
　
▼
６
月
16
日

（
木
）
午
前
９
時
45
分
〜
／
要
約
筆
記

講
座
、
午
後
１
時
30
分
〜
／
発
達
障
が

い
講
座
▼
22
日
（
水
）
午
前
10
時
〜
／

認
知
症
講
座
、
午
後
１
時
30
分
〜
／
介

護
福
祉
講
座
▼
30
日
（
木
）
午
前
10
時

お
も
い
や
り
講
座

　
　  
受
講
生
募
集

　
在
宅
高
齢
者
や
、
そ
の
介
護
家
族
等

に
役
立
つ
、
在
宅
介
護
の
基
礎
的
な
知

識
や
技
術
を
分
か
り
や
す
く
学
べ
る
講

県
民
介
護
知
識
・

　
　
技
術
習
得
講
座

家
庭
犬

  

し
つ
け
方
教
室

か
も
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業

　
　
　
　
　
参
加
者
を
募
集

　
犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
、
正
し
い
し

つ
け
の
方
法
を
習
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
　
時
　
６
月
７
日
（
火
）
午
後
７
時

〜
９
時

会
　
場
　
三
条
東
公
民
館
（
三
条
市
興

野
１
）

　
令
和
４
年
度
の
「
か
も
健
康
ポ
イ
ン

ト
事
業
」
に
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、

５
月
20
日
（
金
）
ま
で
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

可
）
。
詳
し
く
は
健
康
福

祉
課
（
☎
内
線
164
）
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

❸
介
護
技
術
・
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
コ
ー

ス
（
在
宅
医
介
護
の
技
術
向
上
の
た
め

の
実
技
の
み
講
座
、
５
時
間
２
日
間

コ
ー
ス
）

※

実
技
は
濃
厚
接
触
し
な
い
方
法
で
行

い
ま
す
。

〜
／
精
神
福
祉
講
座

会
　
場
　
市
役
所
３
階
会
議
室

対
　
象
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ

る
人
、
障
が
い
に
つ
い
て
学
び
た
い
人

参
加
費
　
無
料

申
し
込
み
　
６
月
３
日
（
金
）
ま
で
に

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
52

－

６
６
６

７
）
へ
。

お
も
い
や
り
講
座
・
加
茂
ふ
れ
愛
セ
ミ
ナ
ー

座
で
す
。
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
（
新

潟
市
中
央
区
上
所
２
）
や
ハ
イ
ブ
長
岡

（
長
岡
市
千
秋
３
）
な
ど
で
開
催
し
ま

す
。
詳
し
く
は
新
潟
県
社
会
福
祉
協
議

会
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー
（
☎
025

－
281

－
５
５
２
５
）
に
問
い
合
わ
せ

る
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
各

コ
ー
ス
定
員
15
人
程
度
、

受
講
料
無
料
）
。

内
　
容
　
寝
返
り
、
体
位
変
換
、
衣
類

の
着
脱
、
食
事
介
助
、
車
い
す
の
介
護
等

❶
介
護
体
験
・
入
門
コ
ー
ス
（
高
校
生

も
参
加
で
き
る
入
門
講
座
、
５
時
間
１

日
間
コ
ー
ス
）

❷
介
護
技
術
・
基
本
コ
ー
ス
（
在
宅
介

護
の
実
習
中
心
基
礎
講
座
、
５
時
間
３

日
間
コ
ー
ス
）

加茂ふれ愛セミナー 参加者募集

　講義や日帰り研修を次のとおり行います。
　希望日のみの参加も可能です。
会　場　公民館第１研修室ほか
定　員 20人　参加費 500円
時　間　午前10時から
※日帰り研修は午前８時30分～午後４時30分
※参加費とは別に教材費が14日は1,000円、21
日は500円、日帰り研修は3,000円が必要。
申し込み　公民館（☎52－1953）

講
義
内
容
　
し
つ
け
方
、
犬
に
関
す
る

法
律
、
日
常
管
理
と
病
気
ほ
か

定
　
員

50
人
　
参
加
費
　
無
料

申
し
込
み
　
６
月
３
日
（
金
）
ま
で
に

新
潟
県
動
物
愛
護
協
会
事
務
局
（
☎

36

－

２
３
６
６
）
へ
。

※

動
物
愛
護
協
会
会
員
対
象
の
実
技

（
６
月
19
日
、
７
月
３
、
17
、
31
日
）

も
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
同
事
務
局
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

ホームページ

ホームページ

日　時 内　容 講　師

６／14
（火）

身体スッキリ、気分も晴
れ晴れ！夏・梅雨の養生
のしかたとルームスプ
レー作り＆漢方茶
タイルクラフト～自分だ
けのカフェトレーを作っ
てみませんか？
100歳まで歩ける身体づく
り～姿勢が整うと日常生
活が楽に動ける～
日帰り研修 月岡公園、清津峡、魚野の
里※この回のみの申し込みはできません

長澤奈恵さん
（漢方カフェ 
めぐり）

川本朝子さん
（健康運動指
導士）

６／21
（火） 近藤明美さん

６／28
（火）
７／５
（火）
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歯
の
喪
失
を
防
ぎ
、
い
つ
ま
で
も
食

事
や
会
話
の
楽
し
み
を
持
ち
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
無
料
の
歯
科
健
診
を

実
施
し
ま
す
。
対
象
年
齢
の
人
に
は
今

月
下
旬
に
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。

　
加
茂
市
・
田
上
町
の
歯
科
指
定
医
療

機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

期
　
間
　
６
月
１
日
（
水
）
〜
11
月
30

日
（
水
）

対
　
象

▼
成
　
人

40
歳
、
50
歳
、
60
歳
、
70

歳
の
人
（
令
和
５
年
３
月
31
日
時
点
）

▼
後
期
高
齢
者

76
歳
、
80
歳
の
人

（
令
和
５
年
４
月
１
日
時
点
）

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く

り
係
（
☎
内
線
165
）

成人・後期高齢者
対象年齢の
　　無料歯科健診

ほ
ん
と
う
は
怖
い

　
　
　
　
糖
尿
病

　
「
足
か
ら
忍
び
寄
る
危
険
が
い
っ
ぱ

い
！
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
と
加
茂
薬
剤

師
会
に
よ
る
薬
の
相
談
を
行
い
ま
す

（
参
加
費
無
料
）
。

日
　
時
　
６
月
４
日
（
土
）
午
後
２
時

〜
３
時
30
分

会
　
場
　
商
工
会
議
所
３
階
講
習
室

内
容
／
講
師

▼
な
ぜ
糖
尿
病
が
怖
い
の
か
？
／
阿
部

薫
さ
ん
（
新
潟
医
療
福
祉
大
学
教
授
）

▼
知
っ
て
お
き
た
い
薬
の
基
礎
知
識
／

大
塚
大
雅
さ
ん
（
加
茂
薬
剤
師
会
）

▼
希
望
者
の
足
や
足
周
り
（
靴
・
イ
ン

ソ
ー
ル
等
）
を
見
な
が
ら
の
お
話
し

募
　
集

先
着
30
人

申
し
込
み
　
５
月
20
日
（
金
）
〜
31
日

（
火
）
ま
で
に
健
康
福
祉
課
（
☎
内
線

164
）
へ
。

男
女
共
同
参
画
推
進
計
画

　
　
　
　
　
審
議
会
委
員
を
募
集

　
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
策
定
に
あ

た
り
、
広
く
市
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ

る
た
め
加
茂
市
男
女
共
同
参
画
推
進
計

画
審
議
会
委
員
の
一
部
を
市
民
か
ら
公

募
し
ま
す
。

募
　
集
　
２
人
程
度

任
　
期
　
令
和
４
年
６
月
〜
令
和
５
年

３
月
（
予
定
）

会
　
議
　
お
お
む
ね
２
カ
月
に
１
回
、

計
５
回
程
度

報
　
酬
　
日
額
５
千
円

応
募
資
格
　
次
の
条
件
を
満
た
す
人

（
国
・
地
方
公
共
団
体
の
議
員
、
職
員

を
除
く
）

❶
応
募
時
点
で
満
18
歳
以
上
で
、
市
内

に
住
所
を
有
す
る
人
ま
た
は
市
内
に
勤

務
し
て
い
る
人

❷
男
女
共
同
参
画
に
関
心
が
あ
り
、
男

女
共
同
参
画
社
会
形
成
の
推
進
の
た
め

に
ご
提
言
い
た
だ
け
る
人

❸
平
日
昼
間
の
会
議
に
参
加
で
き
る
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
５
月
31
日

（
火
）
ま
で
に
所
定
の
応
募
用
紙
に
記

入
し
、
総
務
課
男
女
共
同
参
画
係
（
☎

内
線
333
、

danjo@
city.kam

o.nii
gata.jp

）
へ
持
参
、
郵
送
、
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

要
綱
・
応
募
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

中
越
福
祉
事
務
組
合

　
　
　
　
　
職
員
採
用
試
験

　
令
和
５
年
４
月
採
用
予
定
の
新
潟
県

中
越
福
祉
事
務
組
合
（
ま
ご
こ
ろ
学

園
・
寮
）
の
職
員
採
用
試
験
で
す
。

採
用
職
種
（
人
数
）
　
生
活
支
援
員
・

児
童
指
導
員
・
保
育
士
・
生
活
支
援
員

（
２
名
程
度
）

受
験
資
格
　
昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降

生
ま
れ
、
社
会
福
祉
士
、
精
神
保
健
福

祉
士
、
介
護
福
祉
士
、
児
童
指
導
員
、

保
育
士
、
作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚

士
、
社
会
福
祉
主
事
、
教
員
の
資
格
を

有
す
る
人
、
ま
た
は
大
学
で
心
理
学
専

修
学
科
を
卒
業
し
、
個
人
お
よ
び
集
団

心
理
療
法
の
技
術
を
有
す
る
人
（
い
ず

れ
も
資
格
取
得
・
卒
業
見
込
み
含
む
）

一
次
試
験
日
／
内
容
６
月
26
日
（
日
）

／
職
務
基
礎
力
試
験
、
職
務
適
応
性
検

査
、
性
格
特
性
検
査
、
作
文
試
験
、
面
接

※

二
次
試
験
は
７
月
15
日
（
金
）
予
定

申
し
込
み
　
６
月
15
日
（
水
）
ま
で
に

同
組
合
総
務
係
（
☎
０
２
５
８

－

62

－

１
８
１
１
）
へ
。

　
募
集
要
項
や
採
用
試
験
申

込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ホームページ

男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
審
議
会
委
員
を
公
募

　
売
買
な
ど
の
取
引
や
業
務
の
証
明
行

為
に
使
用
さ
れ
る
特
定
計
量
器
（
取

引
・
証
明
用
は
か
り
）
は
、
２
年
に
一

回
定
期
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
７
月
の
定
期
検
査
前
に
対
象
者
を
把

握
す
る
た
め
事
前
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
前
回
（
令
和
２
年
）
定
期
検
査
を
受

け
た
人
に
は
、
６
月
上
旬
に
調
査
員
が

伺
う
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
定
期
検
査
を
受
け
て
い
な
い

計
量
器
を
使
用
し
商
売
を
し
て
い
る
人

は
、
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
、
商
工
観
光
課
（
☎
内
線
132
）
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

特定計量器の
　　事前調査

　
三
条
市
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
が
差

別
や
い
じ
め
、
誹
謗
中
傷
な
ど
人
権
に

か
か
る
困
り
ご
と
に
つ
い
て
無
料
で
相

談
を
受
け
る
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
（
予
約
不
要
、
秘
密
厳
守
）
。

日
　
時
　
６
月
７
日
（
火
）
午
前
10
時

　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
に
コ

ン
テ
ナ
を
設
置
し
、
新
聞
、
チ
ラ
シ
、

雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
廃
品
回
収
を
し

ま
す
。
期
間
内
に
持
っ
て
き
て
コ
ン
テ

ナ
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

期
　
間
　
６
月
１
日
（
水
）
〜
５
日

（
日
）

時
　
間
　
午
前
８
時
〜
午
後
６
時

問
い
合
わ
せ

加
茂
南
小
学
校
（
☎

52

－

０
１
７
１
）

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

新
潟
駅
６
月
４
日
は

列
車
運
休
・
バ
ス
代
行
輸
送

　
新
潟
駅
で
は
、
新
潟
市
が
進
め
て
い

る
在
来
線
の
全
線
高
架
化
工
事
を
行
う

た
め
、
一
部
列
車
に
伴
う
運
休
と
バ
ス

代
行
輸
送
を
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
、
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
050

－

２
０
１
６

－

１
６

０
９
、
設
置
期
間
５
月
30
日
（
月
）
〜

６
月
５
日
（
日
）
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
６
月
４
日
（
土
）
終
日

※

列
車
の
時
刻
変
更
・
運
休
区
間
お
よ

び
バ
ス
代
行
の
区
間
・
時
間
は
線
区
に

よ
り
異
な
り
ま
す
。

❸
自
転
車
や
歩
道
の
な
い
道
路
な
ど
を

歩
い
て
い
る
人
は
、
で
き
る
だ
け
道
路

の
端
に
寄
る
な
ど
し
て
、
速
や
か
に
進

路
を
譲
っ
て
く
だ
さ
い
。

❹
消
火
栓
や
防
火
水
槽
付
近
に
は
駐
車

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※

緊
急
走
行
時
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
す

こ
と
は
、
法
令
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
地
域
消
防
署
（
☎

52

－

１
７
７
０
）

消
防
自
動
車
な
ど

緊
急
走
行
ご
理
解
を

　
消
防
車
や
救
急
車
な
ど
緊
急
車
両

（
緊
急
自
動
車
）
は
一
刻
も
早
く
災
害

現
場
に
急
行
し
、
火
災
消
火
や
、
急
病

人
搬
送
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
緊
急
車
両
が
ス
ム
ー
ズ
に
走
行
で
き

る
よ
う
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
救
急
出
動
の
際
、
救
急
車
だ

け
で
対
応
が
困
難
な
場
合
、
消
防
車
、

指
令
車
等
が
出
動
し
ま
す
。

　
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
な
が
ら
現
場
に

向
か
う
の
で
火
災
と
紛
ら
わ
し
い
と
思

い
ま
す
が
、
一
人
で
も
多
く
の
命
を
救

う
た
め
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

❶
緊
急
車
両
等
が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し

て
近
づ
い
て
き
た
ら
、
周
囲
の
状
況
に

も
注
意
し
て
速
や
か
に
進
路
を
譲
っ
て

く
だ
さ
い
。

❷
交
差
点
付
近
を
運
転
中
の
自
動
車

は
、
交
差
点
内
を
避
け
、
道
路
の
左
側

に
寄
り
停
車
し
て
く
だ
さ
い
。

検
査
対
象
特
定
計
量
器
の
例

▼
商
店
・
露
店
・
行
商
等
で
商
品
の
計

り
売
り
用

▼
病
院
・
薬
局
等
で
使
用
し
て
い
る
調

剤
用

▼
病
院
・
医
院
・
保
健
所
・
学
校
・
幼

稚
園
・
保
育
園
等
で
使
用
し
て
い
る
健

康
診
断
、
身
体
検
査
用
（
体
重
計
）

▼
運
送
業
者
等
が
貨
物
運
賃
の
算
出
な

ど
に
使
用
（
宅
配
取
次
店
も
含
む
）

▼
工
場
・
事
業
所
な
ど
の
原
材
料
の
購

入
・
製
品
の
販
売
・
出
荷
の
た
め
に
使
用

特
定
計
量
器
事
前
調
査
・
特
設
人
権
相
談
所

〜
午
後
３
時

会
　
場
　
公
民
館
第
２
研
修
室

問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
（
☎
内
線
111
）

南
小
リ
サ
イ
ク
ル
運
動

勤
体
駐
車
場
で
廃
品
回
収

ホームページ
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か
も
い
ろ
フ
ォ
ト
・
こ
ど
も
ア
ー
ト
ス
タ
ジ
オ

　
ダ
ン
ボ
ー
ル
や

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な

ど
の
身
近
に
あ
る

色
々
な
素
材
を

使
っ
て
自
由
に
も

の
づ
く
り
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
日
本
画
、
洋

わ
く
わ
く
ド
キ
ド
キ
を
か
た
ち
に

こ
ど
も
ア
ー
ト
ス
タ
ジ
オ

加
茂
産
野
菜
販
売

　
と
れ
た
て
か
あ
ち
ゃ
ん
市

　
小
・
中
学
生
対
象
の
「
子
ど
も
将
棋

く
ら
ぶ
」
と
、
小
学
生
以
上
が
対
象
の

「
初
心
者
囲
碁
教
室
」
で
す
。

　
親
子
で
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
（
参

加
費
無
料
）
。

■
子
ど
も
将
棋
く
ら
ぶ

日
　
時
　
６
月
11
、
25
日
、
７
月
９
、

23
日
、
８
月
６
、
27
日
　
９
月
10
、
24

画
、
彫
刻
、
工
芸
を
教
え
る
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
作
品
作
り
を
お
手
伝
い
し
ま

す
。
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
　
程
　
６
月
26
日
、
７
月
10
、
24

日
、
８
月
７
日
の
各
日
曜
日
、
午
前
10

時
〜
正
午
（
計
４
回
）

会
　
場
　
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

定
　
員

25
人(

先
着
順)

対
　
象
　
小
学
１
〜
６
年
生

参
加
費
　
２
千
円
（
材
料
費
・
保
険
料

込
み
）

申
し
込
み
　
５
月
27
日
（
金
）
ま
で
に

文
化
会
館
（
☎
53

－
０
８
４
２
）
へ
。

「かもいろフォト」
親子写真撮影会 参加者募集

　子育て世代を対象に
加茂市の魅力を発見し
ていただくため、市内
観光スポットでプロの
カメラマンから親子写
真を撮ってもらいませ
んか。
　撮影データ・写真の

プレゼントや、素敵なお土産付きです。
日　時　６月11日（土）午前９時30分～正午
※雨天時は19日（日）に順延
会　場　冬鳥越スキーガーデン
※木造電車モハ１やバラ園を中心に撮影します。
講　師　渡部良平さん（フォトスタジオクリエイト）
募集人数 10組（応募多数の場合は抽選）
参加費　1,000円（撮影代・保険料込）
応募条件　次のすべてを満たしていること。
❶市内に居住している親子（お子さんの年齢は問いま
せん）
❷加茂市総務課政策推進室のツイッターまたはインス
タグラムをフォローし、本撮影会の投稿をリツイート
またはリポストしていただける人。
❸本撮影会で撮影した写真を加茂市移住定住サイトや
当政策推進室ＳＮＳに掲載するほか、移住イベントで
使用することにご承諾していただける人。
応募方法　５月27日（金）までに市ホーム
ページから申し込みください。
問い合わせ　総務課政策推進室（☎内線341、
　  kikaku@city.kamo.niigata.jp）

日

10
月
８
、
22
日
、
11
月
５
日
の
各

土
曜
日
、
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

（
計
11
回
）

会
　
場
　
公
民
館
和
室

定
　
員

20
人

■
初
心
者
囲
碁
教
室

日
　
時
　
６
月
18
日
、
７
月
２
、
16
、

30
日
、
８
月
20
日
、
９
月
３
、
17
日
、

10
月
１
、
15
、
29
日
、
11
月
12
日
の
各

土
曜
日
、
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

（
計
11
回
）

会
　
場
　
公
民
館
第
５
研
修
室

定
　
員

20
人

申
し
込
み

将
棋
は
６
月
８
日
（
水
）
、

囲
碁
は
６
月
15
日
（
水
）
ま
で
に
公
民

館
（
☎
52

－

１
９
５
３
）
へ
。

　
か
あ
ち
ゃ
ん
市
で
は
地
元
で
作
っ
た

新
鮮
で
お
い
し
い
野
菜
・
果
物
な
ど
を

定
期
的
に
販
売
し
ま
す
。

開
催
日
　
６
月
２
日
〜
11
月
29
日
の
毎

週
火
・
木
・
土
曜
日
、
午
後
０
時
30
分

〜
５
時

場
所
・
問
い
合
わ
せ
　
北
営
農
あ
ぐ
り

セ
ン
タ
ー
（
☎
47

－

０
１
０
０
、
高
須

町
）

子
ど
も
将
棋
く
ら
ぶ

初
心
者
囲
碁
教
室

ホームページ

　
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
住
み
続
け
る
た
め
、
障
が
い
を
学

び
、
理
解
し
、
支
え
合
う
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
て
、
お
も
い
や
り
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

開
催
日
／
講
座
名
　
▼
６
月
16
日

（
木
）
午
前
９
時
45
分
〜
／
要
約
筆
記

講
座
、
午
後
１
時
30
分
〜
／
発
達
障
が

い
講
座
▼
22
日
（
水
）
午
前
10
時
〜
／

認
知
症
講
座
、
午
後
１
時
30
分
〜
／
介

護
福
祉
講
座
▼
30
日
（
木
）
午
前
10
時

お
も
い
や
り
講
座

　
　  

受
講
生
募
集

　
在
宅
高
齢
者
や
、
そ
の
介
護
家
族
等

に
役
立
つ
、
在
宅
介
護
の
基
礎
的
な
知

識
や
技
術
を
分
か
り
や
す
く
学
べ
る
講

県
民
介
護
知
識
・

　
　
技
術
習
得
講
座

家
庭
犬

  

し
つ
け
方
教
室

か
も
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業

　
　
　
　
　
参
加
者
を
募
集

　
犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
、
正
し
い
し

つ
け
の
方
法
を
習
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
　
時
　
６
月
７
日
（
火
）
午
後
７
時

〜
９
時

会
　
場
　
三
条
東
公
民
館
（
三
条
市
興

野
１
）

　
令
和
４
年
度
の
「
か
も
健
康
ポ
イ
ン

ト
事
業
」
に
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、

５
月
20
日
（
金
）
ま
で
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

可
）
。
詳
し
く
は
健
康
福

祉
課
（
☎
内
線
164
）
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

❸
介
護
技
術
・
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
コ
ー

ス
（
在
宅
医
介
護
の
技
術
向
上
の
た
め

の
実
技
の
み
講
座
、
５
時
間
２
日
間

コ
ー
ス
）

※

実
技
は
濃
厚
接
触
し
な
い
方
法
で
行

い
ま
す
。

〜
／
精
神
福
祉
講
座

会
　
場
　
市
役
所
３
階
会
議
室

対
　
象
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ

る
人
、
障
が
い
に
つ
い
て
学
び
た
い
人

参
加
費
　
無
料

申
し
込
み
　
６
月
３
日
（
金
）
ま
で
に

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
52

－

６
６
６

７
）
へ
。

お
も
い
や
り
講
座
・
加
茂
ふ
れ
愛
セ
ミ
ナ
ー

座
で
す
。
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
（
新

潟
市
中
央
区
上
所
２
）
や
ハ
イ
ブ
長
岡

（
長
岡
市
千
秋
３
）
な
ど
で
開
催
し
ま

す
。
詳
し
く
は
新
潟
県
社
会
福
祉
協
議

会
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー
（
☎
025

－

281

－

５
５
２
５
）
に
問
い
合
わ
せ

る
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
各

コ
ー
ス
定
員
15
人
程
度
、

受
講
料
無
料
）
。

内
　
容
　
寝
返
り
、
体
位
変
換
、
衣
類

の
着
脱
、
食
事
介
助
、
車
い
す
の
介
護
等

❶
介
護
体
験
・
入
門
コ
ー
ス
（
高
校
生

も
参
加
で
き
る
入
門
講
座
、
５
時
間
１

日
間
コ
ー
ス
）

❷
介
護
技
術
・
基
本
コ
ー
ス
（
在
宅
介

護
の
実
習
中
心
基
礎
講
座
、
５
時
間
３

日
間
コ
ー
ス
）

加茂ふれ愛セミナー 参加者募集

　講義や日帰り研修を次のとおり行います。
　希望日のみの参加も可能です。
会　場　公民館第１研修室ほか
定　員 20人　参加費 500円
時　間　午前10時から
※日帰り研修は午前８時30分～午後４時30分
※参加費とは別に教材費が14日は1,000円、21
日は500円、日帰り研修は3,000円が必要。
申し込み　公民館（☎52－1953）

講
義
内
容
　
し
つ
け
方
、
犬
に
関
す
る

法
律
、
日
常
管
理
と
病
気
ほ
か

定
　
員

50
人
　
参
加
費
　
無
料

申
し
込
み
　
６
月
３
日
（
金
）
ま
で
に

新
潟
県
動
物
愛
護
協
会
事
務
局
（
☎

36

－

２
３
６
６
）
へ
。

※

動
物
愛
護
協
会
会
員
対
象
の
実
技

（
６
月
19
日
、
７
月
３
、
17
、
31
日
）

も
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
同
事
務
局
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

ホームページ

ホームページ

日　時 内　容 講　師

６／14
（火）

身体スッキリ、気分も晴
れ晴れ！夏・梅雨の養生
のしかたとルームスプ
レー作り＆漢方茶
タイルクラフト～自分だ
けのカフェトレーを作っ
てみませんか？
100歳まで歩ける身体づく
り～姿勢が整うと日常生
活が楽に動ける～
日帰り研修 月岡公園、清津峡、魚野の
里※この回のみの申し込みはできません

長澤奈恵さん
（漢方カフェ 
めぐり）

川本朝子さん
（健康運動指
導士）

６／21
（火） 近藤明美さん

６／28
（火）
７／５
（火）
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会
員
募
集
中
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

高齢者の知識・経験を活かす

シルバー人材センター

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
、
地
域
の
発
展
に
寄
与
す

る
目
的
を
も
っ
た
公
共
的
な

会
員
主
体
の
団
体
で
、
営
利

を
目
的
と
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
会
員
と
し
て
入
会
登
録
し

て
い
る
高
齢
者
の
多
彩
な
技

術
・
経
験
を
活
用
し
、
主
に

臨
時
的
・
短
期
的
な
仕
事
を

請
け
負
い
（
委
任
）
の
形
式

で
お
引
き
受
け
し
、
こ
れ
ら

の
皆
さ
ん
に
仕
事
を
お
世
話

す
る
た
め
に
運
営
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
現
在
、
加
茂
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
は
、
約
500

人
が
入
会
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
加
茂
市
内
に
お
住
ま
い

の
原
則
60
歳
以
上
の
人
で
、

健
康
で
働
く
意
欲
が
あ
り
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
趣

旨
に
賛
同
す
る
人
」
で
あ
れ

ば
、
ど
な
た
で
も
入
会
で
き

ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
自
主
的
な
会
員
組
織
で

す
。
会
員
は
自
ら
組
織
や
事

業
運
営
に
参
画
し
ま
す
。

　
就
業
や
収
入
の
保
障
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
会
員
の
希
望

と
能
力
に
応
じ
た
働
き
方
が

で
き
ま
す
。
社
会
の
た
め
、

自
ら
の
た
め
に
も
、
今
ま
で

に
培
っ
て
き
た
技
能
や
知

識
、
豊
か
な
経
験
を
活
か
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
入
会
手
続
き

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
務
局
で
、
随
時
、
入
会
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
入
会

申
し
込
み
書
に
記
入
し
、
年

会
費
千
円
を
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
毎
月
、
第
２
金
曜
日
（
祝

日
の
場
合
は
前
日
）
の
午
前

９
時
30
分
〜
正
午
に
、
ゆ
き

つ
ば
き
荘
で
入
会
説
明
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。

※

特
に
庭
木
の
手
入
れ
、
草

と
り
作
業
を
行
っ
て
く
れ
る

会
員
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ

ひ
、
ご
入
会
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
全
国
各
地
で
多
く
の
会
員

が
元
気
に
活
動
し
て
い
ま

す
。 シ

ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
と
は

シルバーの
会員に
　なりませんか

会員として
就業するメリット

❶就業を通じて、生きがい、社
会参加ができる。
❷いっしょに仕事をすることに
より、仲間づくりができる。
❸能力に応じた就業により、健
康の維持・増進が図られる。
❹就業により、配分金、賃金が
得られ経済的に助かる。
❺就業により、地域社会の活性
化に貢献できる。
■会員の交流活動　会員同士の
ボランティア活動、趣味のサー
クルなどの活動もあります。皆
さんもお仲間に入りませんか。

問い合わせ　シルバー人材センター（ゆきつばき荘内☎53－1772、https://www.sjc.ne.jp/kamo/）

紙
漉
き
体
験
・
市
役
所
の
新
職
員

　
８
月
採
用
予
定
の
非
常
勤
職
員
を
募

集
し
ま
す
。
外
郭
団
体
事
務
や
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
、
そ
の
他
の
事
務
業
務

を
行
い
ま
す
。

採
用
人
数
　
２
人

受
験
資
格
　
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人

❶
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大

学
を
含
む
）
卒
業

社
会
福
祉
協
議
会

　
非
常
勤
職
員
募
集

❷
社
会
福
祉
士
ま
た
は
社
会
福
祉
主
事

の
資
格
を
有
す
る
人

❸
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
人

給
与
等
　
月
額
14
万
６
千
円

※

賞
与
・
社
会
保
険
あ
り
。
有
給
休
暇

等
は
職
員
休
業
規
定
に
よ
る
。
次
年
度

以
降
、
正
職
員
採
用
の
場
合
が
あ
り
。

試
　
験
　
作
文
、
面
接

※

試
験
日
は
応
募
者
に
後
日
連
絡
。

申
し
込
み
　
６
月
30
日
（
木
）
ま
で
に

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
52

－

６
６
６

７
）
へ
。

　一般（高校生以上、Ｂ５とＡ３ノビサイズ各１枚の
紙漉き）と親子（小・中学生とその保護者、Ｂ５サイ
ズ２枚の紙漉き）対象の紙漉き体験です（要事前申し
込み、先着順）。希望の日時を申し込みください。
開催日　▼一 般（高校生以上）
６月23日（木）午前10時～、午後１時30分～
６月26日（日）午前10時～
▼親子体験（小・中学生とその保護者）
７月９日（土）午前10時～
７月10日（日）午前10時～
会　場　加茂紙漉場（上町１）
募　集　各回５人（親子は５組）
所要時間　１～２時間程度（参加者数による）
料　金　１人（組）1,500円
※Ｂ５サイズは当日持ち帰り、Ａ３ノビサイズは後日
のお渡し。郵送希望は別途郵送代が必要。
その他　感染症対策のためマスク着用、各自朝の検温
（当日）実施。
　体調の優れない人は参加を控える。
申し込み　社会教育課（☎内線461）

紙漉き体験しませんか

加茂市役所の
新採用職員です！
加茂市役所の
新採用職員です！
　令和４年度の加茂市役所新採用職員をご
紹介します。
　写真左から、髙山優子（税務課）、新保
武尊（総務課）、安中利穂（健康福祉課）、
小熊瑛美（教育委員会学校教育課）、市川
諒（教育委員会庶務課）です。
　市民の皆さまのために、日々成長してい
けるよう努めてまいります。よろしくお願
いいたします。
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歯
の
喪
失
を
防
ぎ
、
い
つ
ま
で
も
食

事
や
会
話
の
楽
し
み
を
持
ち
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
無
料
の
歯
科
健
診
を

実
施
し
ま
す
。
対
象
年
齢
の
人
に
は
今

月
下
旬
に
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。

　
加
茂
市
・
田
上
町
の
歯
科
指
定
医
療

機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

期
　
間
　
６
月
１
日
（
水
）
〜
11
月
30

日
（
水
）

対
　
象

▼
成
　
人

40
歳
、
50
歳
、
60
歳
、
70

歳
の
人
（
令
和
５
年
３
月
31
日
時
点
）

▼
後
期
高
齢
者

76
歳
、
80
歳
の
人

（
令
和
５
年
４
月
１
日
時
点
）

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く

り
係
（
☎
内
線
165
）

成人・後期高齢者
対象年齢の
　　無料歯科健診

ほ
ん
と
う
は
怖
い

　
　
　
　
糖
尿
病

　
「
足
か
ら
忍
び
寄
る
危
険
が
い
っ
ぱ

い
！
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
と
加
茂
薬
剤

師
会
に
よ
る
薬
の
相
談
を
行
い
ま
す

（
参
加
費
無
料
）
。

日
　
時
　
６
月
４
日
（
土
）
午
後
２
時

〜
３
時
30
分

会
　
場
　
商
工
会
議
所
３
階
講
習
室

内
容
／
講
師

▼
な
ぜ
糖
尿
病
が
怖
い
の
か
？
／
阿
部

薫
さ
ん
（
新
潟
医
療
福
祉
大
学
教
授
）

▼
知
っ
て
お
き
た
い
薬
の
基
礎
知
識
／

大
塚
大
雅
さ
ん
（
加
茂
薬
剤
師
会
）

▼
希
望
者
の
足
や
足
周
り
（
靴
・
イ
ン

ソ
ー
ル
等
）
を
見
な
が
ら
の
お
話
し

募
　
集

先
着
30
人

申
し
込
み
　
５
月
20
日
（
金
）
〜
31
日

（
火
）
ま
で
に
健
康
福
祉
課
（
☎
内
線

164
）
へ
。

男
女
共
同
参
画
推
進
計
画

　
　
　
　
　
審
議
会
委
員
を
募
集

　
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
策
定
に
あ

た
り
、
広
く
市
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ

る
た
め
加
茂
市
男
女
共
同
参
画
推
進
計

画
審
議
会
委
員
の
一
部
を
市
民
か
ら
公

募
し
ま
す
。

募
　
集
　
２
人
程
度

任
　
期
　
令
和
４
年
６
月
〜
令
和
５
年

３
月
（
予
定
）

会
　
議
　
お
お
む
ね
２
カ
月
に
１
回
、

計
５
回
程
度

報
　
酬
　
日
額
５
千
円

応
募
資
格
　
次
の
条
件
を
満
た
す
人

（
国
・
地
方
公
共
団
体
の
議
員
、
職
員

を
除
く
）

❶
応
募
時
点
で
満
18
歳
以
上
で
、
市
内

に
住
所
を
有
す
る
人
ま
た
は
市
内
に
勤

務
し
て
い
る
人

❷
男
女
共
同
参
画
に
関
心
が
あ
り
、
男

女
共
同
参
画
社
会
形
成
の
推
進
の
た
め

に
ご
提
言
い
た
だ
け
る
人

❸
平
日
昼
間
の
会
議
に
参
加
で
き
る
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
５
月
31
日

（
火
）
ま
で
に
所
定
の
応
募
用
紙
に
記

入
し
、
総
務
課
男
女
共
同
参
画
係
（
☎

内
線
333
、

danjo@
city.kam

o.nii
gata.jp

）
へ
持
参
、
郵
送
、
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

要
綱
・
応
募
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

中
越
福
祉
事
務
組
合

　
　
　
　
　
職
員
採
用
試
験

　
令
和
５
年
４
月
採
用
予
定
の
新
潟
県

中
越
福
祉
事
務
組
合
（
ま
ご
こ
ろ
学

園
・
寮
）
の
職
員
採
用
試
験
で
す
。

採
用
職
種
（
人
数
）
　
生
活
支
援
員
・

児
童
指
導
員
・
保
育
士
・
生
活
支
援
員

（
２
名
程
度
）

受
験
資
格
　
昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降

生
ま
れ
、
社
会
福
祉
士
、
精
神
保
健
福

祉
士
、
介
護
福
祉
士
、
児
童
指
導
員
、

保
育
士
、
作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚

士
、
社
会
福
祉
主
事
、
教
員
の
資
格
を

有
す
る
人
、
ま
た
は
大
学
で
心
理
学
専

修
学
科
を
卒
業
し
、
個
人
お
よ
び
集
団

心
理
療
法
の
技
術
を
有
す
る
人
（
い
ず

れ
も
資
格
取
得
・
卒
業
見
込
み
含
む
）

一
次
試
験
日
／
内
容
６
月
26
日
（
日
）

／
職
務
基
礎
力
試
験
、
職
務
適
応
性
検

査
、
性
格
特
性
検
査
、
作
文
試
験
、
面
接

※

二
次
試
験
は
７
月
15
日
（
金
）
予
定

申
し
込
み
　
６
月
15
日
（
水
）
ま
で
に

同
組
合
総
務
係
（
☎
０
２
５
８

－

62

－

１
８
１
１
）
へ
。

　
募
集
要
項
や
採
用
試
験
申

込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
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男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
審
議
会
委
員
を
公
募

　
売
買
な
ど
の
取
引
や
業
務
の
証
明
行

為
に
使
用
さ
れ
る
特
定
計
量
器
（
取

引
・
証
明
用
は
か
り
）
は
、
２
年
に
一

回
定
期
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
７
月
の
定
期
検
査
前
に
対
象
者
を
把

握
す
る
た
め
事
前
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
前
回
（
令
和
２
年
）
定
期
検
査
を
受

け
た
人
に
は
、
６
月
上
旬
に
調
査
員
が

伺
う
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
定
期
検
査
を
受
け
て
い
な
い

計
量
器
を
使
用
し
商
売
を
し
て
い
る
人

は
、
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
、
商
工
観
光
課
（
☎
内
線
132
）
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

特定計量器の
　　事前調査

　
三
条
市
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
が
差

別
や
い
じ
め
、
誹
謗
中
傷
な
ど
人
権
に

か
か
る
困
り
ご
と
に
つ
い
て
無
料
で
相

談
を
受
け
る
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
（
予
約
不
要
、
秘
密
厳
守
）
。

日
　
時
　
６
月
７
日
（
火
）
午
前
10
時

　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
に
コ

ン
テ
ナ
を
設
置
し
、
新
聞
、
チ
ラ
シ
、

雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
廃
品
回
収
を
し

ま
す
。
期
間
内
に
持
っ
て
き
て
コ
ン
テ

ナ
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

期
　
間
　
６
月
１
日
（
水
）
〜
５
日

（
日
）

時
　
間
　
午
前
８
時
〜
午
後
６
時

問
い
合
わ
せ

加
茂
南
小
学
校
（
☎

52

－

０
１
７
１
）

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

新
潟
駅
６
月
４
日
は

列
車
運
休
・
バ
ス
代
行
輸
送

　
新
潟
駅
で
は
、
新
潟
市
が
進
め
て
い

る
在
来
線
の
全
線
高
架
化
工
事
を
行
う

た
め
、
一
部
列
車
に
伴
う
運
休
と
バ
ス

代
行
輸
送
を
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
、
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
050

－

２
０
１
６

－

１
６

０
９
、
設
置
期
間
５
月
30
日
（
月
）
〜

６
月
５
日
（
日
）
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
６
月
４
日
（
土
）
終
日

※

列
車
の
時
刻
変
更
・
運
休
区
間
お
よ

び
バ
ス
代
行
の
区
間
・
時
間
は
線
区
に

よ
り
異
な
り
ま
す
。

❸
自
転
車
や
歩
道
の
な
い
道
路
な
ど
を

歩
い
て
い
る
人
は
、
で
き
る
だ
け
道
路

の
端
に
寄
る
な
ど
し
て
、
速
や
か
に
進

路
を
譲
っ
て
く
だ
さ
い
。

❹
消
火
栓
や
防
火
水
槽
付
近
に
は
駐
車

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※

緊
急
走
行
時
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
す

こ
と
は
、
法
令
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
地
域
消
防
署
（
☎

52

－

１
７
７
０
）

消
防
自
動
車
な
ど

緊
急
走
行
ご
理
解
を

　
消
防
車
や
救
急
車
な
ど
緊
急
車
両

（
緊
急
自
動
車
）
は
一
刻
も
早
く
災
害

現
場
に
急
行
し
、
火
災
消
火
や
、
急
病

人
搬
送
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
緊
急
車
両
が
ス
ム
ー
ズ
に
走
行
で
き

る
よ
う
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
救
急
出
動
の
際
、
救
急
車
だ

け
で
対
応
が
困
難
な
場
合
、
消
防
車
、

指
令
車
等
が
出
動
し
ま
す
。

　
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
な
が
ら
現
場
に

向
か
う
の
で
火
災
と
紛
ら
わ
し
い
と
思

い
ま
す
が
、
一
人
で
も
多
く
の
命
を
救

う
た
め
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

❶
緊
急
車
両
等
が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し

て
近
づ
い
て
き
た
ら
、
周
囲
の
状
況
に

も
注
意
し
て
速
や
か
に
進
路
を
譲
っ
て

く
だ
さ
い
。

❷
交
差
点
付
近
を
運
転
中
の
自
動
車

は
、
交
差
点
内
を
避
け
、
道
路
の
左
側

に
寄
り
停
車
し
て
く
だ
さ
い
。

検
査
対
象
特
定
計
量
器
の
例

▼
商
店
・
露
店
・
行
商
等
で
商
品
の
計

り
売
り
用

▼
病
院
・
薬
局
等
で
使
用
し
て
い
る
調

剤
用

▼
病
院
・
医
院
・
保
健
所
・
学
校
・
幼

稚
園
・
保
育
園
等
で
使
用
し
て
い
る
健

康
診
断
、
身
体
検
査
用
（
体
重
計
）

▼
運
送
業
者
等
が
貨
物
運
賃
の
算
出
な

ど
に
使
用
（
宅
配
取
次
店
も
含
む
）

▼
工
場
・
事
業
所
な
ど
の
原
材
料
の
購

入
・
製
品
の
販
売
・
出
荷
の
た
め
に
使
用

特
定
計
量
器
事
前
調
査
・
特
設
人
権
相
談
所

〜
午
後
３
時

会
　
場
　
公
民
館
第
２
研
修
室

問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
（
☎
内
線
111
）

南
小
リ
サ
イ
ク
ル
運
動

勤
体
駐
車
場
で
廃
品
回
収

緊
急
走
行
ご
理
解
を
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会
員
募
集
中
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

高齢者の知識・経験を活かす

シルバー人材センター

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
、
地
域
の
発
展
に
寄
与
す

る
目
的
を
も
っ
た
公
共
的
な

会
員
主
体
の
団
体
で
、
営
利

を
目
的
と
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
会
員
と
し
て
入
会
登
録
し

て
い
る
高
齢
者
の
多
彩
な
技

術
・
経
験
を
活
用
し
、
主
に

臨
時
的
・
短
期
的
な
仕
事
を

請
け
負
い
（
委
任
）
の
形
式

で
お
引
き
受
け
し
、
こ
れ
ら

の
皆
さ
ん
に
仕
事
を
お
世
話

す
る
た
め
に
運
営
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
現
在
、
加
茂
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
は
、
約
500

人
が
入
会
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
加
茂
市
内
に
お
住
ま
い

の
原
則
60
歳
以
上
の
人
で
、

健
康
で
働
く
意
欲
が
あ
り
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
趣

旨
に
賛
同
す
る
人
」
で
あ
れ

ば
、
ど
な
た
で
も
入
会
で
き

ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
自
主
的
な
会
員
組
織
で

す
。
会
員
は
自
ら
組
織
や
事

業
運
営
に
参
画
し
ま
す
。

　
就
業
や
収
入
の
保
障
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
会
員
の
希
望

と
能
力
に
応
じ
た
働
き
方
が

で
き
ま
す
。
社
会
の
た
め
、

自
ら
の
た
め
に
も
、
今
ま
で

に
培
っ
て
き
た
技
能
や
知

識
、
豊
か
な
経
験
を
活
か
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
入
会
手
続
き

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
務
局
で
、
随
時
、
入
会
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
入
会

申
し
込
み
書
に
記
入
し
、
年

会
費
千
円
を
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
毎
月
、
第
２
金
曜
日
（
祝

日
の
場
合
は
前
日
）
の
午
前

９
時
30
分
〜
正
午
に
、
ゆ
き

つ
ば
き
荘
で
入
会
説
明
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。

※

特
に
庭
木
の
手
入
れ
、
草

と
り
作
業
を
行
っ
て
く
れ
る

会
員
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ

ひ
、
ご
入
会
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
全
国
各
地
で
多
く
の
会
員

が
元
気
に
活
動
し
て
い
ま

す
。 シ

ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
と
は

シルバーの
会員に
　なりませんか

会員として
就業するメリット

❶就業を通じて、生きがい、社
会参加ができる。
❷いっしょに仕事をすることに
より、仲間づくりができる。
❸能力に応じた就業により、健
康の維持・増進が図られる。
❹就業により、配分金、賃金が
得られ経済的に助かる。
❺就業により、地域社会の活性
化に貢献できる。
■会員の交流活動　会員同士の
ボランティア活動、趣味のサー
クルなどの活動もあります。皆
さんもお仲間に入りませんか。

問い合わせ　シルバー人材センター（ゆきつばき荘内☎53－1772、https://www.sjc.ne.jp/kamo/）

紙
漉
き
体
験
・
市
役
所
の
新
職
員

　
８
月
採
用
予
定
の
非
常
勤
職
員
を
募

集
し
ま
す
。
外
郭
団
体
事
務
や
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
、
そ
の
他
の
事
務
業
務

を
行
い
ま
す
。

採
用
人
数
　
２
人

受
験
資
格
　
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人

❶
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大

学
を
含
む
）
卒
業

社
会
福
祉
協
議
会

　
非
常
勤
職
員
募
集

❷
社
会
福
祉
士
ま
た
は
社
会
福
祉
主
事

の
資
格
を
有
す
る
人

❸
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
人

給
与
等
　
月
額
14
万
６
千
円

※

賞
与
・
社
会
保
険
あ
り
。
有
給
休
暇

等
は
職
員
休
業
規
定
に
よ
る
。
次
年
度

以
降
、
正
職
員
採
用
の
場
合
が
あ
り
。

試
　
験
　
作
文
、
面
接

※

試
験
日
は
応
募
者
に
後
日
連
絡
。

申
し
込
み
　
６
月
30
日
（
木
）
ま
で
に

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
52

－
６
６
６

７
）
へ
。

　一般（高校生以上、Ｂ５とＡ３ノビサイズ各１枚の
紙漉き）と親子（小・中学生とその保護者、Ｂ５サイ
ズ２枚の紙漉き）対象の紙漉き体験です（要事前申し
込み、先着順）。希望の日時を申し込みください。
開催日　▼一 般（高校生以上）
６月23日（木）午前10時～、午後１時30分～
６月26日（日）午前10時～
▼親子体験（小・中学生とその保護者）
７月９日（土）午前10時～
７月10日（日）午前10時～
会　場　加茂紙漉場（上町１）
募　集　各回５人（親子は５組）
所要時間　１～２時間程度（参加者数による）
料　金　１人（組）1,500円
※Ｂ５サイズは当日持ち帰り、Ａ３ノビサイズは後日
のお渡し。郵送希望は別途郵送代が必要。
その他　感染症対策のためマスク着用、各自朝の検温
（当日）実施。
　体調の優れない人は参加を控える。
申し込み　社会教育課（☎内線461）

紙漉き体験しませんか

加茂市役所の
新採用職員です！
加茂市役所の
新採用職員です！
　令和４年度の加茂市役所新採用職員をご
紹介します。
　写真左から、髙山優子（税務課）、新保
武尊（総務課）、安中利穂（健康福祉課）、
小熊瑛美（教育委員会学校教育課）、市川
諒（教育委員会庶務課）です。
　市民の皆さまのために、日々成長してい
けるよう努めてまいります。よろしくお願
いいたします。
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歯
の
喪
失
を
防
ぎ
、
い
つ
ま
で
も
食

事
や
会
話
の
楽
し
み
を
持
ち
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
無
料
の
歯
科
健
診
を

実
施
し
ま
す
。
対
象
年
齢
の
人
に
は
今

月
下
旬
に
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。

　
加
茂
市
・
田
上
町
の
歯
科
指
定
医
療

機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

期
　
間
　
６
月
１
日
（
水
）
〜
11
月
30

日
（
水
）

対
　
象

▼
成
　
人

40
歳
、
50
歳
、
60
歳
、
70

歳
の
人
（
令
和
５
年
３
月
31
日
時
点
）

▼
後
期
高
齢
者

76
歳
、
80
歳
の
人

（
令
和
５
年
４
月
１
日
時
点
）

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
健
康
づ
く

り
係
（
☎
内
線
165
）

成人・後期高齢者
対象年齢の
　　無料歯科健診

ほ
ん
と
う
は
怖
い

　
　
　
　
糖
尿
病

　
「
足
か
ら
忍
び
寄
る
危
険
が
い
っ
ぱ

い
！
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
と
加
茂
薬
剤

師
会
に
よ
る
薬
の
相
談
を
行
い
ま
す

（
参
加
費
無
料
）
。

日
　
時
　
６
月
４
日
（
土
）
午
後
２
時

〜
３
時
30
分

会
　
場
　
商
工
会
議
所
３
階
講
習
室

内
容
／
講
師

▼
な
ぜ
糖
尿
病
が
怖
い
の
か
？
／
阿
部

薫
さ
ん
（
新
潟
医
療
福
祉
大
学
教
授
）

▼
知
っ
て
お
き
た
い
薬
の
基
礎
知
識
／

大
塚
大
雅
さ
ん
（
加
茂
薬
剤
師
会
）

▼
希
望
者
の
足
や
足
周
り
（
靴
・
イ
ン

ソ
ー
ル
等
）
を
見
な
が
ら
の
お
話
し

募
　
集

先
着
30
人

申
し
込
み
　
５
月
20
日
（
金
）
〜
31
日

（
火
）
ま
で
に
健
康
福
祉
課
（
☎
内
線

164
）
へ
。

男
女
共
同
参
画
推
進
計
画

　
　
　
　
　
審
議
会
委
員
を
募
集

　
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
策
定
に
あ

た
り
、
広
く
市
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ

る
た
め
加
茂
市
男
女
共
同
参
画
推
進
計

画
審
議
会
委
員
の
一
部
を
市
民
か
ら
公

募
し
ま
す
。

募
　
集
　
２
人
程
度

任
　
期
　
令
和
４
年
６
月
〜
令
和
５
年

３
月
（
予
定
）

会
　
議
　
お
お
む
ね
２
カ
月
に
１
回
、

計
５
回
程
度

報
　
酬
　
日
額
５
千
円

応
募
資
格
　
次
の
条
件
を
満
た
す
人

（
国
・
地
方
公
共
団
体
の
議
員
、
職
員

を
除
く
）

❶
応
募
時
点
で
満
18
歳
以
上
で
、
市
内

に
住
所
を
有
す
る
人
ま
た
は
市
内
に
勤

務
し
て
い
る
人

❷
男
女
共
同
参
画
に
関
心
が
あ
り
、
男

女
共
同
参
画
社
会
形
成
の
推
進
の
た
め

に
ご
提
言
い
た
だ
け
る
人

❸
平
日
昼
間
の
会
議
に
参
加
で
き
る
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
５
月
31
日

（
火
）
ま
で
に
所
定
の
応
募
用
紙
に
記

入
し
、
総
務
課
男
女
共
同
参
画
係
（
☎

内
線
333
、

danjo@
city.kam

o.nii
gata.jp

）
へ
持
参
、
郵
送
、
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

要
綱
・
応
募
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

中
越
福
祉
事
務
組
合

　
　
　
　
　
職
員
採
用
試
験

　
令
和
５
年
４
月
採
用
予
定
の
新
潟
県

中
越
福
祉
事
務
組
合
（
ま
ご
こ
ろ
学

園
・
寮
）
の
職
員
採
用
試
験
で
す
。

採
用
職
種
（
人
数
）
　
生
活
支
援
員
・

児
童
指
導
員
・
保
育
士
・
生
活
支
援
員

（
２
名
程
度
）

受
験
資
格
　
昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降

生
ま
れ
、
社
会
福
祉
士
、
精
神
保
健
福

祉
士
、
介
護
福
祉
士
、
児
童
指
導
員
、

保
育
士
、
作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚

士
、
社
会
福
祉
主
事
、
教
員
の
資
格
を

有
す
る
人
、
ま
た
は
大
学
で
心
理
学
専

修
学
科
を
卒
業
し
、
個
人
お
よ
び
集
団

心
理
療
法
の
技
術
を
有
す
る
人
（
い
ず

れ
も
資
格
取
得
・
卒
業
見
込
み
含
む
）

一
次
試
験
日
／
内
容
６
月
26
日
（
日
）

／
職
務
基
礎
力
試
験
、
職
務
適
応
性
検

査
、
性
格
特
性
検
査
、
作
文
試
験
、
面
接

※

二
次
試
験
は
７
月
15
日
（
金
）
予
定

申
し
込
み
　
６
月
15
日
（
水
）
ま
で
に

同
組
合
総
務
係
（
☎
０
２
５
８

－

62

－

１
８
１
１
）
へ
。

　
募
集
要
項
や
採
用
試
験
申

込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
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男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
審
議
会
委
員
を
公
募

　
売
買
な
ど
の
取
引
や
業
務
の
証
明
行

為
に
使
用
さ
れ
る
特
定
計
量
器
（
取

引
・
証
明
用
は
か
り
）
は
、
２
年
に
一

回
定
期
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
７
月
の
定
期
検
査
前
に
対
象
者
を
把

握
す
る
た
め
事
前
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
前
回
（
令
和
２
年
）
定
期
検
査
を
受

け
た
人
に
は
、
６
月
上
旬
に
調
査
員
が

伺
う
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
定
期
検
査
を
受
け
て
い
な
い

計
量
器
を
使
用
し
商
売
を
し
て
い
る
人

は
、
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
、
商
工
観
光
課
（
☎
内
線
132
）
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

特定計量器の
　　事前調査

　
三
条
市
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
が
差

別
や
い
じ
め
、
誹
謗
中
傷
な
ど
人
権
に

か
か
る
困
り
ご
と
に
つ
い
て
無
料
で
相

談
を
受
け
る
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
（
予
約
不
要
、
秘
密
厳
守
）
。

日
　
時
　
６
月
７
日
（
火
）
午
前
10
時

　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
に
コ

ン
テ
ナ
を
設
置
し
、
新
聞
、
チ
ラ
シ
、

雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
廃
品
回
収
を
し

ま
す
。
期
間
内
に
持
っ
て
き
て
コ
ン
テ

ナ
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

期
　
間
　
６
月
１
日
（
水
）
〜
５
日

（
日
）

時
　
間
　
午
前
８
時
〜
午
後
６
時

問
い
合
わ
せ

加
茂
南
小
学
校
（
☎

52

－

０
１
７
１
）

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

新
潟
駅
６
月
４
日
は

列
車
運
休
・
バ
ス
代
行
輸
送

　
新
潟
駅
で
は
、
新
潟
市
が
進
め
て
い

る
在
来
線
の
全
線
高
架
化
工
事
を
行
う

た
め
、
一
部
列
車
に
伴
う
運
休
と
バ
ス

代
行
輸
送
を
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
、
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
050

－

２
０
１
６

－

１
６

０
９
、
設
置
期
間
５
月
30
日
（
月
）
〜

６
月
５
日
（
日
）
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
６
月
４
日
（
土
）
終
日

※

列
車
の
時
刻
変
更
・
運
休
区
間
お
よ

び
バ
ス
代
行
の
区
間
・
時
間
は
線
区
に

よ
り
異
な
り
ま
す
。

❸
自
転
車
や
歩
道
の
な
い
道
路
な
ど
を

歩
い
て
い
る
人
は
、
で
き
る
だ
け
道
路

の
端
に
寄
る
な
ど
し
て
、
速
や
か
に
進

路
を
譲
っ
て
く
だ
さ
い
。

❹
消
火
栓
や
防
火
水
槽
付
近
に
は
駐
車

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※

緊
急
走
行
時
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
す

こ
と
は
、
法
令
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
地
域
消
防
署
（
☎

52

－

１
７
７
０
）

消
防
自
動
車
な
ど

緊
急
走
行
ご
理
解
を

　
消
防
車
や
救
急
車
な
ど
緊
急
車
両

（
緊
急
自
動
車
）
は
一
刻
も
早
く
災
害

現
場
に
急
行
し
、
火
災
消
火
や
、
急
病

人
搬
送
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
緊
急
車
両
が
ス
ム
ー
ズ
に
走
行
で
き

る
よ
う
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
救
急
出
動
の
際
、
救
急
車
だ

け
で
対
応
が
困
難
な
場
合
、
消
防
車
、

指
令
車
等
が
出
動
し
ま
す
。

　
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
な
が
ら
現
場
に

向
か
う
の
で
火
災
と
紛
ら
わ
し
い
と
思

い
ま
す
が
、
一
人
で
も
多
く
の
命
を
救

う
た
め
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

❶
緊
急
車
両
等
が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し

て
近
づ
い
て
き
た
ら
、
周
囲
の
状
況
に

も
注
意
し
て
速
や
か
に
進
路
を
譲
っ
て

く
だ
さ
い
。

❷
交
差
点
付
近
を
運
転
中
の
自
動
車

は
、
交
差
点
内
を
避
け
、
道
路
の
左
側

に
寄
り
停
車
し
て
く
だ
さ
い
。

検
査
対
象
特
定
計
量
器
の
例

▼
商
店
・
露
店
・
行
商
等
で
商
品
の
計

り
売
り
用

▼
病
院
・
薬
局
等
で
使
用
し
て
い
る
調

剤
用

▼
病
院
・
医
院
・
保
健
所
・
学
校
・
幼

稚
園
・
保
育
園
等
で
使
用
し
て
い
る
健

康
診
断
、
身
体
検
査
用
（
体
重
計
）

▼
運
送
業
者
等
が
貨
物
運
賃
の
算
出
な

ど
に
使
用
（
宅
配
取
次
店
も
含
む
）

▼
工
場
・
事
業
所
な
ど
の
原
材
料
の
購

入
・
製
品
の
販
売
・
出
荷
の
た
め
に
使
用

特
定
計
量
器
事
前
調
査
・
特
設
人
権
相
談
所

〜
午
後
３
時

会
　
場
　
公
民
館
第
２
研
修
室

問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
（
☎
内
線
111
）

南
小
リ
サ
イ
ク
ル
運
動

勤
体
駐
車
場
で
廃
品
回
収

ホームページ
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子育て支援センター　お問い合わせ
乳幼児あそびの広場　神明町２丁目６番27号　☎0256-57-0341
須田憩いとあそびの広場　大字後須田661番地１　 ☎0256-53-2078

・時　間　午前９時～午後５時
（★の日は事業のため、一般利用は午後１時から）
・休館日　乳：12／29～1／3
　　　　　須：日曜日、12／29～1／3

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止・延期になることがあります。最新の情報は市ホームページをご覧になるか、事前にお問い合わせください。

あそびの広場HP

ひ
ろ
ば
つ
う
し
ん
（
あ
そ
び
の
広
場
情
報
）

乳幼児あそびの広場

須田憩いとあそびの広場★6月14日(火)10：20～11：00

（図書館隣）

　市内に２か所ある広場のイベントなどについてご紹介します。

【お知らせ】
乳幼児あそびの広場（市立図書館となり）は、４月から年末
年始（12/29 ～ 1/3）以外は毎日開館しています。土曜日もご
利用いただけますので、遊びに来てね

6月・7月のイベント予定

HPで、施設の設備やお
もちゃの写真が事前に確
認できます。

　乳幼児あそびの
広場に、ねんねの
赤ちゃんとママが
ゆったり過ごせるス
ペースを設置しまし
た。
　利用の目安は２歳
未満です。

　絵本の読み聞か
せやパネルシア
ター、手遊びなど、
いつもの和室をと
び出して、ひよこ
のへやで行ってい
ます。
気軽に参加して、
楽しんでください
ね！

　毎月、乳幼児あそびの
広場で開催している育児
講習会。４月のテーマは
「親子あそび」。手遊びや
ふれあい遊びなどおも
ちゃがなくても楽しめる遊
びの紹介や、風船取りゲー
ムで体を動かしたりして楽
しみました。

蒲
原
鉄
道
と
加
茂
駅
西
口

加
茂
の
風
土
記
・
や
っ
て
み
よ
う
！
手
話

Ｊ
Ｒ
加
茂
駅
に
西
口
が
開
設
さ
れ
た

の
は
、
昭
和
五
十
三
年
（一
九
七
八
）

十
二
月
で
、
蒲
原
鉄
道
の
加
茂
駅
と
し

て
の
開
業
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
西

加
茂
地
域
の
人
々
は
、
加
茂
駅
の
正
面

に
ま
わ
ら
ず
に
、
地
下
道
を
通
っ
て
直

接
乗
車
ホ
ー
ム
へ
の
出
入
り
が
可
能
と

な
っ
た
。
昭
和
六
十
年
三
月
に
電
車
の

運
行
が
廃
止
さ
れ
た
後
も
利
用
さ
れ
て

い
る
。

　
加
茂
川
改
修
に
伴
う
住
居
の
移
転
に

よ
っ
て
、
人
口
が
急
増
し
て
い
た
西
加

茂
の
住
民
に
と
っ
て
、
加
茂
駅
西
側
に

改
札
口
を
設
け
る
こ
と
は
長
年
の
念
願

で
あ
っ
た
。
昭
和
五
十
二
年
七
月
に
開

か
れ
た
市
の
駅
周
辺
環
境
整
備
協
議
会

に
提
案
さ
れ
た「
整
備
計
画（
案
）」に
、

加
茂
駅
西
口
設
置
と
周
辺
広
場
・
関

連
道
路
の
整
備
が
も
り
こ
ま
れ
、
具
体

化
の
一
歩
を
ふ
み
出
し
た
（『
広
報
か

も
』
昭
和
52
・
９
・
15
）。

　
こ
れ
を
受
け
市
当
局
は
、
新
潟
鉄
道

管
理
局
や
国
鉄
本
社
へ
陳
情
し
た
も
の

の
、
赤
字
の
国
鉄
で
は
西
口
開
設
の
見

込
み
は
立
た
な
か
っ
た
。
唯
一
可
能
性

が
あ
る
の
は
、
加
茂
駅
に
接
続
し
て
い

た
蒲
原
鉄
道
の
駅
を
加
茂
駅
と
し
て
改

築
す
れ
ば
、
実
現
で
き
る
と
の
回
答
で

あ
っ
た
。

　
早
速
蒲
原
鉄
道
と
協
議
を
進
め
た

結
果
、
以
下
の
二
点
で
合
意
し
た
。
蒲

原
鉄
道
は
自
社
の
加
茂
駅
と
し
て
職
員

を
配
置
し
て
運
営
す
る
が
、
建
物
の
建

築
費
等
の
経
費
は
全
額
加
茂
市
の
負
担

と
す
る
。
営
業
時
間
は
、
蒲
原
鉄
道
電

車
の
始
発
か
ら
終
電
ま
で
の
時
間
（
午

前
六
時
四
十
分
か
ら
午
後
八
時
二
十
五

分
ま
で
）
と
す
る
。

　
加
茂
市
で
は
国
鉄
・
蒲
原
鉄
道
と
の

協
議
に
基
づ
き
、
昭
和
五
十
三
年
四
月

に
事
業
計
画
を
ま
と
め
議
会
の
承
認
を

得
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、①
蒲
原
鉄
道

の
駅
舎
を
加
茂
駅
西
側
に
新
築
し
、
そ

こ
か
ら
国
鉄
加
茂
駅
の
下
り
ホ
ー
ム
に

連
絡
す
る
地
下
道
（
幅
二
・
五
ｍ
）
を

設
け
る
、②
駅
前
広
場
（
六
六
〇
㎡
）

と
自
転
車
置
き
場
を
整
備
す
る
。

工
事
は
、
八
月
に
着
工
さ
れ
順
調
に

進
み
、
十
二
月
二
十
六
日
に
、
西
加
茂

地
区
の
都
市
計
画
事
業
の
目
玉
と
し
て

の
加
茂
駅
西
口
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
工

事
費
は
総
計
約
八
、
四
〇
〇
万
円
で
、

内
訳
は
地
下
道
四
、
五
四
〇
万
円
、
駅

舎  

一
、一
一
五
万
円
、
自
転
車
置
き
場

と
駅
前
広
場
一
、
二
〇
〇
万
円
、
国
鉄

工
事
分
の
委
託
費
六
〇
〇
万
円
、
発
券

機
な
ど
備
品
九
三
八
万
円
）
で
あ
っ
た
。

（『
広
報
か
も
』
昭
和
53
・
12
・
15
）　

　
　
　
　
　
　
　  

（
長
谷
川

　昭
一
）

現在のＪＲ加茂駅西口周辺

『広報かも』（S53.5.15発行）掲載の図面

今
回
の
手
話
：
お
菓
子

　
右
手
の
親
指
と
人
差
し
指
で
お
菓
子

を
つ
ま
む
形
を
つ
く
り
、
そ
の
ま
ま
口

元
に
近
づ
け
ま
す
。

　
協
力
：
手
話
サ
ー
ク
ル
よ
つ
ば

ひろば＆カフェ（要予約、６組程度）

ひろば＆カフェ『ニコニコスマイルルーム』 ★7月12日(火)10：20～11：00公認心理師によるミニ子育て講座があります
ぴよぴよ工作ルーム 6月27日(月)～30日(木)・7月25日(月)～29日(金)　10:00～17:00
身体計測・健康相談 6月2日(木)・7月7日(木)　(受付)9:30～11:00

すくすく相談 6月22日(水)・7月20日(水)　(受付)9:30～10:30

絵本のへや
6月10日(金)・7月15日(金)　10:30～10:50
6月10日(金)は新潟中央短期大学臨床心理士稲場健先生による
読み聞かせです。終了後は、お子さんの発達や心に関する相
談ができます。

 育児講習会（要予約、10組）
※お子さんと一緒に参加できます

★6月16日(木)　10：30～11：00
テーマ「メディアが及ぼす影響」講師：公認心理師　山口笑子さん
★7月14日(木)　10：30～11：00
テーマ「子どもの食事」講師：管理栄養士　鈴木良美さん

ママのリフレッシュ講座
『ハンドケア』先着10組

★6月20日(月)　9:30～10:30・10:45～11:45(各5組)
講師:フェイシャルサロンオレンジドロップオーナー 坂橋くみ子さん

対象:1、2歳の幼児と
保護者　先着10組

ベビーマッサージ(要予約、5組程度)
対象:生後6か月までの乳児と保護者

6月21日(火)　10:00～11:00
講師:インド政府公認ヨガインストラクター 泉田郁恵さん

★7月5日(火)  10:00～11:30　講師:助産師  鷲尾千恵子さん

6月27日(月)～30日(木)・7月25日(月)～29日(金) 10:00～17:00

6月29日(水)・7月28日(木)　10:30～11:00

ぴよぴよ工作ルーム

ぴよぴよハッピーバースデー
6月6日(月)・7月11日(月)　10:30～11:00スペシャルお楽しみデー

本リサイクル 7月22日(金)
体重を測れる日 毎週火曜日　10:00～11:00

赤ちゃんコーナーができました！

絵本のへやをリニューアル

親子ヨガ

イベント 日　時 場　所

一
般
寄
附
金

▼
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
新
潟-

茜
様

か
ら
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

30
万
円

加
茂
市
へ

（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
危
機
救
援
金
）

▼
旭
町
区
長
目
黒
博
様
、
心
遊
塾
塾
長

　
　
　
　
　
　
　
　
河
内
貞
夫
様
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
５
０
，
３
２
０
円

４月の育児講習会
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会
員
募
集
中
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

高齢者の知識・経験を活かす

シルバー人材センター

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
、
地
域
の
発
展
に
寄
与
す

る
目
的
を
も
っ
た
公
共
的
な

会
員
主
体
の
団
体
で
、
営
利

を
目
的
と
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
会
員
と
し
て
入
会
登
録
し

て
い
る
高
齢
者
の
多
彩
な
技

術
・
経
験
を
活
用
し
、
主
に

臨
時
的
・
短
期
的
な
仕
事
を

請
け
負
い
（
委
任
）
の
形
式

で
お
引
き
受
け
し
、
こ
れ
ら

の
皆
さ
ん
に
仕
事
を
お
世
話

す
る
た
め
に
運
営
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
現
在
、
加
茂
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
は
、
約
500

人
が
入
会
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
加
茂
市
内
に
お
住
ま
い

の
原
則
60
歳
以
上
の
人
で
、

健
康
で
働
く
意
欲
が
あ
り
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
趣

旨
に
賛
同
す
る
人
」
で
あ
れ

ば
、
ど
な
た
で
も
入
会
で
き

ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
自
主
的
な
会
員
組
織
で

す
。
会
員
は
自
ら
組
織
や
事

業
運
営
に
参
画
し
ま
す
。

　
就
業
や
収
入
の
保
障
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
会
員
の
希
望

と
能
力
に
応
じ
た
働
き
方
が

で
き
ま
す
。
社
会
の
た
め
、

自
ら
の
た
め
に
も
、
今
ま
で

に
培
っ
て
き
た
技
能
や
知

識
、
豊
か
な
経
験
を
活
か
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
入
会
手
続
き

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
務
局
で
、
随
時
、
入
会
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
入
会

申
し
込
み
書
に
記
入
し
、
年

会
費
千
円
を
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
毎
月
、
第
２
金
曜
日
（
祝

日
の
場
合
は
前
日
）
の
午
前

９
時
30
分
〜
正
午
に
、
ゆ
き

つ
ば
き
荘
で
入
会
説
明
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。

※

特
に
庭
木
の
手
入
れ
、
草

と
り
作
業
を
行
っ
て
く
れ
る

会
員
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ

ひ
、
ご
入
会
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
全
国
各
地
で
多
く
の
会
員

が
元
気
に
活
動
し
て
い
ま

す
。 シ

ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
と
は

シルバーの
会員に
　なりませんか

会員として
就業するメリット

❶就業を通じて、生きがい、社
会参加ができる。
❷いっしょに仕事をすることに
より、仲間づくりができる。
❸能力に応じた就業により、健
康の維持・増進が図られる。
❹就業により、配分金、賃金が
得られ経済的に助かる。
❺就業により、地域社会の活性
化に貢献できる。
■会員の交流活動　会員同士の
ボランティア活動、趣味のサー
クルなどの活動もあります。皆
さんもお仲間に入りませんか。

問い合わせ　シルバー人材センター（ゆきつばき荘内☎53－1772、https://www.sjc.ne.jp/kamo/）

シ
ル
バ
ー
人
材

紙
漉
き
体
験
・
市
役
所
の
新
職
員

　
８
月
採
用
予
定
の
非
常
勤
職
員
を
募

集
し
ま
す
。
外
郭
団
体
事
務
や
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
、
そ
の
他
の
事
務
業
務

を
行
い
ま
す
。

採
用
人
数
　
２
人

受
験
資
格
　
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人

❶
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大

学
を
含
む
）
卒
業

社
会
福
祉
協
議
会

　
非
常
勤
職
員
募
集

❷
社
会
福
祉
士
ま
た
は
社
会
福
祉
主
事

の
資
格
を
有
す
る
人

❸
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
人

給
与
等
　
月
額
14
万
６
千
円

※

賞
与
・
社
会
保
険
あ
り
。
有
給
休
暇

等
は
職
員
休
業
規
定
に
よ
る
。
次
年
度

以
降
、
正
職
員
採
用
の
場
合
が
あ
り
。

試
　
験
　
作
文
、
面
接

※

試
験
日
は
応
募
者
に
後
日
連
絡
。

申
し
込
み
　
６
月
30
日
（
木
）
ま
で
に

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
52

－

６
６
６

７
）
へ
。

　一般（高校生以上、Ｂ５とＡ３ノビサイズ各１枚の
紙漉き）と親子（小・中学生とその保護者、Ｂ５サイ
ズ２枚の紙漉き）対象の紙漉き体験です（要事前申し
込み、先着順）。希望の日時を申し込みください。
開催日　▼一 般（高校生以上）
６月23日（木）午前10時～、午後１時30分～
６月26日（日）午前10時～
▼親子体験（小・中学生とその保護者）
７月９日（土）午前10時～
７月10日（日）午前10時～
会　場　加茂紙漉場（上町１）
募　集　各回５人（親子は５組）
所要時間　１～２時間程度（参加者数による）
料　金　１人（組）1,500円
※Ｂ５サイズは当日持ち帰り、Ａ３ノビサイズは後日
のお渡し。郵送希望は別途郵送代が必要。
その他　感染症対策のためマスク着用、各自朝の検温
（当日）実施。
　体調の優れない人は参加を控える。
申し込み　社会教育課（☎内線461）

紙漉き体験しませんか

加茂市役所の
新採用職員です！
加茂市役所の
新採用職員です！
　令和４年度の加茂市役所新採用職員をご
紹介します。
　写真左から、髙山優子（税務課）、新保
武尊（総務課）、安中利穂（健康福祉課）、
小熊瑛美（教育委員会学校教育課）、市川
諒（教育委員会庶務課）です。
　市民の皆さまのために、日々成長してい
けるよう努めてまいります。よろしくお願
いいたします。

ホームページ
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子育て支援センター　お問い合わせ
乳幼児あそびの広場　神明町２丁目６番27号　☎0256-57-0341
須田憩いとあそびの広場　大字後須田661番地１　 ☎0256-53-2078

・時　間　午前９時～午後５時
（★の日は事業のため、一般利用は午後１時から）
・休館日　乳：12／29～1／3
　　　　　須：日曜日、12／29～1／3

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止・延期になることがあります。最新の情報は市ホームページをご覧になるか、事前にお問い合わせください。

あそびの広場HP

ひ
ろ
ば
つ
う
し
ん
（
あ
そ
び
の
広
場
情
報
）

乳幼児あそびの広場

須田憩いとあそびの広場★6月14日(火)10：20～11：00

（図書館隣）

　市内に２か所ある広場のイベントなどについてご紹介します。

【お知らせ】
乳幼児あそびの広場（市立図書館となり）は、４月から年末
年始（12/29 ～ 1/3）以外は毎日開館しています。土曜日もご
利用いただけますので、遊びに来てね

6月・7月のイベント予定

HPで、施設の設備やお
もちゃの写真が事前に確
認できます。

　乳幼児あそびの
広場に、ねんねの
赤ちゃんとママが
ゆったり過ごせるス
ペースを設置しまし
た。
　利用の目安は２歳
未満です。

　絵本の読み聞か
せやパネルシア
ター、手遊びなど、
いつもの和室をと
び出して、ひよこ
のへやで行ってい
ます。
気軽に参加して、
楽しんでください
ね！

　毎月、乳幼児あそびの
広場で開催している育児
講習会。４月のテーマは
「親子あそび」。手遊びや
ふれあい遊びなどおも
ちゃがなくても楽しめる遊
びの紹介や、風船取りゲー
ムで体を動かしたりして楽
しみました。

蒲
原
鉄
道
と
加
茂
駅
西
口

加
茂
の
風
土
記
・
や
っ
て
み
よ
う
！
手
話

Ｊ
Ｒ
加
茂
駅
に
西
口
が
開
設
さ
れ
た

の
は
、
昭
和
五
十
三
年
（一
九
七
八
）

十
二
月
で
、
蒲
原
鉄
道
の
加
茂
駅
と
し

て
の
開
業
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
西

加
茂
地
域
の
人
々
は
、
加
茂
駅
の
正
面

に
ま
わ
ら
ず
に
、
地
下
道
を
通
っ
て
直

接
乗
車
ホ
ー
ム
へ
の
出
入
り
が
可
能
と

な
っ
た
。
昭
和
六
十
年
三
月
に
電
車
の

運
行
が
廃
止
さ
れ
た
後
も
利
用
さ
れ
て

い
る
。

　
加
茂
川
改
修
に
伴
う
住
居
の
移
転
に

よ
っ
て
、
人
口
が
急
増
し
て
い
た
西
加

茂
の
住
民
に
と
っ
て
、
加
茂
駅
西
側
に

改
札
口
を
設
け
る
こ
と
は
長
年
の
念
願

で
あ
っ
た
。
昭
和
五
十
二
年
七
月
に
開

か
れ
た
市
の
駅
周
辺
環
境
整
備
協
議
会

に
提
案
さ
れ
た「
整
備
計
画（
案
）」に
、

加
茂
駅
西
口
設
置
と
周
辺
広
場
・
関

連
道
路
の
整
備
が
も
り
こ
ま
れ
、
具
体

化
の
一
歩
を
ふ
み
出
し
た
（『
広
報
か

も
』
昭
和
52
・
９
・
15
）。

　
こ
れ
を
受
け
市
当
局
は
、
新
潟
鉄
道

管
理
局
や
国
鉄
本
社
へ
陳
情
し
た
も
の

の
、
赤
字
の
国
鉄
で
は
西
口
開
設
の
見

込
み
は
立
た
な
か
っ
た
。
唯
一
可
能
性

が
あ
る
の
は
、
加
茂
駅
に
接
続
し
て
い

た
蒲
原
鉄
道
の
駅
を
加
茂
駅
と
し
て
改

築
す
れ
ば
、
実
現
で
き
る
と
の
回
答
で

あ
っ
た
。

　
早
速
蒲
原
鉄
道
と
協
議
を
進
め
た

結
果
、
以
下
の
二
点
で
合
意
し
た
。
蒲

原
鉄
道
は
自
社
の
加
茂
駅
と
し
て
職
員

を
配
置
し
て
運
営
す
る
が
、
建
物
の
建

築
費
等
の
経
費
は
全
額
加
茂
市
の
負
担

と
す
る
。
営
業
時
間
は
、
蒲
原
鉄
道
電

車
の
始
発
か
ら
終
電
ま
で
の
時
間
（
午

前
六
時
四
十
分
か
ら
午
後
八
時
二
十
五

分
ま
で
）
と
す
る
。

　
加
茂
市
で
は
国
鉄
・
蒲
原
鉄
道
と
の

協
議
に
基
づ
き
、
昭
和
五
十
三
年
四
月

に
事
業
計
画
を
ま
と
め
議
会
の
承
認
を

得
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、①
蒲
原
鉄
道

の
駅
舎
を
加
茂
駅
西
側
に
新
築
し
、
そ

こ
か
ら
国
鉄
加
茂
駅
の
下
り
ホ
ー
ム
に

連
絡
す
る
地
下
道
（
幅
二
・
五
ｍ
）
を

設
け
る
、②
駅
前
広
場
（
六
六
〇
㎡
）

と
自
転
車
置
き
場
を
整
備
す
る
。

工
事
は
、
八
月
に
着
工
さ
れ
順
調
に

進
み
、
十
二
月
二
十
六
日
に
、
西
加
茂

地
区
の
都
市
計
画
事
業
の
目
玉
と
し
て

の
加
茂
駅
西
口
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
工

事
費
は
総
計
約
八
、
四
〇
〇
万
円
で
、

内
訳
は
地
下
道
四
、
五
四
〇
万
円
、
駅

舎  
一
、一
一
五
万
円
、
自
転
車
置
き
場

と
駅
前
広
場
一
、
二
〇
〇
万
円
、
国
鉄

工
事
分
の
委
託
費
六
〇
〇
万
円
、
発
券

機
な
ど
備
品
九
三
八
万
円
）
で
あ
っ
た
。

（『
広
報
か
も
』
昭
和
53
・
12
・
15
）　

　
　
　
　
　
　
　  

（
長
谷
川

　昭
一
）

現在のＪＲ加茂駅西口周辺

『広報かも』（S53.5.15発行）掲載の図面

今
回
の
手
話
：
お
菓
子

　
右
手
の
親
指
と
人
差
し
指
で
お
菓
子

を
つ
ま
む
形
を
つ
く
り
、
そ
の
ま
ま
口

元
に
近
づ
け
ま
す
。

　
協
力
：
手
話
サ
ー
ク
ル
よ
つ
ば

ひろば＆カフェ（要予約、６組程度）

ひろば＆カフェ『ニコニコスマイルルーム』 ★7月12日(火)10：20～11：00公認心理師によるミニ子育て講座があります
ぴよぴよ工作ルーム 6月27日(月)～30日(木)・7月25日(月)～29日(金)　10:00～17:00
身体計測・健康相談 6月2日(木)・7月7日(木)　(受付)9:30～11:00

すくすく相談 6月22日(水)・7月20日(水)　(受付)9:30～10:30

絵本のへや
6月10日(金)・7月15日(金)　10:30～10:50
6月10日(金)は新潟中央短期大学臨床心理士稲場健先生による
読み聞かせです。終了後は、お子さんの発達や心に関する相
談ができます。

 育児講習会（要予約、10組）
※お子さんと一緒に参加できます

★6月16日(木)　10：30～11：00
テーマ「メディアが及ぼす影響」講師：公認心理師　山口笑子さん
★7月14日(木)　10：30～11：00
テーマ「子どもの食事」講師：管理栄養士　鈴木良美さん

ママのリフレッシュ講座
『ハンドケア』先着10組

★6月20日(月)　9:30～10:30・10:45～11:45(各5組)
講師:フェイシャルサロンオレンジドロップオーナー 坂橋くみ子さん

対象:1、2歳の幼児と
保護者　先着10組

ベビーマッサージ(要予約、5組程度)
対象:生後6か月までの乳児と保護者

6月21日(火)　10:00～11:00
講師:インド政府公認ヨガインストラクター 泉田郁恵さん

★7月5日(火)  10:00～11:30　講師:助産師  鷲尾千恵子さん

6月27日(月)～30日(木)・7月25日(月)～29日(金) 10:00～17:00

6月29日(水)・7月28日(木)　10:30～11:00

ぴよぴよ工作ルーム

ぴよぴよハッピーバースデー
6月6日(月)・7月11日(月)　10:30～11:00スペシャルお楽しみデー

本リサイクル 7月22日(金)
体重を測れる日 毎週火曜日　10:00～11:00

赤ちゃんコーナーができました！

絵本のへやをリニューアル

親子ヨガ

イベント 日　時 場　所

一
般
寄
附
金

▼
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
新
潟-

茜
様

か
ら
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

30
万
円

加
茂
市
へ

（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
危
機
救
援
金
）

▼
旭
町
区
長
目
黒
博
様
、
心
遊
塾
塾
長

　
　
　
　
　
　
　
　
河
内
貞
夫
様
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
５
０
，
３
２
０
円

４月の育児講習会
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会
員
募
集
中
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

高齢者の知識・経験を活かす

シルバー人材センター

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
、
地
域
の
発
展
に
寄
与
す

る
目
的
を
も
っ
た
公
共
的
な

会
員
主
体
の
団
体
で
、
営
利

を
目
的
と
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
会
員
と
し
て
入
会
登
録
し

て
い
る
高
齢
者
の
多
彩
な
技

術
・
経
験
を
活
用
し
、
主
に

臨
時
的
・
短
期
的
な
仕
事
を

請
け
負
い
（
委
任
）
の
形
式

で
お
引
き
受
け
し
、
こ
れ
ら

の
皆
さ
ん
に
仕
事
を
お
世
話

す
る
た
め
に
運
営
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
現
在
、
加
茂
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
は
、
約
500

人
が
入
会
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
加
茂
市
内
に
お
住
ま
い

の
原
則
60
歳
以
上
の
人
で
、

健
康
で
働
く
意
欲
が
あ
り
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
趣

旨
に
賛
同
す
る
人
」
で
あ
れ

ば
、
ど
な
た
で
も
入
会
で
き

ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
自
主
的
な
会
員
組
織
で

す
。
会
員
は
自
ら
組
織
や
事

業
運
営
に
参
画
し
ま
す
。

　
就
業
や
収
入
の
保
障
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
会
員
の
希
望

と
能
力
に
応
じ
た
働
き
方
が

で
き
ま
す
。
社
会
の
た
め
、

自
ら
の
た
め
に
も
、
今
ま
で

に
培
っ
て
き
た
技
能
や
知

識
、
豊
か
な
経
験
を
活
か
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
入
会
手
続
き

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
務
局
で
、
随
時
、
入
会
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
入
会

申
し
込
み
書
に
記
入
し
、
年

会
費
千
円
を
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
毎
月
、
第
２
金
曜
日
（
祝

日
の
場
合
は
前
日
）
の
午
前

９
時
30
分
〜
正
午
に
、
ゆ
き

つ
ば
き
荘
で
入
会
説
明
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。

※

特
に
庭
木
の
手
入
れ
、
草

と
り
作
業
を
行
っ
て
く
れ
る

会
員
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ

ひ
、
ご
入
会
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
全
国
各
地
で
多
く
の
会
員

が
元
気
に
活
動
し
て
い
ま

す
。 シ

ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
と
は

シルバーの
会員に
　なりませんか

会員として
就業するメリット

❶就業を通じて、生きがい、社
会参加ができる。
❷いっしょに仕事をすることに
より、仲間づくりができる。
❸能力に応じた就業により、健
康の維持・増進が図られる。
❹就業により、配分金、賃金が
得られ経済的に助かる。
❺就業により、地域社会の活性
化に貢献できる。
■会員の交流活動　会員同士の
ボランティア活動、趣味のサー
クルなどの活動もあります。皆
さんもお仲間に入りませんか。

問い合わせ　シルバー人材センター（ゆきつばき荘内☎53－1772、https://www.sjc.ne.jp/kamo/）

紙
漉
き
体
験
・
市
役
所
の
新
職
員

　
８
月
採
用
予
定
の
非
常
勤
職
員
を
募

集
し
ま
す
。
外
郭
団
体
事
務
や
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
、
そ
の
他
の
事
務
業
務

を
行
い
ま
す
。

採
用
人
数
　
２
人

受
験
資
格
　
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人

❶
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大

学
を
含
む
）
卒
業

社
会
福
祉
協
議
会

　
非
常
勤
職
員
募
集

❷
社
会
福
祉
士
ま
た
は
社
会
福
祉
主
事

の
資
格
を
有
す
る
人

❸
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
人

給
与
等
　
月
額
14
万
６
千
円

※

賞
与
・
社
会
保
険
あ
り
。
有
給
休
暇

等
は
職
員
休
業
規
定
に
よ
る
。
次
年
度

以
降
、
正
職
員
採
用
の
場
合
が
あ
り
。

試
　
験
　
作
文
、
面
接

※

試
験
日
は
応
募
者
に
後
日
連
絡
。

申
し
込
み
　
６
月
30
日
（
木
）
ま
で
に

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
52

－
６
６
６

７
）
へ
。

　一般（高校生以上、Ｂ５とＡ３ノビサイズ各１枚の
紙漉き）と親子（小・中学生とその保護者、Ｂ５サイ
ズ２枚の紙漉き）対象の紙漉き体験です（要事前申し
込み、先着順）。希望の日時を申し込みください。
開催日　▼一 般（高校生以上）
６月23日（木）午前10時～、午後１時30分～
６月26日（日）午前10時～
▼親子体験（小・中学生とその保護者）
７月９日（土）午前10時～
７月10日（日）午前10時～
会　場　加茂紙漉場（上町１）
募　集　各回５人（親子は５組）
所要時間　１～２時間程度（参加者数による）
料　金　１人（組）1,500円
※Ｂ５サイズは当日持ち帰り、Ａ３ノビサイズは後日
のお渡し。郵送希望は別途郵送代が必要。
その他　感染症対策のためマスク着用、各自朝の検温
（当日）実施。
　体調の優れない人は参加を控える。
申し込み　社会教育課（☎内線461）

紙漉き体験しませんか

加茂市役所の
新採用職員です！
加茂市役所の
新採用職員です！
　令和４年度の加茂市役所新採用職員をご
紹介します。
　写真左から、髙山優子（税務課）、新保
武尊（総務課）、安中利穂（健康福祉課）、
小熊瑛美（教育委員会学校教育課）、市川
諒（教育委員会庶務課）です。
　市民の皆さまのために、日々成長してい
けるよう努めてまいります。よろしくお願
いいたします。

ホームページ
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　聴覚や言語機能等の障がいなどで、音声による119番通報が困難な人が、スマートフォンなどから簡
単な画面操作で通報できる「Ｎｅｔ１１９緊急通報システム」の運用を開始します。
３つのメリット
❶全国どこからでも簡単操作で緊急通報
ができる。
❷ＧＰＳ機能により通報者の場所が容易
に特定できる
❸文字による（チャット形式）が可能。
利用対象者　聴覚機能、音声機能、言語
機能、そしゃく機能障害またはこれらに準ずる障がいで音声による119番通報が困難な人
で、加茂市・田上町に在住・通勤・通学者。
事前登録　利用するには事前登録が必要です。利用案内や申請書について詳しくは加茂地
域消防本部総務課（☎52－1770、FAX53－3309）に問い合わせてください。
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・休館（文化会館、温水プール）

・休館（ＢＢＣ）

・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室３　 9：00～15：00

　休日当番医　須田医院
 　　　　　　☎４１－５０２５ 　9：00～17：00
・加茂川一斉清掃
　　　　　　　　加茂川河川敷　 6：00～7：00
・春季消防演習　　加茂小学校　 8：30から

　休日当番医　徳友医院
 　　　　　　☎５３－０１６７ 　9：00～17：00
・新潟県知事選挙投票日
　　　　　　　　　　各投票所　 7：00～20：00

・市民大学講座「ラーメン王国にいがた」
　　　　　　　　　　文化会館　19：00～21：00
・休館（市立図書館、民俗資料館、各コミセン）

・古典文学の集い・万葉集
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から

・補聴器相談   市役所相談室４　11：00～12：00
・休館（文化会館、温水プール）

・行政相談　　市役所相談室１　 9：00～11：30
・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室３　 9：00～15：00
・休館（美人の湯）

・読もう、語ろうイギリス文学
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から
・休館（ＢＢＣ）

・市民大学講座「里山に学ぶ、その自然と楽し
　み方」　　　　　　文化会館　19：00～21：00
・休館（市立図書館、民俗資料館、各コミセン）

5月・6月

23
友引
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㈪

N e t 119 緊急通報システム　７月１日午前８時 30分から運用開始
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ホームページ

月 日 休日当番医 ☎
５／22（日）みながわ整形外科 ５３－３８７７
29（日）徳友医院 ５３－０１６７

６／５（日）須田医院 ４１－５０２５
12（日）星野内科医院 ４１－４１４１
19（日）小池内科消化器科クリニック５３－３３５５
26（日）吉田内科医院 ５７－７５１１

市民憲章  第１条（環境） 豊かな自然を大切にし　住みよいまちをつくります
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子育て支援センター　お問い合わせ
乳幼児あそびの広場　神明町２丁目６番27号　☎0256-57-0341
須田憩いとあそびの広場　大字後須田661番地１　 ☎0256-53-2078

・時　間　午前９時～午後５時
（★の日は事業のため、一般利用は午後１時から）
・休館日　乳：12／29～1／3
　　　　　須：日曜日、12／29～1／3

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止・延期になることがあります。最新の情報は市ホームページをご覧になるか、事前にお問い合わせください。

あそびの広場HP

ひ
ろ
ば
つ
う
し
ん
（
あ
そ
び
の
広
場
情
報
）

乳幼児あそびの広場

須田憩いとあそびの広場★6月14日(火)10：20～11：00

（図書館隣）

　市内に２か所ある広場のイベントなどについてご紹介します。

【お知らせ】
乳幼児あそびの広場（市立図書館となり）は、４月から年末
年始（12/29 ～ 1/3）以外は毎日開館しています。土曜日もご
利用いただけますので、遊びに来てね

6月・7月のイベント予定

HPで、施設の設備やお
もちゃの写真が事前に確
認できます。

　乳幼児あそびの
広場に、ねんねの
赤ちゃんとママが
ゆったり過ごせるス
ペースを設置しまし
た。
　利用の目安は２歳
未満です。

　絵本の読み聞か
せやパネルシア
ター、手遊びなど、
いつもの和室をと
び出して、ひよこ
のへやで行ってい
ます。
気軽に参加して、
楽しんでください
ね！

　毎月、乳幼児あそびの
広場で開催している育児
講習会。４月のテーマは
「親子あそび」。手遊びや
ふれあい遊びなどおも
ちゃがなくても楽しめる遊
びの紹介や、風船取りゲー
ムで体を動かしたりして楽
しみました。
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に
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、
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）
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、
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加
茂
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。
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地
域
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人
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、
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面
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入
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六
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。

　
加
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（
長
谷
川

　昭
一
）

現在のＪＲ加茂駅西口周辺

『広報かも』（S53.5.15発行）掲載の図面

今
回
の
手
話
：
お
菓
子

　
右
手
の
親
指
と
人
差
し
指
で
お
菓
子

を
つ
ま
む
形
を
つ
く
り
、
そ
の
ま
ま
口

元
に
近
づ
け
ま
す
。

　
協
力
：
手
話
サ
ー
ク
ル
よ
つ
ば

ひろば＆カフェ（要予約、６組程度）

ひろば＆カフェ『ニコニコスマイルルーム』 ★7月12日(火)10：20～11：00公認心理師によるミニ子育て講座があります
ぴよぴよ工作ルーム 6月27日(月)～30日(木)・7月25日(月)～29日(金)　10:00～17:00
身体計測・健康相談 6月2日(木)・7月7日(木)　(受付)9:30～11:00

すくすく相談 6月22日(水)・7月20日(水)　(受付)9:30～10:30

絵本のへや
6月10日(金)・7月15日(金)　10:30～10:50
6月10日(金)は新潟中央短期大学臨床心理士稲場健先生による
読み聞かせです。終了後は、お子さんの発達や心に関する相
談ができます。

 育児講習会（要予約、10組）
※お子さんと一緒に参加できます

★6月16日(木)　10：30～11：00
テーマ「メディアが及ぼす影響」講師：公認心理師　山口笑子さん
★7月14日(木)　10：30～11：00
テーマ「子どもの食事」講師：管理栄養士　鈴木良美さん

ママのリフレッシュ講座
『ハンドケア』先着10組

★6月20日(月)　9:30～10:30・10:45～11:45(各5組)
講師:フェイシャルサロンオレンジドロップオーナー 坂橋くみ子さん

対象:1、2歳の幼児と
保護者　先着10組

ベビーマッサージ(要予約、5組程度)
対象:生後6か月までの乳児と保護者

6月21日(火)　10:00～11:00
講師:インド政府公認ヨガインストラクター 泉田郁恵さん

★7月5日(火)  10:00～11:30　講師:助産師  鷲尾千恵子さん

6月27日(月)～30日(木)・7月25日(月)～29日(金) 10:00～17:00

6月29日(水)・7月28日(木)　10:30～11:00

ぴよぴよ工作ルーム

ぴよぴよハッピーバースデー
6月6日(月)・7月11日(月)　10:30～11:00スペシャルお楽しみデー

本リサイクル 7月22日(金)
体重を測れる日 毎週火曜日　10:00～11:00

赤ちゃんコーナーができました！

絵本のへやをリニューアル

親子ヨガ

イベント 日　時 場　所
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４月の育児講習会
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　聴覚や言語機能等の障がいなどで、音声による119番通報が困難な人が、スマートフォンなどから簡
単な画面操作で通報できる「Ｎｅｔ１１９緊急通報システム」の運用を開始します。
３つのメリット
❶全国どこからでも簡単操作で緊急通報
ができる。
❷ＧＰＳ機能により通報者の場所が容易
に特定できる
❸文字による（チャット形式）が可能。
利用対象者　聴覚機能、音声機能、言語
機能、そしゃく機能障害またはこれらに準ずる障がいで音声による119番通報が困難な人
で、加茂市・田上町に在住・通勤・通学者。
事前登録　利用するには事前登録が必要です。利用案内や申請書について詳しくは加茂地
域消防本部総務課（☎52－1770、FAX53－3309）に問い合わせてください。
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・休館（文化会館、温水プール）

・休館（ＢＢＣ）

・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室３ 9：00～15：00

　休日当番医　須田医院
 　　　　 ☎４１－５０２５ 9：00～17：00
・加茂川一斉清掃
　　　　　　　　加茂川河川敷 6：00～7：00
・春季消防演習　　加茂小学校 8：30から

　休日当番医　徳友医院
 　　　　 ☎５３－０１６７ 9：00～17：00
・新潟県知事選挙投票日
　　　　　　　　　　各投票所 7：00～20：00

・市民大学講座「ラーメン王国にいがた」
　　　　　　　　　　文化会館　19：00～21：00
・休館（市立図書館、民俗資料館、各コミセン）

・古典文学の集い・万葉集
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から

・補聴器相談   市役所相談室４　11：00～12：00
・休館（文化会館、温水プール）

・行政相談　　市役所相談室１ 9：00～11：30
・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室３ 9：00～15：00
・休館（美人の湯）

・読もう、語ろうイギリス文学
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から
・休館（ＢＢＣ）

・市民大学講座「里山に学ぶ、その自然と楽し
　み方」　　　　　　文化会館　19：00～21：00
・休館（市立図書館、民俗資料館、各コミセン）

5月・6月
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５／22（日）みながわ整形外科 ５３－３８７７
29（日）徳友医院 ５３－０１６７

６／５（日）須田医院 ４１－５０２５
12（日）星野内科医院 ４１－４１４１
19（日）小池内科消化器科クリニック５３－３３５５
26（日）吉田内科医院 ５７－７５１１

市民憲章  第１条（環境） 豊かな自然を大切にし　住みよいまちをつくります
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人口のうごき　5月1日現在 世帯　10,142 (+5) 人口　25,361  (-29)　
男　12,364  (-11)　女　12,997  (-18)　（　）内は前月比
（4月異動分）出生7 (男4 女3)　死亡41 (男 18 女 23)　転出44　転入49

＃かもぴく＃かもぴく

総務課広報広聴係
（☎内線 327）
総務課広報広聴係
（☎内線 327）

＠sunlightyellow0620

Instagramで加茂の様子や風景の写真、自
分で描いた絵を「#かもぴく」をつけて投稿し
ていただいた中から、毎月1枚ご紹介します。
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二十歳の皆さまおめでとうございます二十歳の皆さまおめでとうございます




